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「……ひかり？」

　返事はなかった。

　手元に残ったのは、半分に折られた黒い剣。

　手に馴染なじむ感触は今まで通りだったが、そこから何かが急速に失われていっていた。

　カラン、とおれの手からこぼれた。

　もう、一瞬でも持っていたくなかった。

　持ち続けて、感じ続けていたら、理解したくない何かを理解してしまいそうだったからだ。

　ゆらり、とアウラの方を向く。

　硬質的な表情が、悠然と言葉を紡つむいだ。

「もう一度問おう。私と一緒に来るつもりはないか」

「……お前は」

「ふむ？」

「──お前、だけはッ!!」

　ドン！　と短くて重い、爆発の音がした。

「きゃっ！」

「はうっ！」

　おれを中心に放射状に広がる衝撃波。

　それとともに何かが吹っ飛び、悲鳴を上げたが、おれの耳は素通りした。

「うおおおおお！」

　雄叫おたけびを上げ、アウラに向かって突進。

　しかし、振りかぶったエレノアは重かった。

　まるで水の中にある何かを振りかぶるような抵抗。


「重いぞエレノアァァァ！」



（ほざくなああああ！）

　ドックン！

　手の平の中で、際きわだった鼓動が一つ。

　刹那せつな、抵抗が跡形もなく消え去った。

　身体の後方から、縦に円を描いてアウラに斬きりかかる。

　アウラはそれを手を振り上げて打ち払おうとした。

「──なっ!?」

　次の瞬間、アウラが驚愕きょうがくの形相を浮かべた。

　エレノアを振り抜いた途中で、おれはアウラの腕を音もなく斬り落としていた。

「ば、ばかな……」

「うおおおおお！」

　地面に突き刺さったエレノアを引き抜き、かち上げながらの水平斬り。

　直前の斬撃を防げなかったことで、アウラは地を蹴けって後ろに跳躍して躱かわした。

「馬鹿な──人間にこれほどの力が。エレノアの力も全盛期の頃に匹敵ひってきしている!?」

（ぺらぺらと──）

「囀さえずってんじゃねえぇ！」

　エレノアを振り回して、アウラに肉薄していった。

　魔剣の斬撃が、次々と魔王の身体を斬り裂いていく。

　振り回したエレノアに風切り音はなく、一撃一撃ごとに、音もなくアウラの身体を斬り刻んでいった。

「分ぶが悪い。今日のところは──」

「逃がすわけねえだろ！」

　地面を強く蹴って、大きく飛び上がろうとするアウラ。

　そのアウラの足首を摑つかむと、全力で地面に叩たたきつけた。

「がっ、は……」

　身体をバウンドさせて空中でエビ反りになり、周りに血反吐ちへどをまき散らすアウラ。

「死ねえ!!」


「──っ！」



　空中で反ったままの体勢で、アウラの目がカッと光った。

　直後、眩まばゆい光が爆発的に広がる。

　閃光せんこう手榴弾よりも十倍は眩い光が一瞬にして広がった──が。

（こざかしいわ！）

　エレノアが一喝する。

　広がった光は、結局網膜に焼きつくことすら叶かなわず、エレノアの闇やみに一瞬で呑のまれた。

　それに驚愕するアウラ。

　おれは更に踏み込み、空中にいたままのアウラをエレノアで串刺しにした。

「があああああ！」

　激痛に悶もだえ苦しみながらおれの腕を蹴ると、自ら無理矢理串刺しにされた魔剣から身体を引き抜いて、脱出。

「逃がさねえと言ったはずだ!!」

　おれはまたアウラの足を摑むと、今度はその足を斬り落とす。

　アウラは断末魔のような叫び声を上げて、地面に転がった。

「……まだだ。まだ、こんなもんじゃねえ」

（ぬるい、ぬるすぎるぞ貴様！）

「わかってる！」

　エレノアの叱責はもっともだった。

　ぬるい。まだまだぬるい。こんなんじゃまったく足りない。

　目の前のこいつを八つ裂きにして、それで死ななきゃ死ぬまで細切れにする。

　いや、最初から存在すらしてなかったくらい、完全にすり潰つぶす！

　そう決めて、再びエレノアを振りかぶった。

　だが、やっぱり重かった。おかしな抵抗があった。

　感覚的に理解する。エレノアが今のおれの力について来られてないようだ。

　だが──そんなの構うものか！

　エレノアでこいつを斬り刻む。

　それが今おれができる──…


「──ッ！」



　その先の言葉を呑み込んだ。

　それは言っちゃいけない言葉だった。

　完全になかったことにして、アウラに向けてエレノアを振り下ろす。

「ぐっ……」

　アウラはまったく動けなかった。

　抵抗する力すら失くしてしまったようだ。

　だったら、そのまま悔いていろ──。


　ドゴォォォォォン!!



　エレノアが再び、地面に突き刺さった。

　斬撃がアウラから逸それた。

　いや、逸らされた。

　やったのは──。

「……何をする、ヘレネー」

「おやめくださいませ、カケル様」

「やめろだと？　お前、何も見てなかったのか？」

「見ていました。見ておりましたが、これはいけません」

「……ふっ！」

　おれはエレノアを引き抜き、無造作に横に薙ないだ。

　ヘレネーはおれの斬撃を、自分の扇子を使って逸らした。
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　斬撃は上に逸れて弱まると、ビュッと風斬り音を立てた。

「イオさん！」

「──は、はいっ!!」

「アウラ様を連れて逃げてください!!」

「え!?　……は？　わ、私がですか!?」

「そうです！　早く!!　カケル様がアウラ様を殺してしまわれてもいいのですか!!」


「──っ！　わかりました！」



　ヘレネーに一喝されて、イオは地面に転がっていたアウラを抱き上げた。

　そして──雷化。

　アウラを抱えて、そのままものすごいスピードでこの場から逃げ出した。

「イオの持続力はわかっている……逃がしはしない」

「逃がしはしない──それは、わたくしの台詞せりふです」

　一歩踏み出して後を追おうとしたおれの前に立ち塞ふさがるヘレネー。

　その表情は美しく、いつも通り婉然えんぜんと微笑ほほえみを浮かべていた。

「申し訳ありませんカケル様。時間稼ぎ、させていただきます」

「お前が時間稼ぎだと？」

「はい、どうしてもここを通りたくば──くっ！」

　おれは無言のままエレノアを振った。

　アウラに向けたものの、約十分の一程度の力だ。

　ヘレネーはまたも扇子を使って斬撃を逸らしたが、逸らしきれなかった力が彼女を襲った。

　扇子を支える親指と人差し指の付け根と、柄を持っている手の平。

　その両方から、ぷっ、と鮮血が噴きだした。

「どけ、ヘレネー」

「いえ、どきませんわ」

　ヘレネーは、それでも笑っていた。

　おれがよく知っている、魅力的な笑みだ。

「どうしてだ？」

「どうして、とは？」

「どうしてそんな顔をして、おれを止める」

「カケル様こそ、今何をされているのかわかっていらっしゃるのですか？」

「当然だ。おれがすべきことは一つ。ただあいつを細切れにするだけだ」

「あくまでそう仰おっしゃるのでしたら、尚更なおさらここを通すわけには参りません」

「なに？」

「ここでアウラ様を手にかけてしまわれたら、カケル様はのちのち必ず後悔されることになるでしょう」

「後悔なんかするわけないだろ」

　おれにはっきりそう言い切られても、ヘレネーは行く手を阻はばむことも、微笑みを湛たたえるのもやめなかった。

　ぎりっ、と歯ぎしりした。

　その微笑みが全てを見透かしてるようで──正しいと主張しているようで、そのことが余計におれを苛だたせた。

「……わかった。だったら、お前は寝てろ」

　おれはヘレネーに肉薄すると、そのまま当て身を喰くらわせた。

「!?」

　ヘレネーは白目を剝むくと、瞬時にその場に崩れ落ちた。

　ただ、気絶する直前まで、彼女は微笑むことをやめようとしなかった。

「……追うぞ」

（うむ）

　そんなヘレネーを一瞥いちべつして。

　そのまま置き去りにすると、おれは力を解放して、イオとアウラの後を追いかけた。
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　喉のどの奥がじりじり灼やける。

　胸が何かに強く締めつけられたような感じがする。

　力が、底なしに湧わいてくる。

　オーラを出し、黒衣を纏まとって、超速度でイオたちが逃げた方に向かって飛んでいく。

「絶対逃がさん」

（うむ。後悔させてやるぞ。貴様、わかっているな？）

「当然だ」

　ギリリ、と奥歯を嚙かみしめる。

　悔しさと怒りを粉々にすり潰つぶして、まとめて腹の底に呑み下した。

「あいつ……因果レベルで消し飛ばしてやる」

（ああ）

　心が一つになったエレノアの柄を強く握り締めて、更に速度を上げる。

　裏の世界の空気さえ壁になったような感じがするが、その壁をも突き破るほどのスピードで飛んでいく。


（──っ！　避けろ！）



「まどろっこしい！」

　突然頭の中に木霊こだました大音量のエレノアの警告。

　それを撥はねのけつつ、握り締めた魔剣を横薙なぎに振るう。

　やってきたのは雷の魔法だった。

　おれめがけて空から落とされた稲妻を、真っ二つに斬きり払いつつ、急ブレーキをかけて立ち止まる。

「カケルさん……」

　そこには予想通りイオがいた。

　アウラの姿はどこにも見当たらなくて、ただ、イオだけがそこにいた。

　彼女は愛用の魔法の杖つえを構えて、気丈な表情でおれと向き合っている。

「アウラはどうした」

「向こうに──元の世界に行きました」

「元の世界だと？」

（魔王の力で道を開いたのだろう。それくらいの力は残っていたはずだ）

「なるほどな」

　おれは小さく頷うなずいた。

　さっき見たアウラの様子を記憶から呼び起こす。

　確かに、魔王としては致命傷にはほど遠かった。

　完全にすり潰すまで、まだまだ叩ける感触だった。

　ならば、エレノアの言う通り、次元の壁を開いて向こうに戻る力が残ってても不思議じゃない。

「わかった。イオ、そこをどけ」

「ど、どきません」

「なんだと？」

「考え直してくださいカケルさん！　あ、アウラさんは──」

「お前、あいつが何をしたのか見てなかったのか？」

「見てました！　……でも!!」

「わかった。もういい」

「カケルさん！」

　おれはエレノアを振りかぶると、地面を蹴けり込み、イオに向かって突進する。

「──っ、ライトニング！」

　イオがおれたちとの間に稲妻を落とした。

　地面に放たれた稲光が爆発して、おれの視界を奪う。

　直後、背後から気配がした。

「考え直してくださいカケルさん！」

　振り向きざま、イオの杖を受け止め、せりあう。

　イオは雷を纏い、全身を雷化していた。

　その状態でエレノアの刀身を蹴って距離を取ると、パシュン！　と音を立てて消えた。

　雷化した状態での、超高速移動。

　その速度は音速を軽く凌駕りょうがしていた。

「その技は知ってる」

「──っ!?」

　だが、おれはおれの背後に回ったイオの更に背後に回る。

　雷化したイオを上回る速度で、驚くイオの背後を取った。

　斬撃を放つ。

　イオは必死に身体をよじらせて回避すると、またパシュンと消えた。

　速い。

　だが、遅い。

　その動きは完全に見えている。

　おれはぴったりとその後に付いていった。

「──こ、黒雷！」

「それも知ってる」

　超高速移動したまま魔法を詠唱して杖を振るうイオ。

　漆黒の雷がおれに向かって放たれた。

　エレノアを振って黒い雷を難なく斬り裂く。

　ガシーン！　と手に響く感触だけがあった。

「……ふん！」

　意にも介さず、無理矢理──力尽ちからずくでエレノアを振り下ろす。

　エレノア由来の黒雷をあっさりと斬り捨てた。

「うっ……」

「もういいだろ。お前まで力尽くでどけたくない。さっさと道を開けろ」

「いやです！　どきません!!」

「どうしてだ。どうしてお前まで邪魔をする」

「カケルさんにそんなことさせるわけにはいきませんから！」

「お前がどうしてそこまでしておれを止めたいのかわからん。おれは、ただ──」

　ぐっ！

　そこまで言ったところで、突然激しい頭痛が襲ってきた。

　頭が裂けてしまいそうなくらい痛い。

　ただそのことを口にしようとしただけで、事実に再び触れただけで、頭が割れるように痛く、身体が灼けるほど熱くなった。

　全身の血液が沸騰したような苦痛。

　それらが一気に抜けていく虚無感。

　その二つが、同時におれを襲った。

（貴様も所詮しょせんその程度か）

「うるさい！　お前は黙っておれに力をよこしてろ」

（ふん、言われなくてもそうする。が、貴様がその程度なら、いっそ我に身体をよこせ）

「いいから黙れ！　おれが……おれが殺やるんだ」

　奥歯が砕けるほど嚙みしめて、エレノアから更に力を引き出す。

　カラカラになった雑巾ぞうきんから、更に更に絞って水を取り出すように。

　ブチブチ繊維が切れる音が聞こえても力を緩ゆるめず、ぼろきれになって破れるまで絞るように。

　力を、絞り出した。

「カケルさん！」

「うるさい！」


「──っ！」



　渾身こんしんの力でイオを殴り飛ばした。

　トラックに撥ねられたかのような勢いで、バウンドしながら吹っ飛んでいくイオ。

　それでも──彼女は立ち上がった。

「ここ、は……ぜったい、とおさ、ない……」

　イオは力を振り絞ると、今度は黒雷をボロボロになった自分に落とした。

「それも、知ってる」

　イオの得意技。限界を超えて、花火のように一瞬だけ煌きらめく力を発揮する技。

　漆黒の光を曳ひいて、イオはさっき以上のスピードでおれに肉薄してくる。

　おれは黙ってエレノアを振り下ろした。

　黒雷のスピードよりも速く、全身を守る黒めく雷を斬り剝はがす。

　そして間髪容かんぱついれずに、イオに当て身を喰くらわせた。

「がはっ……」

　おれの拳こぶしがイオの腹に深く突き刺さる。

　彼女の口から血反吐ちへどが飛び散り、身体から力が抜けて崩れ落ちる。

　が。

「だめ、です」

　地に落ちて倒れたイオは、そこからまだおれにしがみついた。

　すがりついてないと倒れてしまうほどのダメージを受けたにもかかわらず、彼女がそうしたのは、自身が「倒れない」ためじゃなく、あくまでおれを「止める」ためのものだった。

「いい加減にしろ。いつまでおれの邪魔をするつもりだ」

「いつ、までも、です」

　がはっ、とイオが更に血を吐いた。

「カケルさん、ダメです……。絶対、そうしちゃ、だめです……」

「……」

「そんなことしたら、カケルさん……必ず後悔します」

「後悔なら今してる……それも、十分すぎるほどにな」

「そうかもしれません！　でも、そんなことはひかりちゃんも──」


「──っ！」



　それ以上言わせられなかった。

　おれは腕を引いてもう一度当て身を放つ。

　今度こそ、イオの意識を完全に刈り取るための当て身。

　これ以上余計なことを言わせないための当て身。

　それを放った瞬間、光が広がった。

　おれとイオの間に、眩まばゆい光が拡散する。

「なんだこれは……」

　おれは思わず後ずさりした。

　その光からは、触れてはならないという何かを感じた。

　そして──

「ひ、かり？」

　目の前に、うっすらとひかりの姿が見えた。

　ひかりは、そのつぶらな瞳ひとみに──悲しげな感情を浮かべておれのことを見つめていた。

「どうしてだ！　どうしてそんな目でおれを見るんだ」

「……」

　ひかりは何も言わなかった。

　言わないまま──、光は収まった。

　あっけなく消えてしまった光。

　その時、おれとイオの間に小さな黒いかけらが落ちた。

　おれの服からこぼれ落ちた、金属のような黒いかけら。

　思わず自分の身体を触った。

　砕けたときに、身体に入ったのか。

（何をしている）

「え？」

（躊躇ためらうことがどこにある。当たり前のことだ。あの子が──お前が何もしていないこの娘を傷つけることをよしとしない、ただそれだけのことだろうに）

「……そう、だな」

　エレノアの言う通りだ。

　そうだ、そういうことだ。

　そうに違いない。

「イオは悪くない」

　そんなイオをこれ以上傷つけるのは、あの子の本意じゃない。

　きっと……悲しむはずだ。

「違います」

「なに？」

　イオを見た。

　彼女はしっかり自分の足で立つと、口角に血をにじませながらおれをまっすぐ見つめていた。

「それは違います。大事なのは『私が悪くない』かどうかじゃないんです」

（戯ざれ言ごとを。それ以外の何がある）

「本当にわからないんですか？　エレノアさんも……？　いえ。エレノアさんはひかりちゃんのお母さん、ですもんね。だったら、しょうがないかもしれません」

（なんだと!?）

「もう一度言います。……カケルさん、アウラさんを殺そうとするのはやめてください」

「くどい！　お前こそそこをどけ」

「……わかりました」

　イオはいい加減諦あきらめたかのようにそう言うと、すぅ、と大きく息を吸い込んだ。

　その行動は、まるで同時に力をも吸い込んでいるように見えた。

　そして、次の瞬間。

　イオの見た目が大きく変わった。

　取り込んだ力を一気に吹き出して全身に纏う。

「なに……？」

　一瞬の時を経てそこにいたのは。

　おれとまったく同じ、漆黒のオーラの衣を纏ったイオだった。
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（バカ、な……）

「いったいどうやってその姿に……？」

　絶句するおれとエレノア。

　まるで鏡を見ているみたいだ。

　いつものおれの姿。

　魔剣エレノアの力を引き出して、おれ自身の身体に最適化したあとの姿。

「魔剣使いの真の姿は？」と尋ねれば、誰もが「こう」と答えるような姿。

　そんな格好を、イオはしていた。

　エレノアの力じゃない。

　彼女はおれと同じように驚いていた。

　珍しく言葉を失うくらい驚いている。

　エレノアの力じゃないとしたら……？

「くっ」

　一瞬浮かび上がりかけたその名を、頭を振って追い払った。
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　カケルの反応を見て、イオの胸はずきりと痛んだ。

　彼女にとっての結城ゆうきカケルとは、一言で表すならば「絶対的な存在」だ。

　外見も、強さも、これまでの行動全てが。

　イオの心を摑つかんで離さない。

　そんな、絶対的な存在だった。

　だからこそ、今回の件でも失望はしなかった。

　そんなの、当たり前のことだ。

　カケルにとってのひかりがどれほどの存在なのかは、イオにもよくわかっていた。

　だから、カケルがどれほど我を失おうと──残虐で極悪非道な復讐ふくしゅうをしようとも。

　イオはその気持ちが容易に理解できた。

　それゆえ、責める気は微塵みじんもなかった。

　ただ──

「うん、わかってる。ちゃんと止めるから」

　耳元で聞こえる、残響の終焉のような微かすかな声に応じる。

　責めるつもりはない。

　だが──止めなくてはならないと思った。

　何より、ひかり自身がそれを望んでいない。

　ひかりが大好きな「おとーさん」を取り戻すべく。

「行きます、カケルさん」

　イオは黒衣を纏まとい、黒雷と親和性の高い力を携えて。

　カケルに、三度、自ら飛びかかっていった。
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「くっ！」

　イオのスピードは一段と上がっていた。

　視界からフッと消え、目で捕らえきれない。

　咄嗟とっさに「勘」でエレノアを振るった。

　何とか真横から来た杖つえの打撃を防いだが、振り抜かれた杖の勢いに跳ね飛ばされてしまう。

（何をしている!?）

「黙ってろ！　いいからもっと力をよこせ!!」

（力が足りぬのを我のせいにするな！　貴様が不甲斐ふがいないからだろうが!!）

「なんだと！」

（そもそも貴様がちゃんとしていれば、折られることも──）

　視界がぶれた。

　真横からの衝撃が側頭部を貫いていった。

　景色が高速で後ろに流れていき、おれは何度も地面をバウンドしながら吹っ飛んでいった。

「ぐはっ！」

　跳ねながら途中で地面を蹴けり、飛び上がってなんとか体勢を立て直す。

　さっと辺りを見回した。

　イオの姿はない。

　が、気配はある。

　どうしようもないくらいに大きな気配。

　魔剣の、巨大な力が。

　再び、真横から殴られた。

　またも吹っ飛ばされつつ、転がらずに黒衣の一部を伸ばして地面を摑つかみ、ブレーキをかけた。

「速いな……前の三倍はある」

（貴様の不甲斐なさは三倍どころの比ではないぞ）

「うるさい！　いくら速かろうが、ただ速いだけだ」

　そう、速いだけ。

　おれはエレノアにそう反論しながら、背中に魔剣を構えた。

　ガキーン！

　杖と剣がぶつかり合い、火花を散らす。

「え？」

　驚くイオ。

　一瞬だけ姿が見えた。

　おれが肩越しにギロッと睨にらむと、黒衣姿の彼女が一瞬だけたじろいだ。

　が、その姿はすぐにまたかき消えた。

　おれはエレノアを肩に担かつぐと、口角に滲にじんだ血を拭ぬぐう。

「確かに速いな、イオ。おれより速い。たぶん魔王よりも速い。今人類で一番速いだろうな」

　ガキーン!!

　今度は横から来た打撃を、エレノアで正確に打ち返した。

「……ど、どうして!?」

「言ったろ。速いだけだからだ」

「えぇ？　そんな──くっ！」

　驚きつつも、もう一度姿を消して、超高速機動に戻るイオ。

　そして、また迫ってくる──ガシッ！

　今度は彼女の杖を完全に手で捕まえた。

　完璧かんぺきにタイミングを読み切って、杖を捕まえた。

　超音速ゆえ手がジーンとしたが、それだけだ。

「うそ……どうして……？」

「速いだけで、芸がないからな」

　驚愕きょうがくし、杖を摑まれたイオと真っ正面から向き合う。

「お前は魔法使いだ。剣士でも格闘家でもない。それだけに、いくら速さを手に入れようが、戦い方が一本調子なところは否いなめない。そしてそれは──即席でどうにかなるもんじゃない」

「あっ……」

「二回も喰くらえば十分だ。三度目以降はもう喰らってやれん」


「──っ！」



　杖を引き抜こうとしてもがく。

　だが、おれは捕まえたまま逃さず、イオに向かってエレノアを振り下ろした。

　しかし。


「──っ！」



（な、なぜだ……っ）

　イオとの間に──あの子が、いた。

　イオの黒衣が直前に剝はがれ、彼女の前……おれとの間に集まると。

　瞬時に、女の子の姿になった。

　そして、女の子はあまつさえ両手を開くと、イオのことを庇かばった。

　ほとんど透明に近い、消えかけの幽霊。

「うおおおおお[image: ]」

　おれはエレノアを振り下ろそうとした勢いのまま、自分を殴った。

　ちらっと頭に過よぎったそれを殴り飛ばすかのように。

　一発。二発。三発。

　おれは自分の顔を殴り続けた。

　そうして、その考えを完全に追いだしたあと、改めてイオたちを見た。

　女の子は、やはりイオを守っていた。

　強い、強い眼差まなざしでおれを睨みつけるかのようにして。

「なんで……そんなことするんだ……」

「……」

　女の子は答えない。

　ただ、責めるような、咎とがめるような目でおれのことを見つめるだけ。




「……そうか」

（……そうだったな）

　おれとエレノアはほぼ同時に頷うなずきあった。

　ああ、そうだ。

　おれは何を間違ってるんだ。

　さっきもそうじゃないって思ったばかりだろ。

　さっきも、この子が気づかせてくれたじゃないか。

　イオじゃないだろ。

　そうだ──イオは悪くない。

　イオに手をかけるのは間違ってる。

「わかったよ。悪かった。ちょっと間違えちまったんだ」

　おれは捉とらえていたイオの杖から手を離した。

「そうだ。敵は、あいつだけだ」

（うむ。真の敵は──魔王アウラただ一人）

「待ってろ。すぐアウラの首を取ってきてやる」

　おれはぐるっと身を翻ひるがえして、エレノアを構えた。

「壁を破るぞ」

（うむ）

　今度こそ、イオが逃がしたアウラを、壁を破って元の世界まで追いかけてやる。

　そう思って、力を込めてエレノアを振り下ろし──

「なっ!?」

（なっ!?）

　思わずエレノアと声が重なった。

　おれは振り下ろした魔剣を途中でピタッと止めた。

　今度もおれの斬撃を止めたのは彼女だった。

　彼女はおれの前に回り込んだ。

　そしてまた、両手を開いておれを止めようとした。

　今度は、イオを助けるためじゃない。

　間違いない。アウラを助けるためだ。

「なん……で？」

（なぜヤツをかばう、ヤツは──ッ）


「──ッ！」



　おれとエレノアは同時に息を呑のんだ。

　彼女は更に薄くなって、完全に消えてしまった。

　消える直前まで、最後の最後までおれを止めようとした。

「なんでだ、なんで……」
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　二人の苦悩が、手に取るようにわかる。

　限界を超えた力を振るい続けたイオは、カケルに杖を摑んでいた力を抜かれた途端、その場に倒れ込んでしまった。

　全身がズキズキ痛む。

　指一本さえも動かせないほどの激痛が彼女を襲った。

　そんな中、彼女は唯一動かせる目で、カケルのことを見つめていた。

　カケルは一人、頭を──髪をかきむしっていた。

　ひかりが最後の力を振り絞ってまで、彼を止めようとしていたことがよほど衝撃だったのだ。

　それを受け入れられなくて、カケルは苦しんでいた。

「うあああああああアアァ[image: ]」

　そして、絶叫。

　イオはゾッとした。

　それはまるで、地獄の底から轟とどろいてくるかのような、この世のあらゆる不吉を孕はらんだような、そんな叫び声だった。

　耳にしたイオが全身の痛みさえ忘れて、身体中から冷や汗を噴き出させるほどの声。

　そして──変化は、すぐに現れた。

　エレノアからじわりじわりと滲み出たオーラが、カケルの身体を包み込む。

　イオは焦あせった。

　それは、絶望に近い直感だった。

　なぜなら、一目でわかってしまったからだ。

　目の前で広がる光景は、決してただエレノアがカケルを取り込んでいるという、生やさしいものではなかった。

　その光景を、あえて言葉にするとしたら。

　カケルが──カケルの方が、エレノアを呑み込んでいる。

　一人の人間が、魔剣を逆に呑み込むという恐ろしい光景。

　動けずただ見続けることしかできないイオの脳裏のうりに、あらゆる不吉な想像が過よぎっていった。
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　魔王アウラは困惑していた。

　困惑することが多すぎて、自分が一体何に困っているのか、今ではそれさえもわからなくなっていた。

　ともすれば、目の前に広がる当たり前の光景──青い空に白い雲、大海原のように広がる緑の草原にさえも困惑する……そんな錯覚に陥おちいってくる。

　彼女は今、表の世界にいた。

　文字通り、命を賭としてカケルに立ちはだかったヘレネー。

　そして、ヘレネーの敗北を察するや否いなや、決死の覚悟で自分をここに逃したイオ。

「なぜ……私を逃がそうとする」

　二人が為なした行為そのものが、たったいま、アウラが一番困惑していることだった。

　彼女たちは敵だったはずだ。

　二人からすれば、自分は、仲間である結城ゆうきひかりを殺した相手だ。

　守るどころか、敵討かたきうちするために付つけ狙ねらわれてもおかしくない関係のはず。

　なのに、二人は自分を逃がした。

　それもカケルと対立、反目するような形で。

　そのことが、アウラには理解できなかった。

『アウラさんをカケルさんに殺させちゃダメなんです』

　耳元に、イオの最後の言葉がリフレインした。

　彼女は、一片も曲解する余地のないほど真顔できっぱりとそう言いきった後、アウラをこちら側の世界へと押し出した。

「なぜ、私があの男に殺されてはならないのだ。彼女たちは──一体何を考えている？」

　いくら考えてもわかりはしなかった。

　アウラ・トリデカ・コモトリアは、魔王になる過程でいろいろ失った。

　魔王の力と引き換えに、当たり前の人間の心さえ失ったと言っていい。

　だが、記憶は残っている。

　王女アウラとカケルの出会い。

　そして、数々の逢瀬おうせ。

　魔王化して強化された能力の中には、もちろん頭脳も含まれている。

　ゆえに、それらの記憶をアウラは「忘れる」ことさえ不可能だった。

　だから──覚えている。

　覚えては、いる。

　ただ、それでも、記憶は何の答えも導き出してはくれない。

　もし記憶が生きていれば、彼女はヘレネーやイオが命を賭してしようとしたことの理由を、すぐにでも理解できただろうが、魔王となった今では、それは望むべくもないことだった。

「これから……どうすればいいのだ」

　感情とは別次元の現実を前に、アウラは途方に暮れた。

　カケルに叩き潰つぶされた四肢は、既に完治している。

　魔王としての強靱な肉体は、数分もあれば完全に再生してしまう。

　だが、力までは戻らなかった。

　正確には堰せき止められていると言った方が正しいかもしれない。

　アウラの身体の隅々に、魔剣エレノアの力と思おぼしきものが残留していた。

　それらが、アウラの力の根幹部分を抑えている。

　全ての源流は堰き止められ、さながら干上がった大河のような状況だった。

　今のアウラは、頑丈なだけの──それ以外全ての力を失った女でしかない。

　魔王が魔王たる力を封じられ、人間の心も一片とて理解できない。

　アウラは、途方に暮れた。

　そんな時、遠方から武装した一団が近づいてきた。

　二百と一人からなる軍団は、一人一人が達人クラスに見え、常識を遙はるかに超える進軍速度で近づいてきた。

　そして、アウラの目の前までやって来ると、立ち止まる。

「やはり、この力は魔王のものだったか」

　集団のリーダー、純白の戦ドレスを纏まとった黒髪の女が、アウラを見据えて呟つぶやいた。

　ナナ・カノー。

　白亜の戦姫と呼ばれ、カケルをして「人類最強の女」と言わしめた人物。

　戦闘力では最もカケルに近い存在であり、彼の女でもある奴隷兵二百人を預かる存在。

　そんなナナが、いま、アウラの目の前に立っていた。

「ナナ・カノー……」

「いかにも。巨大な力を感知して、ここに来たのだ」

「……」

「……？　どうした。望み通り魔王になれたのではないのか？」

　魔王になったアウラの様子がどこかおかしいことに気づき、眉根まゆねにしわを寄せて改めて問うナナ。

「魔王には、なった」

　返す言葉に覇気がない。
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　キレもなければ、力もない。

「そうか。……主や、皆は？」

　だが、そんな印象はおくびにも出さず、ナナは尋ねた。

　ナナはアウラのこと以外──現在の状況の異常さにも気づいていた。

　目の前にいるのがアウラただ一人で、本来一緒にいるべき、カケルやヘレネーたちがいないことに気づいていた。

「魔剣使いは、まだ向こうだ」

　一方、そんなナナの心の底を見透かすように、アウラは無感情にそう言った。

「……お前は、何者だ」

　ナナがアウラに対して真顔で問う。

「さっき自分で呼んでいただろう？　私はアウラ、魔王──」

「そうではない」

　ナナはきっぱりとアウラの言葉を遮さえぎった。

「お前は、何者だ」

　もう一度、同じ誰何すいかを繰り返す。

　アウラは、それで理解した。

　ナナのそれは──自分の正体、あるいは立場を尋ねているものだ。

　だからアウラは、こう答えた。

「昔はアウラ・トリデカ・コモトリアと名乗っていた……。だが、今の私は、魔王アウラだ。以前のアウラは、もういない」

「……」

　ナナの表情が険しくなった。

　しかし、食い下がるようなことはしなかった。

　その言葉で、彼女はいろいろと察し、確信したからだ。

　動揺したのは、むしろニキをはじめとする奴隷兵たちの方だった。

「主は──王はどうした!?」

「案ずるな。魔剣使いなら無事だ」

「なに!?　王は、ということは……無事ではない者がいるのか!?」

「そうだ。魔剣……娘の方だな」

　瞬間、奴隷兵たちがざわめいた。

　アウラのその言葉には、ナナさえも動揺を隠しきれなかった。

「どういうことだ。詳しく話せ」

「話す義理はないが、いいだろう。私は魔王になり、エレノアを引き入れようとした。だが、エレノアは『娘の前で寝取られることはできない』と断った。だから私は魔剣の娘を折った」

「──ッ!?」

　アウラの言葉に、ざわめきが一瞬でピークに達した。

　ナナはどうにか平静を保っていたが、奴隷兵の大半は信じられないという顔で騒ぎだした。

　ひかりは、彼女たちにとっても娘のような存在だった。

　愛する男の──最愛の愛娘。

　それが素直で無邪気で、春風のように愛くるしい娘であれば、嫌うことなどできようもない。

　奴隷兵たちは、例外なくひかりのことが好きで、可愛かわいがっていた。

　ゆえに、激しく動揺した。

　動揺するだけに留まらず、中にはアウラの言葉を信じられず、反発し指弾する者さえいた。

　それを、ナナはすぅと手をあげて、ピタッと止めた。

　奴隷兵たちは一旦いったん全て丸呑まるのみし、抱いた想おもいをナナに託した。

「それで──どうなったのだ。お前の言葉通りひかり様をそうしたとして、主がお前をただで帰すわけがないだろう」

「ああ、それは──」

　アウラはナナに語った。

　ひかりを折ったあとのことを。

　怒りでパワーアップしたカケルに、すぐさま圧倒されたこと。

　そんなカケルから逃がすために、ヘレネーが身体を張ったこと。

　更に、それでも止めきれなかったカケルを妨害するために、イオが向こうに残ったこと。

　一連のことを、アウラは淀よどみなく、淡々と「説明」した。

　人間としての感情を失った──持たないがゆえ、アウラは事細かに、感情を挟まない詳細な説明をすることができた。

　そのため、この場にいた者たちは、まるで全員そこに居合わせたかのような錯覚を覚えた。

　また、アウラの説明に淀みや矛盾がなかったこともあり、彼女たちは、どうやらアウラの語っていることが全て真実だということも理解した。

　同時に──全員が全員、一瞬で、止めどないカケルの怒りも理解した。

　アウラを口汚く罵ののしりたかった。できることなら手ずから葬りたかった。

　だが、それ以上に、誰もがヘレネーとイオの行動について、理解した。

「なるほど。であれば、もうすぐ主が追いついてくるだろう」

「そうだな。あの二人に、逆上した魔剣使いを止めることは不可能だろう」

「傾聴！」

　誰よりもヘレネーとイオの意図を把握したナナは、すぐに奴隷兵たちに号令をかけた。

　衝撃的な事実を耳にして隊列が乱れていた奴隷兵は、まるで何ごともなかったかのように、一糸乱れぬかたちで再整列した。

　一瞬で綺麗きれいな隊列に戻った彼女たちに、ナナは背中越しに語りかける。

「総員、魔王アウラを護衛して、ここから『撤退』しろ。しんがりは私が務める」

「「「「「はっ[image: ]」」」」」

　誰も異は唱えなかった。

　ナナがそう結論づけるであろうことは誰もが理解していたし、第一誰もが同じ気持ちだった。

　加えて、この場でカケルを止められる者はもはやナナしかいないだろうと、みな思っていた。

「逃げられるだけ逃げろ。可能なら、カランバ女王か、テレシアの片翼のところまで逃げろ。そこまでできれば次に繫つながる」

「ナナ様」

　奴隷兵一番隊隊長ニキが、全員の懸念けねんを代弁するかのように、一点だけナナに聞いた。

「もし、途中でカケル様が追いついてこられたら？」

　その質問は、しんがりを務めるナナでさえ、カケルを止められなかったら、というもの。

　言い換えれば、ナナがカケルに敗北したときは、という仮定になる。

　人によっては、その質問を侮辱だと感じるかもしれない。

　特に、直下の部下からそんなことを言われたら、逆上する者もいるだろう。

　自分の力に自信を持ち、高位にいる人間であれば、なおさらだ。

　だが、ナナはそのような感情とは無縁の人間だった。

　彼女は迷うことなく、必要な命令を下す。

「命を捨てて食い止める──以外、全ての手段を使っていい。とにかくその主を止めるのだ」

「「「「「応ッ[image: ]」」」」」

　ナナが言うと、二百人が声を揃そろえて応じた。

「……なぜだ」

「なに？」

「なにゆえ、お前たちまでもが私を逃がそうとする」

「……なるほど、魔王は人の心を持たない──そういうことか」

　ナナはアウラの疑問にそう零こぼすと、しばしアウラを見つめたあと、静かな口調で語り出した。

「人間が激情に駆られて行動することはよくある。それこそが人間の本質だ、と話す者もいるくらい、当たり前のことだ」

「……ふむ」

「だが、激情のあとには後悔と虚無が伴う。主がどうしてもお前を殺すというのならそれでもいい。主は難なくやり遂げることだろう。ただ、怒りに任せてお前を手にかけてしまっては、主は一生後悔する。恐らくヘレネー殿もイオ殿もそう思って、お前を逃がした」

「……」

　アウラはそれでも、理解できないという顔をした。

「理解できないのならそれでいい。お前の命に価値があるわけでもなければ、お前を守りたいわけでもない。できることなら、最終的に血でその罪を贖あがなってもらいたい」

　ナナはそう言うと、アウラの言葉を待たずに、奴隷兵たちに「行け」と号令をかけた。

　奴隷兵たちは力をほとんど失ったアウラを連れると、現れた時以上の速度で去っていく。

「だが、主に今、それをさせるわけにはいかない。それが──臣下としての我の務め」

　そうして、広い場所にナナ一人が残された。

　風に吹かれ、波打つ草原で、ナナは待った。

　程なくして、空間に裂け目が開き、カケルが現れた。


「────」



　現れたカケルは、黒衣を纏い、瞳ひとみを爛々らんらんとさせ──しかしその瞳は昏くらく彩いろどられていた。

　一目でわかるほどに普通の状態ではなく、何かに取り憑つかれているようなありさまだ。

　彼がよくしていた、黒衣を纏った状態から、更に何か極きわめて悪い方に進化したような状態。

　暴走。

　カケルは今、一言で言い表せばまさにそういう状態にあった。

　一方、そんなカケルを見たナナは──

「……美しい」

　と、口角を歪ゆがめ、嗤わらってみせたのだった。
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　ナナは、一心にカケルのことを見つめていた。

　凜りんと──まっすぐに見つめ、カケルのことしか目に入ってはいなかった。

　だが。

　一方のカケルは、ナナを見ていなかった。

　亀裂から出るなり、周りをきょろきょろ見回して、何かを探すようなそぶりを見せていた。

　カケルが何を探しているかは、火を見るより明らかだった。

　だからナナは、先手必勝とばかりにカケルに斬きりかかった。

　大きく跳躍して光の剣を抜き放つと、大上段から袈裟斬けさぎりにする。

　カケルは何事もないように無造作にエレノアを振り上げると、光の剣と打ち合った。

　魔剣エレノアと、ナナの光の剣。

　共にこの世界で最高級に位置する二振りの剣は、共に最高レベルの使い手の手の中にあった。

　結果──空が割れた。

　エレノアと光の剣は、まるでその二振りの間に見えない何かがあるように、刀身が十センチ離れた状態で斬り結んだ。

　そうさせたのは──カケルとナナ二人の、純粋かつ強大な力によるもの。

　その力がぶつかり合って逃げ場を求めたのち、一斉に天を貫き、空を真っ二つに割ったのだ。

　一合目からの天変地異は、その後の激戦を予感させるほどのものだったが──カケルはそれでもナナを見ていなかった。

「切ないぞ、主」

　ナナはそう言って笑う。

　晴れがましい笑顔で、更に大きく笑う。

　同時に、今度は暴風さながらに無数の斬撃をカケルに向けて浴びせた。

　斬撃の速度だけで言えば、ひかりの力を借りたイオさえも容易に上回るほどのもの。

　それを、カケルは全て──顔色一つ変えずに防ぎきった。

　ナナは呵々かかと笑いながら。

「これでは、私の片想かたおもいではないか」

　そう言うと、ギアを更に上げてカケルに当たる。

　疾風怒濤しっぷうどとう。

　更に回転数を上げたナナ。

　そんなナナの剣の残光が、ついにカケルを覆おおい尽くした。

　その状態でようやく、カケルはナナのいる方に目を向けた。

　エレノアで斬撃を放つ。

　こちらに姿を見せてから、初めての能動的な反撃だ。

　それにナナは真っ向から打ち合うと、今度は大地が割れて深い溝になった。

　──運がよかった、と言えるかもしれない。

　この状態のカケルとぶつかったのがナナだったことが。

　人類最強の女。

　普段から唯一、カケルのいる領域に足を踏み入れかけていた彼女以外に、今のカケルを止められる者はいなかっただろう。

　そういう意味では、アウラ──ひいては人類全体にとっても運がよかったと言える。

　しかし、その一方で、運が悪かった部分もあった。

「足リナイ……モット……」

　今のカケルは誰の目にもわかるくらい、普通の状態ではなかった。

　カケルは力を欲していた。

　魔剣を振るい、漆黒のオーラを操る。

　普段から自儘じままに振る舞い、いわば闇属性の力を使いこなしてきたカケルは、目的のために、更なる力を欲していた。

　それは、悪魔と契約してもいい──という類たぐいの力。

　そうまでして力を求めたカケル。

　そして、その力を与えた魔剣エレノア。

　目的が一致した二人は、今まさに──共に魔道に堕おちかけていた。

　だが、そうまでして求めた力は、ナナを「圧倒する」のにはまだ足りなかった。

　ゆえに、カケルは願った。

　もっと……もっとだ、と。

　結果、皮肉なことに、ナナの存在がカケルをより深く堕とすことに繫つながってしまった。

　カケルはエレノアを振るい続ける。

　一瞬「血振り」のような仕草でエレノアを無造作に振った後、オーラが急速に萎しぼんでいった。

「……はは」

　それを見たナナは軽く笑った。

　彼女は感じていた。

　カケルの力は「萎んだ」のでなく、より研ぎ澄まされて、シャープになったのだ。

　カケルが軽々とエレノアを振り、その動きとは釣り合わないほどの斬撃が飛んできた。

　ナナは光の剣で迎撃。

　再び斬り結ぶ──ことにはならなかった。

　エレノアが光の剣を豆腐のように軽々と両断したのだ。

　迫り来る刃に、ナナはとっさに地を蹴けって飛びのいた。

　着地するや、意識を集中させて、光の剣を再構築した。

「ふふっ……」

　ナナは更に笑った。

　超越者たる証あかしである光の剣を両断されてなお、彼女は笑っていた。

　いや、余計に楽しくなって笑った。

　彼女は一種のバトルジャンキーである。

　同時に、カケルに酷ひどく心酔している。

　つまりこの状況──カケルに圧倒的な力を振るってもらい、それ相手に戦えることは、ナナにとっては天国か、楽園にいるのも同然だった。

　もはや彼女の頭からは、カケルを止めるという当初の目的は、跡形もなく消え去っていた。

　アウラのことなど、もう覚えてもいない。

　ひかりのことでさえ、頭から消えかかっていた。

　今のナナには、カケルと戦うことしか頭になかった。




　そこからは、人知を超えた戦いになった。

　カケルもナナも、暴風のような剣術を繰り出した。

　落ち葉が目の前に落ちてくれば、まるでミキサーにかけられたかのように粉々になりそうな回転数で、双方斬撃を出しあった。躱かわしあった。

　光の剣がエレノアに打ち負ける以上、ナナは打ち合う直前で軌道を変え、次の攻め手を繰り出す。

　そして、その次、更に次と──次々と打ち合わずに攻め続ける方法を採るしかなかった。

　一方、カケルはそういうことをまったく気にせず、とにかくエレノアを振り抜き続けていた。

　結果、カケルは立ったまま攻め続け、ナナはまるで踊るようにエレノアの斬撃を躱しながら、アクロバティックな反撃を出し続けていた。

　徐々に──少しずつ、二人の動きが大きくなった。

　いくら斬撃を放ってもナナに当たらないことから、カケルは少しずつ、少しずつ前進して、ナナを追いかけるようになった。

　それをナナが、器用に躱していく。

　ナナは紙一重ギリギリのところで、カケルの剣を躱し続けた。

　躱されると追う。

　追われれば更に躱す。

　そんなやりとりを繰り返すことで、二人の動きはどんどん大きくなっていった。

　暴風が踊る。

　最初は小さなつむじ風だったのが、やがて大きな竜巻になった。

　文字通りの……竜巻。

　二人の斬撃の風圧がその動きに引っ張られて、あらゆる物を巻き上げる竜巻にまで成長した。

　竜巻の中で、二人は戦う。

　そんな中、ナナはついに法悦ほうえつの境地に至った。

　あまりにも高まった集中力に引っ張られて、彼女の主観においては、もはや時間は千分の一くらいに圧縮されていた。

　カケルの斬撃が、全て見える。

　躱し方も、反撃の仕方も全て見えて、わかってくる。理解できる。

　唯一、身体がそれについてこられないことが、もどかしくて楽しかった。

　彼女は人類最強クラスの女だ。

　それでも、まだ足りないと思った。

　喩たとえるならば、メーターを振り切ったスポーツカーがＦ１カーに追いつけなくてもどかしい思いをしている──そういう領域の話だった。

　そう、足りなかった。

　ナナは結局、カケルには及ばなかった。

　圧縮した時間の中で、彼女は最初の九連撃を躱し、反撃で次の七連斬を半分潰つぶしたが、その後に来る二十の斬撃は、とうとう躱しきれなかった。

　喰くらう。

　そう直感したナナは。

　前後──上下、左右。

　あらゆる方角への反応をシミュレートした結果、更に一歩踏み込んだ。

　ザシュッ！

　踏み込んだおかげで、致命傷にはならなかった。

　ナナは戦闘開始から数えての最大のピンチを、左腕一本失っただけで切り抜けたのだった。
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　かつて、カケルはエレノアにこう聞かれたことがあった。

『お前はよく、いい女だいい女だと言うが、本当は誰が一番いい女だと思っているのだ？』

「なんだ、藪やぶから棒に」

『特に意味はない。他愛たあいもない雑談だ』

「ふむ、誰が一番いい女、か。そりゃまあひ──」

『ひかりはなしだ』

　親馬鹿を先回りで制されて、カケルは仕方なく腕組みして真剣に考えた。

　結城カケルという男の特殊性は、よくも悪くも「自分の女」を平等視していることにある。

　口さがない者に言わせれば、全員物扱いして人として見ていないと言うが、見方を変えれば全員を平等に愛しているとも取れる。

　そこに噓うそはない。

　他人に話せないという後ろめたさもない。

　それが──カケルという男の特殊性だ。

　ゆえに、今回エレノアにそう聞かれるまで、誰が一番だとは考えたこともなかった。

　事ここに至り、エレノアにせっつかれて──初めて考えてみたのだが。

「そうだな。ヘレネー、デルフィナ、デュナミス。このあたりは特にいい女だが──まあ一人挙げるなら……ナナかな」

『ほう、なぜだ』

「あいつは戦うこと以外まったく興味がないからな。だから強い」

『なるほど。たしかにあの女は、そういう意味で一途いちずであるな？』

　エレノアは「くくく」と愉たのしげに笑いながら、更に聞く。

『なら、もしあの女とお前が本気で戦ったらどうなる。お前も本気になったと仮定して、だ』

「そりゃ死ぬな──間違いなくナナが」

　どっちかが、ではなく。

　ナナが、とカケルは断じた。

　そして、それこそが、ナナ・カノーという女の特殊性でもあった。




　ナナは戦いが好きだ。

　一対多の戦いが好きだ。

　多対多の戦いが好きだ。

　多対一の戦いも好きだ。

　大軍で少数を蹂躙じゅうりんするのも、寡兵かへいですり潰つぶすように全滅させていくのも好きだ。

　そして何より、カケルとの戦いが好きだ。

　カケルと共に戦い、カケルを相手に戦う。

　それをした時、彼女はこの上ない生の実感を得る。

　今のところ、彼女とカケルが真剣に──命をやりとりするほどの戦いに発展したことはない。

　二人は敵同士ではなく、男と女──お互いに不満を持たない男女の関係であるからだ。

　ゆえに、殺し合いにはならない。

　だが、もしもそういうことになったら？

　カケルが本気でナナにぶつかって……ナナもそれに応じたら？

　カケルは、ナナが辿たどりついた領域の、更に一歩先に足を踏み入れている。

　力の差は、やはり歴然としている。

　だがそれでも、ナナは引かないだろう。

　むしろ奇貨居きかおくべしとばかりに戦い続けるだろう。

　死ぬまで。

　そんな光景を、カケルはまるで予言者のように、既に見通していた。





☆






　動揺はなかった。

　人間というものは、予あらかじめ覚悟さえ決まっていれば、肉体的な苦痛には大抵耐えられるものだ。

　ナナもそうだった。

　避けきれないカケルの連撃。

　それを凌しのぐには、腕一本犠牲にするのが最も被害の少ない選択肢だとわかれば、彼女は迷うことなくそれを選んだ。

　そして……判断に違わず、左腕を斬きり落とされた。

　その腕が宙を舞う中、ナナは更に一歩踏み込んで、光の剣で無数の斬撃を繰り出した。

　腕の一本程度では、ナナに毫ごうほどの動揺さえも与えることはない。

　むしろ、腕を片方失なくしたことで、ナナは更に戦意を高揚させた。

　アドレナリンが噴き出し、脳を襲う切断面の痛みも、彼女には心地よい甘美なものとなった。

　彼女は戦い続けた。

　エレノアの斬撃を舞うように躱かわすスタイルは変わらない。

　光の剣の斬撃の余波が、地面を延々と削り続けた。

　やがて、地面が斬撃の連続に耐えきれずに割れ、ゴゴゴゴゴ……と地鳴りを起こした。

　その時。

　ガタッ、とカケルが立っている地面が地滑りを起こした。

　カケルは本能的に崩れて行く足場大地を捨てて、跳躍しようとした。

　ガキーン！

　そこにナナの研ぎ澄まされた戦意と、磨かれた戦闘センスが襲いかかった。

　光の剣がエレノアと打ち合う。

　だが、今度は先のようにかき消されることはなかった。

　ジャンプしかけて、踏みとどまる地面を失ったカケルは、崩れていく大地に押し返された。

　そうして地面に叩たたきつけられ、地中深くめり込む。

　ナナは迷わず追撃した。

　光の剣を真まっ直すぐ突き出し、カケルを突く。

　その戦意に呼応してか、光の剣の切っ先はかつてないほど眩まばゆく光った。

　カケルが叩き込まれてできた小さな洞穴全体に、光が充満するほどの輝き。

　そんなナナの一撃に、カケルはエレノアを突き出して応こたえた。

　点のような剣と剣の切っ先が突き合う、達人同士であっても、百万回やって一回あるかどうかの奇跡的な光景。

　エレノアはそのままに、光の剣はこれでもかというほど、ひどく湾曲してしなった。

　その反動で、二人のぶつかり合う力が爆発した。

　地滑りで崩れた地面が、その力によって内部から粉々に爆散した。

　激しく立ち上る土煙の中、なおも剣戟音けんげきおんが轟とどろく。

　ナナは攻めて攻めて、攻め続けた。

　腕一本失った程度で、戦意に欠ける彼女ではない。

　むしろ今のナナは、カケルが普通の状態なら「いい女」だと言って押し倒すくらいの笑みを浮かべていた。

　それでも。

　ナナ・カノーは人間である。

　いかに特殊とはいえ──いかに精神が肉体を凌駕りょうがしかけているとはいえ。

　彼女は、まだ人間の域にいた。

　刹那せつな、再び光の剣がエレノアに両断される。

　腕を一本失ったダメージと、その後の出血によって、ナナの力は急速に失われつつあった。

　相手が百万程の軍勢であれば、ナナは力尽きるまで──最後まで戦うことができただろう。

　しかし、今回の相手はカケル。

　そして、魔剣エレノアである。

　ナナの力が一定ラインまで低下したところで、もはや打ち合うことは不可能だった。

　ザシュッ！

　土煙の中、二本目の腕が宙を舞う。

　それをきっかけに、剣戟音は永遠に止んだ。

　土煙が晴れると、そこには傲然と佇たたずんでいる無表情のカケルと、両腕を失い、膝ひざをつきながらも笑みを浮かべているナナの姿があった。

「……」

　カケルは無表情のまま、ナナを一瞥いちべつした。

　人類最強の女であっても、こうなってしまえばもう、戦う力は残っていない。

　そう判断したのだろうか。

　カケルはエレノアを下ろすと、地面を蹴けって跳躍しようとした。

「つれないことをしないで頂きたい、主よ」

「……ッ」

　ナナのその言葉に、カケルの能面のような顔に微かすかな動揺が現れた。

　飛び上がりかけた彼が見たのは──無数の光。

　ナナの失った両腕──肩からすっぱりと斬り落とされた切断面から、無数の光が伸びていた。

　まるで長いリボンがそこから生えてきて、乱舞しているのを見ているかのような感覚。

　その後──光のリボンは一斉にカケルに向かって襲いかかった。

　カケルは一瞬も躊躇ためらうことなくエレノアを振るった。

　ほとんどのリボンは斬り捨てたが、一本だけすり抜けたそれが、カケルの黒衣を斬り裂いた。

　黒衣の裂け目から、カケルの地肌と切り傷──鮮血が滲にじみ、滴したたるのが見えた。

　限界まで薄く研ぎ澄まされた光のリボン──刃は、カケルの防御を貫通した。

　それだけではない。

　光るリボンは、たとえ斬られても簡単に再生した。

　何度でも光を取り戻して、カケルに襲い掛かる。

　その光景は、美しくもあり、悲しくもあった。

　美しいのは──ここにきてナナが更に次のステージに昇りかけているということ。

　悲しいのは──これが紛まぎれもなく、命を燃やしての所業であることだ。

　そのことに気づいたか否いなか、カケルはここでやっとエレノアを握り直した。

　そうして、改めて光るリボンと打ち合った。

　斬られても斬られても、リボンは再生する。

　再生する分、そして「両腕」という制約を取り払った分、ナナの手数はカケルを上回った。

　踊るように斬撃を躱す必要がなくなったいま、ナナは全ての力を攻撃に注そそぐことができた。

　いつしか、ナナの攻撃はカケルを圧倒し始めていた。

　しかし、それは。

　同時に、次の惨劇の鍵かぎにしかならなかった。

　復讐ふくしゅうのために、もはや本能のみで動いているようなカケルは。

　ナナの力に触発され──おそらくは危機感から、更に力を高めた。

　そして、これまで圧倒してきたナナのリボンを、回転を上げたエレノアで押し戻し始めた。

　リボンを斬り落とす速度が、再生の速度をどんどん上回っていく。

　そして、リボンを斬り捨てながら、カケルは一歩ずつナナに迫っていった。

　再び完全に守勢に回ることになったナナは──もはやじり貧だった。

　それでも、ナナの表情から笑みが消えることはなかった。

　この劣勢も、彼女ならなんとかするかもしれない。

　更に限界を超えて、三度みたび、カケルを押し戻せるかもしれない。

　そう思われるような笑みを浮かべながら、彼女は戦い続けていた。

　だが「その時」は刻一刻と迫っていた。

『死ぬな──ナナが』

　カケルの予言が──ついに真になる。

　ようやく射程内にナナを捉とらえたカケルが、今日一番の猛撃を放った。

　血風が舞う。

　致死量を遙はるかに超す鮮血が、辺り一帯にまき散らされた。
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　奴隷兵たちは、魔王アウラを連れて逃走していた。

　力がまだ戻らないアウラは、即席で拵こしらえられた神輿みこしに乗せられ、運ばれていた。

　運び手を次々に変えることで消耗を抑え、時折回復もしながら、大地を疾走していた。

　背後から度々、巨大な力のぶつかり合う気配が伝わってくる。

　彼女たちは、大気や大地の震え以上に、もっと純粋な力と力のぶつかり合いを感じていた。

　奴隷兵たちは、かつてただの奴隷だった。

　二百人とも、自身の未来を自身で決めることは許されず、ただ物のように売られて、まるで大海に漂う小船のように、流されて波に呑のまれるのを待つだけの人生だった。

　しかし、幸運なことに──彼女たちが売られた先はカケルだった。

　彼女たちはカケルの元で覚醒かくせいし、ナナの元で鍛えられた。

　そうして、今や一人一人が達人クラスまで成長していた。

「隊長。ナナさん……大丈夫ですよね」

　一番隊の一人が、爆速で疾走しながら並走するニキに尋ねた。

　だが、ニキは何も答えなかった。

　それは、何をどう取り繕っても気休めにしかならないことを知っているからというのもある。

　しかし、それだけではなかった。

　ナナとカケルとの戦いは、間違いなくカケルの勝利に終わる。

　そして……恐らくナナはこの戦いで命を落とすだろう。

　そのことは、既にここにいる全員が理解している──明らかにそう感じていた。

　それでも、ニキがその結論を敢あえて口にしなかったのには、別の理由があった。

　奴隷兵たちは、今でも、自らを「奴隷」兵だと自認している。

　それは、カケルがデュナミスの願いを聞き届け、奴隷解放を行ったあとも同じだった。

　その理由は、主に二つあった。

　一つは。

　奴隷が解放されるか否いなかは強制ではなく、本人の自由意思に任されていたこと。

　これについてはカケルが、

「奴隷から解放されるのを自由って言うなら、自ら選んで奴隷として生きるのも自由だろ」

　と言ったからだ。

　そして、もう一つは。

　ここにいる全員が──カケルの「奴隷」であることに誇りを持っていたからだ。

　同時に、彼女たちは、自分たちが「普通の女」であることを認めていた。

　カケルの言う、いわゆる「いい女」ではない、ということだ。

　ならば、その違いは何か？

　答えは一つではない。

　だが、カケルの言う「いい女」に共通している点があるのは、わかる。

　カケルの言う「いい女」は、自分の運命を自分で切り開き──輝いている。

　例えばイオは──カケルと一緒に冒険がしたいと願い、今でも日々鍛錬を繰り返している。

　資産を自分ごと買い取ってもらいたいと願うデルフィナも、自分の価値向上に余念がない。

　それを言うなら、ここで今運ばれているアウラもそうだ。

　カケルにふさわしい女になるために、自ら魔王になるという道を選んだ。

　ナナも、カケルと戦いたいだけのために人生を懸けていると言っても過言ではない。

　並べてみると、その共通点は明らかだ。

　みな、目的のために貪欲どんよくに行動し、自分を磨き──輝いている。

　それを理解しているからこそ、彼女たちは自ら選んでカケルの「奴隷」兵であろうとし、さらに輝くために全力を賭とそうとしていた。

「普通の女」から「いい女」になるために。

　そんなニキが、部下に「ナナは大丈夫か」と問われた時、なんと返すべきか。

　決まっている。

　答えない。

　答えるつもりもない。

　それは「いい女」として、検討の埒外らちがいで。

　望まれていることでもない以上。

　いまニキは「奴隷」兵として自分に課せられたこと──少しでも遠くまで逃げ、どんな手段を使ってでも、アウラをカランバ女王か、テレシアの片翼のところまで連れていくこと。

　それにしか興味はなかった。

　そのことが伝わったのか、聞いた奴隷も、それ以上ニキに何か問おうとはしなかった。




「それで──このあとどうするのだ」

　アウラが神輿の上で、無感情のまま聞く。

「決まってる。いまは……とにかく閣下が追いつけないところまで運ぶだけだ」

「できるかな、それが。魔王である私を圧倒した男だ」

「……ネメシス、ペラジア」

　アウラの問いを流すように、ニキはそこで二人の名前を呼んだ。

　九番隊隊長ネメシス、そして十番隊隊長ペラジアだ。

　呼ばれた二人は、部下のところを離れ、ニキのところまで来て並走した。

「なあに？」

「いいアイデアでも？」

「このあたりで一度、閣下の足止めを試みてもらいたい。もちろん我ら一番隊も手伝う」

「私たちだけで？　そんなの……十秒も持たないよ？」

「そうだよ。一人ずつ引き延ばして捨て身でかかったとしても、せいぜい一分」

　ネメシスとペラジアは、ほぼ即答でそう言った。

「いや、戦うのではない。色仕掛けだ」

「色仕掛け？」

「抱かれろっていうの？」

「そうだ。こういうのはどうだ。我らが一番隊、それに九番隊と十番隊、総勢六十人が全裸で立たち塞ふさがって誘惑すれば、閣下が食いつく可能性もあるだろう」

「うーん」

「……」

　ネメシスは唸うなり、ペラジアは下唇を強く嚙かんで思案した。

　ニキの提案は、愛される喜びを知ってしまった彼女たちにとっては辛つらいことだった。

　奴隷兵は全員、カケルに何度も抱かれて、情を交わしたことのある女たちだ。

　ゆえに。

「愛のないセックスは嫌だなあ」

「あなたはそれで良いの？」

「閣下以外の男に抱かれろと言われたら、いまこの場で舌を嚙み切るが、相手が閣下であれば、どんなことでも耐えられる」

「それは……そうかもだけど」

「それでも、私は賛成しない。それはきっと、無駄な試みだから」

　ペラジアはひとしきり考えたあと、きっぱりとした口調でそう断じた。

「理由は？」

「今回の原因はひかり様の死。カケル様がいかにひかり様を愛されていたかを知っていたら、我らの色仕掛け程度でどうにもならないのは、火を見るよりも明らかでしょう？」

「……確かにそれはそうだな」

　ニキは重々しく頷うなずいた。

　カケルがいかにひかりを愛していたかは、誰に聞いても疑いがない。

　そんなカケルが、たかが六十人の全裸を前に、足を止めるはずがない。

　発案したニキも、そのことを指摘されて素直に頷かざるを得なかった。

「悪かった。今のは聞かなかったことにしてくれ」

「わかってる」

「戻るわよ？」

　二人の小隊長は、それぞれの部隊に戻っていった。




　奴隷兵たちは更に進む。

　アウラを保護しながら──厳重に警戒しながら更に進む。

　──その時。

　突如、背後からこれまでで一番大きな音が轟とどろき、地面が大きく揺れた。

　振り向いた奴隷兵たちが次々と足を止める。

　振り向いた先、ナナがカケルと戦っているであろう辺りで、大地が割れて陥没していくのが見えた。

　地形すら変えてしまうほどのナナとカケルの戦いを見て、彼女たちは改めて戦慄せんりつした。

　そしてほぼ同時に、全員同じことを思った。

　カケルは……間もなく、ここに来る、と。




「急ぐぞ」

　ニキが言うと、全員ハッとして、再び走り出した。

　ナナとの戦いはまだ続いているようだったが、恐らくもうそう長くは続かないだろう。

　全員そう思いながら、これまで以上の速度で駆け抜けていく。

　すると、前方から一台の馬車がやってくるのが見えた。

　今は余計なことに関わっている暇はないと、先頭を走るニキが手を挙げて合図する。

　すぐに全員が一斉に迂回うかいのために列を曲げ始めた。

「お待ちなさい」

　その時、馬車の中からそう言って一人の女が出てきた。

　その声を聞いて──相手を見て。

　奴隷兵たちは驚くと、足を止めた。

　馬車から降りてきた黒いドレスの女は、嫋たおやかな所作で奴隷兵たちに近づいてくる。

　大商人デルフィナ・ホメーロス、ラマンリ。

　カケルの「いい女」の一人で、奴隷兵たちをカケルに斡旋あっせんした女だ。

「デルフィナ様……どうしてここに？」

　それゆえ、ニキは今でも「様」をつけて彼女の名を呼んでいる。

「理由はあなたたちと一緒のはずよ。……ナナさんは？　それに……アウラ様は？」

　デルフィナはそう言いながら奴隷兵たちの間を見回した。

　そして──アウラに目を留めると……一つ溜息ためいきを吐ついた。

　一目見ただけで、何かを察した。

　そう言わんばかりの反応だった。

「──魔王になられたのですか、アウラ様」

「ふむ。お前の知っているアウラはもういない、とだけ言っておこうか」

「やはり、そうなったのですわね」

「何だと？」

　アウラの視線が微かすかに動く。

「やはりとは、どういう意味だ」

「予想できたということですわ。大方、アウラ様は魔王の力に呑み込まれて、人格を──魂を変えさせられた。そんなところでしょう」

　まるで見てきたかのように、デルフィナはズバッと真実を言い当てた。

「予想できていたというなら、止めようと思ったりはしなかったのか」

「ヘレネー様が動かれているご様子でしたから」

「ヘレネーが動いたところで、何の関係がある」

　淡々と尋ねるアウラに、デルフィナは「ふっ」と笑って応こたえる。

「アウラ様ではなく、ヘレネー様がなられるのであれば、魔王の力などには呑まれないはず。そう思った次第ですわ」

「……なぜ、そう思った」

「アウラ様は心が弱すぎるからですわ」

　デルフィナは容赦なく、吐き捨てるような口調で言った。

「弱い心で──逃げて縋すがった先が魔王の力。そんな心では、とてもとても魔王の力など御しきれませんし──」

　煽あおるように一気にそこまで言うと、一旦いったん切って、にやりと笑い、続ける。

「結局魔王になっても、人間に敗れ、人間に守られることになる。現にそうなっているのではありませんか？」


「──っ！」



　その、痛いところだけを抉えぐるように突くデルフィナの言葉に。

　これまで無感情だったアウラは、ようやく彼女を鋭く睨にらみつけた。
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「……」

　デルフィナは何か言おうとするアウラを冷ややかな目で見下した。

　何か言ってきたところで、「せっかく魔王になったのに、剣一本持った人間程度にあっさり負けたのか？」など、いくらでも追撃することはできたのだが……デルフィナはもうすっかりアウラに興味をなくしていた。

　彼女はニキに向き直って尋ねる。

「状況を教えてくれないかしら」

　ニキは頷うなずき、自分が把握している状況を全てデルフィナに話した。

　その後ろではアウラが悔しそうにしていたが、現状のアウラは、力が回復していないため、奴隷兵に簡単に押さえ込まれる程度の力しか出せず、どうにもならなかった。

　ニキから話を聞き、徐々に表情が曇っていくデルフィナ。

「そう……予想以上によくない状況ですわね」

「ナナ様からは、彼女をリカ様、あるいはイリスのところへお連れせよと命じられました」

「ならばリカ様のところがよいでしょう。ヘレネー様の安否がわからないままイリス様のところにお連れすると、不測の事態が起こる可能性があります」

「あっ……」

　ハッとするニキ。

　そうだった。

　ヘレネーはまだ向こう側から戻ってきていなかったのだ──と今さらながらに思い出した。

　アウラを連れてイリスのところに行った折、ヘレネーのことを聞かれたら答えようがない。

　だとしたら、デルフィナの言う通り、そこは不安要素が多すぎる。

「わかりました、リカ様のところへお連れします」

「ええ。それにしても、ひかり様が……ね」

　デルフィナは顎あごに人差し指を当てると、何か思案し始めた。

　結城ひかり──魔剣ひかり。

　人間であるカケルと、魔剣であるエレノアの間に生まれた娘。

　ひかりのことになると、カケルは親馬鹿ぶりを発揮して、いつも奇跡的に可愛かわいい娘と讃たたえていたが、たとえ親馬鹿でなくても、その存在が奇跡的なのは、誰もが認めるところだった。

　そもそも──歴史上ただ一人として使いこなせなかった魔剣。

　手にした者が例外なく、取り殺されてしまった伝説の魔剣だ。

　その魔剣が、女性の人格を持っているだけでも驚きなのに、その魔剣との間に子供を作ってしまうなど、開いた口が塞ふさがらない。

　だが、ひかりはまぎれもなくエレノアの娘だった。

　魔剣に変身する力を持ち、魔剣の時の姿はエレノアとうり二つ。

　誰がどう見ても、エレノアの娘なのは疑いようがない。

　ゆえにその存在はエレノアクラスだと見るのが自然だ。

　だとしたら──伝説クラスの魔剣が折られるなどということが、本当にありえるのだろうか。

　たとえ真実だと言われても、まだ人間であるカケルが「死んだ」と聞かされた方が、デルフィナにとっては現実味があった。

「カケル様は……その時どんな感じでしたか？　実際に見ましたか？」

「はい。逃走を開始した直後に、遠目でちらりと」

「その時のあなたの感想は？」

「悪魔」

　ニキは簡潔に三音で答えた。

　一瞬、近くにいる奴隷兵たちがざわめいたが、声に出して否定する者はいなかった。

「よほどのものだったのですわね」

「ええ。ひかり様を失った怒りと悲しみで堕ちてしまわれました。致し方ないことかと」


「そうね………………」



　再び沈思するデルフィナ。

　ふと、彼女は何か思いついたかのように顔を上げた。

　商人ゆえに、彼女は真っ先にそれを思いついたのだ。

「もしカケル様に追いつかれてしまったら、どのみち諦あきらめるしかありません。その時魔王の護衛に、こんなに人はいらないでしょう。一つ頼まれてくれませんか？　調達してほしいものがあるのです」

「わかりました。なんでしょう」

　確かに、追いつかれてしまったら、奴隷兵たちが何人いたところでカケルには敵かなわない。

　ニキはデルフィナの瞳ひとみを数秒見つめ、一瞬躊躇ためらいつつも頷いた。

　このタイミングで、デルフィナが意味のないことをするはずがない。

　きっと何か、現状を打開する策を思いついたに違いない。

　承諾したニキに、デルフィナがそっと耳打ちする。

　それを聞いたニキは、文字通り驚愕きょうがくした。

「そ、そんなものを……なぜ!?」

「賭けですわ」

　そう言ったデルフィナがふっと笑う。

「どのみちこの世界にはもう力尽ちからずくでカケル様を止められる者はおりませんもの。だとしたら、悪い話ではないと思いますわ。他に何か手段があるとでも？」

「……了解です。すぐに近くの街で探してきます」

「感謝しますわ。きっと今ならどの町にもあるはずです」

「……ええ。第一小隊、私に続け」

　ニキがそう言って号令を掛けたあと、第一小隊の奴隷兵たちは別行動を取り始めた。

　一方、残った奴隷兵たちは、デルフィナの企たくらみにますます表情が険しくなった──しかし、何もできないアウラを連れて逃亡劇を続ける。

「さて……私たちも参りますか」

「ええ」

　唯一、その場所に残されたデルフィナと馬車。

　そんな馬車の中から、彼女の言葉に応じる声があった。

「切り札の調達が済むまで、あなただけが頼りですわ」

「わかってる。何とかしてみせるから」

「期待していますわ」

　デルフィナはそう言うと、再び馬車に乗って、カケルとナナが戦う戦場へと向かっていく。

　激戦のほどが容易に窺うかがえる、激しい砂煙が巻き起こる中、眩まばゆい光が漏もれ出していた。

　戦闘が専門ではないデルフィナには、その光が何なのかはわからないが、一つだけわかる。

「あの光の主は──カケル様ではありませんわね」

　独りごちるデルフィナ。

　彼女がよく知っている──惚ほれ込んでいるカケルは、魔剣使いとして名を馳はせている。

　一般的に魔剣使いは闇の力を操り、光とは対極の存在。

　むしろ力が増せば増すほど禍々まがまがしくなるのがカケルだ。

　ゆえに、あの光の主は間違いなくカケルではない。

　となると……光を放っているのはナナだろう。

　そして──光は一段と輝きを増していく。

　デルフィナは強く眉まゆを顰ひそめた。

　直感的にわかってしまったのだ。

　あの光が、蠟燭ろうそくの最後の煌きらめきと同質のものであると。

　デルフィナは馬に鞭むちを入れて、馬車を更に速く走らせた。

　間に合え──と、心の中でひたすら念じながら走らせる。

　やがて──カケルとナナが視認できる距離まで近づいた。

　カケルがエレノアを振り上げる。

　戦闘に詳しくないデルフィナでもわかった。

　それは……とどめの瞬間だった。

　デルフィナは動けなかった。

　これが商いの修羅場しゅらばなら──いくらでも、どうとでも対処できるのだが。

　たったいま目にしている状況は……デルフィナにとって、文字通り荷が重すぎた。

　だから、彼女は動けなかった。

　──が。

　傍そばに、動ける人間が一人いた。

　刹那せつな、馬車の中から飛び出すと、カケルとナナの間に割り込む。




　周りに血風が舞う。

　振り下ろされたエレノア。

　目にも留まらぬ無数の斬撃。

　夥おびただしい量の鮮血が、身体のあらゆるパーツとともに飛び散った。

　その光景を見て、デルフィナはホッとした。

　一方、ナナは──一瞬だけ呆気あっけにとられていた。

「メリッサ……？」

　力のない口調で、その名前を呟つぶやく。

　二人の間に割り込んだ女。

　ソロン教の法衣を纏まとう高位の神官。

　不死の聖女──メリッサ。

　一瞬で致命傷を負ったメリッサは、それでもものすごい勢いで肉体を再生させていった。

「下がって。ここは私が──がはっ！」

　それでも、再生中のメリッサに、カケルは容赦なくエレノアを突き出す。

　魔剣がピンポイントにメリッサの心臓を抉えぐった。

　抉られた傷口から魔剣の力が流れ込んで、全身の血液が沸騰するような痛みが襲う。

　それでも、彼女はエレノアを摑つかんだ。

　自分の肉体を盾に、ナナがこの場所から逃れる時間を稼ごうとした。

「逃げて、げふっ……はや、く」




「……」

　ナナはといえば、いまの状況をすっかり把握していた。

　カケルとの戦い──我が身を省みずに戦い、命の火と引き換えに得られた高揚感は、いま、それ以上の捨て身を見せつけたメリッサの登場で一気に霧散した。

　同時に、戦意だけで支えていた身体が崩れ落ちる。

　ドサッ。

　地面に倒れる前に、デルフィナが支えた。

「お前は……」

「動かないで。死なないように、少しでも体力を温存なさい」

「しかし……」

「カケル様にこれ以上余計なものを背負わせないで。そんなに死にたいなら、彼が元に戻ったあと、好きな時に死になさい」

「……ああ。すまない」

　厳しい言葉を叩たたきつけられたナナは、一瞬目を大きく見開くと、素直にデルフィナに謝った。

　彼女の言葉に、ナナの中で最後まで灯ともっていた、一欠片ひとかけらの戦意さえも消え失せた。

　自分の快楽のためだけに、死ぬまで戦おうとしたナナ。

　自身は死んで満足かもしれないが──カケルにとってはどうか。

　今の乱心したカケルは、ナナを容易に……機械的に屠ほふるだろう。

　だが、自我を取り戻した時、カケルは今回の行為をどう捉とらえるのか。

　ちょっと考えればわかるそれを、ナナは自身の欲に負けて理解できていなかった。

　そしてそのことを、デルフィナに諫いさめられてやっと気づいた。

「どうやら、おかしくなっていたのは主だけではないらしい」

　そう呟くナナを見て、デルフィナはカケルからもらっていた物を取り出した。

　一旦いったんナナを下ろし、周りをきょろきょろ見廻すと、落ちていた彼女の腕を拾ってくる。

　二本とも腕を拾い集めたところで、断面にくっつけると、魔法の玉を使った。

　カケルがいつも女たちに持たせているくじ引きアイテム──魔法の玉。

　死んでさえいなければ大抵どうにかなるそれで、ナナの腕を元通りくっつけた。

「感謝する。……これでもう少し、主の足を止められるかもしれない」

「いえ。ナナさんはもう戦わないでください」

「案ずるな。別に命まで投げ打とうとしているわけではない」

「私が言いたいのは、そういうことではありません。ナナさんが一番ご存じの通り、力では今の彼を止めることはできませんわ。たとえあと何回やり直したとしても」

「しかし、とはいえこのままではッ」

　目の前で、メリッサが粉々に斬きられては、再生を繰り返している。

　しかも……今では不死の聖女が持つ再生力を上回る勢いで、身体中を斬り刻まれている。

「ですから──切り札を用意しました」

「切り札、だと？」

「ええ」

「デルフィナ様ー！」

　その時、遠くから声が聞こえてきた。

　ニキが率いる奴隷兵たち。

「なんとか間に合いましたわね──それをこちらに投げなさい」

「はっ！」

　ニキは持っていたものを、デルフィナに向けて真まっ直すぐ投げつけてきた。

　デルフィナはどうにかそれをキャッチすると、すぐ持ちやすいよう本来の角度に持ち替えて、カケルに向かって突撃していった。

　一方──それを見ていたナナは、驚きのあまり口をポカンと開け、まったく動けなかった。




「ひかり……様？」




　デルフィナはそれを、カケルに向かって思い切り振り下ろした。

　カケルは無造作にエレノアを振り、デルフィナごとそれを払う。




　軽い金属音とともに、両断されたそれ。




　──その、瞬間。




「……ひかり？」




　カケルの口から、理性の伴った言葉が漏れた。




　デルフィナがニキに調達させたのは、魔剣のレプリカ。

　魔剣使いの活躍により、いまやどの街にも売られている、大人気のヒット商品だ。

　デルフィナは、その魔剣レプリカの──ひかりを模したものを、ニキに要求した。




　そして──それをカケルに斬らせた。




　カケルは、自分の手で、ひかりと全く同じ見た目のものを斬ってしまったことで。

　呆然ぼうぜんとして、動きを止めたのだった。
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「一体……何が起きた」

　目の前に広がる光景に、おれは言葉を失った。

　気がつくと、いつの間にか魔境ではなく、元の世界に戻ってきていた。

　だが、そんなことより何より、目の前の惨状に、ただ絶句した。

　折れた剣を持っているデルフィナや、心配そうな目でこっちを見ているニキたちはまだいい。

　ひどいのはナナと……メリッサだった。

　ナナは全身ボロボロで、傷は治っているように見えるが、何かものすごい相手と戦ったのがわかるような姿をしていた。

　そして──メリッサ。

　こっちはまさに今治っている最中で、現在進行形でボロボロ、いや──ぐちゃぐちゃだった。

「自我を……取り戻されましたか？」

「デルフィナ？　自我ってなんだ？」

「まさか、ご自身のなさったことを、まったく覚えていらっしゃいませんの？」

「おれがしたこと、だと……？」

「エレノア様はいかがですか？」

（むっ。わ、我か？　我は……）

　デルフィナの一方通行な問いかけに、エレノアはわかりやすく狼狽うろたえた。

「どうした。何か知ってるんだな？　──教えろ、おれは何をした」

（む、むむむ……）

　表情が見えなくても、罪悪感全開なのが丸わかりなエレノアの反応。

　彼女は一瞬口籠くちごももったが、やがて観念したように答えた。

（暴走したのだ。貴様……と我が、同時に）

「暴走？　おれとおまえが？　同時に？」

　おれは耳を疑った。

　あらゆる耐性が上がっているおれと、魔剣であるエレノアが、同時に暴走だって？

「本当に、まったく何も覚えていらっしゃいませんの？」

「ああ……」

「これを」

　デルフィナが手に持っていたものを見せた。

　真まっ二ぷたつに斬れた剣だった。

　ただの剣じゃない。

　最近街に出れば簡単に見つかる、どこでにも売られている魔剣のレプリカだ。

　それも、ひかりの方を模した──

「……ひかり？」

　胸の奥がざわっとした。

　ドス黒いものが浮かび上がってくると、心がそれに塗ぬり潰つぶされていく。

　あれから初めて口にしたひかりの名前。

　その行為自体に改めてひかりの死という現実を突きつけられたかのように、喪失感が広がると、一気に憎悪へと変換されていく。


「──ッッッ！　うおおお!!」



　奥歯を割れそうなほど嚙かみしめて、それを抑え込んだ。

　心を完全に塗り潰される直前、なんとか気合いで追い返した。

「はあ……はあ……」

（だ、大丈夫か）

「ああ……なんとかな」

　心配そうなエレノアに、おれは頷うなずいて返す。

「同じ失敗は二度繰り返さん」

（……ああ）

　剣の状態のまま、重々しく頷くようなニュアンスで応じるエレノア。

「悪い……全部思い出した。大丈夫か、ナナ」

　ここに来て、ようやくひかりが折られてからの記憶が甦った。

　おれは謝罪するべく、まずナナの方に視線を向けた。

「何も問題ありません。主。ひかり様のことで言いにくいのですが……至福の一時でした」

「そうか」

　おれは静かに頷いた。

　ナナがそう言うならそうなのかもしれない。

　これまでのことで、もし一つだけよかったことがあったとしたら、ナナが戦いで満足できたことだろうな。

「私の願いを叶かなえてくださって、主には感謝しかありません」

「そうか。あの力はまだ出せるのか？」

「訓練次第では、恐らく」

「なら、今度またやろう」


「──っ！　はい!!」



「……まったく」

　おれとナナのやりとりを横で聞いていたデルフィナが、半ば呆あきれた様子で溜息ためいきを吐ついた。

「どうした、デルフィナ？」

「いえ。そこで『ごめんなさい』とか『もうやらない』と言われないところが、カケル様らしいなと感じただけです」

「反省はしてるぞ。今度はちゃんとしてる時にナナを殺しにいかなきゃなと思ったからな」

「まったく……ズルいお方ですわ」

　そう話すデルフィナは、ちょっとだけ拗すねているようにも見えた。

　次におれはメリッサを見た。

　今のやりとりの間に、ほとんど元の姿にまで戻っていたメリッサ。

　ボロボロの法衣の上に、異次元倉庫からコートを取り出して掛けてやった。

「悪かったな」

　さすがに彼女には謝らなければいけなかった。

　戦えて幸せだったというナナとは違って、ただ巻き込んで酷ひどい目に遭わせてしまったからだ。

「気にしないで」

　それでも、メリッサはそう言って、にこりと微笑ほほえんだ。

「自分で望んでしたことだから」

「そうなのか？」

「あまり好きではない自分の力。この身体。それが役に立ったことが嬉うれしいの」

「だとしてもな……礼はする。なんでも言ってくれ」

「そうね……今は何も思いつかないから、思いついてからでいい？」

「もちろんだ。なんだって叶えてやるから、ゆっくり考えてくれ」

「うん。わかった」

　メリッサにそう言って謝ると、おれは改めて周りを見回した。

　そして、そこにいた女たちに尋ねる。

「それで──アウラはどこだ」

「それを聞いてどうなさるおつもりですか？」

　デルフィナはおれの質問に質問で返してきた。

「……どうするかな」

　アウラは──ひかりを折った。

　冷静になった頭で考えると、あそこで魔王アウラが取った行動は不思議でもない。

　今思い返しても、まだドス黒いものが心を塗り潰しそうなくらい苦しかったが。

　なにせ、今のアウラは魔王だ。

　魔王に対して人の気持ちを忖度そんたくしろという方がどうかしてる。

　だから、そんなアウラをどうするか……おれにはまだ、答えが出ていなかった。

「エレノア、お前はどうしたい」

　ひかりのことはおれだけの話ではない。

　だから、おれはエレノアの意見も聞いてみることにした。

（……本音を言っていいか？）

「ああ」

（ヤツを八つ裂きにしたい）

「ふむ、そうか」

　エレノアからは当たり前の答えが返ってきた。

　正直なところ、おれもエレノアと全く同じ思いだ。

　ひかりを殺した相手。

　普通なら百回殺したって割に合わない……飽き足らない相手だ。

（だが）

　エレノアからは、そのことを必死に呑のみ込もうとする思いも伝わってきた。

（それをしたところで、ひかりは甦らん）

「そう、だな」

（……まあ、怒りに任せて貴様と暴れまくり、この世の全てを壊し尽くす破壊神になってみるのも悪くはないかもしれんがな）

　そう軽口を言って笑うエレノア。

　だがそこにいつものキレはない。

　それでも──いや、だからこそ、逆に。

　彼女が何度も喉元のどもとまでせり上がってくる本音を呑み込んで……必死に呑み下してしまおうとしていることが伝わってきた。

「それは面白おもしろいかもな」

　だから……おれもそれに付き合った。

（まあ、我と貴様なら、それはいつでもできる……。ゆえに、こんな状況においても、貴様がどうしてもあの女をモノにしたいと言うのなら──条件付きで許そう。我は心が広いからな）

「……なんだ、条件って」

　まるで自分を納得させるかのように長々と説明を重ねるエレノアに、シンプルに尋ね返す。

（決まっている。他の女と同じ──いや、それ以上に、心の底から貴様に心酔させるのだ）

「任せろ」

　おれは一言、それだけ言って頷いた。

　そうして、改めてデルフィナのいる方に向き直る。

「まずは話をする。今のアウラがどう考えてるのか知りたい」

「話、ですか？」

「ああ。結果によってはあいつを殺すかもしれないし、殺さないかもしれない。今言えるのは、あくまで向こうの態度と話の内容次第ってことだけだ」

「……わかりました」

　結果はどうあれ、話に耳を傾けられるということでしたら、と頷いて口を開くデルフィナ。

「彼女なら、リカ様のところに運ばせました」

「リカのところに？」

「主。私が先に、リカ様か、イリス様のところへ連れていけと命じたのだ」

「そうですの。それを踏まえて私がリカ様のところへとアドバイスしたのですわ。イリス様のところでは、ヘレネー様が戻っていない現状、どう転ぶかわかりませんでしたから」

「ふむ、なるほどな。……そういえば、ヘレネーとイオはどうした」

　そう言いつつ、おれは二人についての記憶を辿たどる。

　暴走していた時の、記憶の糸を手繰り寄せていく。

「……まだ向こうか、二人とも」

　今さらながら、改めて苦い記憶が呼び起こされた。

「もしかして、二人ともあちら側でカケル様と戦われたのですか？」

「ああ──ちょっと待ってろ。……行けるか、エレノア？」

（誰にものを言っているのだ）

　少し、いつもの調子を取り戻してきたエレノア。

　そんなエレノアの返答に、おれは魔剣を構えると──力を込めて振り下ろす。

　空間を切り開いて魔境へと繫つなげた。

　すると、そこにはヘレネーとイオの姿があった。

　二人ともボロボロだが、落ち着いてはいる様子だ。

「──カ、カケルさん！　もう大丈夫なんですか!?」

「ああ。さっきは悪かったな」

「よかった……私、もう、ダメかと思ってました……」

　イオは魔境から飛び出すと、おれの前でそう言って涙を零こぼした。

「心配させて悪かった」

　そんなイオの頭を撫なでてやると、唇にもキスをした。

　そうしてイオがいくらか落ち着いたところで。

　今度はゆっくりとした足取りでヘレネーも魔境から出てきた。

「ヘレネーも、悪かったな」

「いえ」

「身体は大丈夫か？」

「はい。大丈夫です。おかげさまでいくらか回復できたので、あの場所でやるべきことをしていたくらいです」

「それならいいが……って、あの場所でやるべきことってなんだ」

「これ、ですわ」

　ヘレネーはそう言うと、大事そうに布でくるんだ何かを、おれに向けて差し出した。

「これは？」

（ひかり……）

「え？」

　呟つぶやくエレノア。

　驚くおれ。

　改めて見ると──布で大まかなフォルムしか見えなかったが──確かにそれはひかりだった。

　アウラによって折られたひかりが、丁寧に布にくるまれていた。

「そうか……ありがとう」

　少し回復したヘレネーは、おれがここに戻るまでの間に、ひかりを回収してくれたらしい。

　おれは布の上からひかりに触れた。

「ごめんな……ひかり。置き去りにしてしまって」

　不思議と──折れたひかりを手にしても、怒りは湧わいてこなかった。
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　逆に悲しみが湧いてきて、鼻の奥がツンとした。

「それで、その──何か、感じませんか、カケル様」

「感じる？　何をだ？」

「……エレノア様は？」

（む？　な!?　──こ、これはまさか!?）

「おいおいどうした。何を感じたんだ？」

（貴様！　いつまで寝ぼけておるのだ!!　貴様は感じないのか!?　この不思議な感覚を……）

「何？」

（我にはわかる──わかるぞ。ひかりは……まだ死んでいない!!）

「何だと!?」
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「本当か!?　エレノア!!」

（う、うむ……。微かすかにだが、命が繫つながっている。今にも消えそうではあるが──）

「なんでそれを先に言わないんだ！　お前が先にキレたから、おれだって無駄に暴走を──」

（そこまで我のせいにするな！　だいたいわかるわけないだろうが！　我だって今まで折れたことなどないのだぞ!!）

「うるさい！　この役立たずめ!!　ひかりが手遅れになってたらどうするんだ!!」

　おれはエレノアにデコピンをした。

　かなり本気度の高いデコピン。綺麗きれいな音が辺りに響き渡った。

（いった!?　貴様、我のせいばかりにするな!!）

「なに!?」

（貴様は直接ひかりに触れていただろうが！　生きてるかどうか、まず貴様がまず気づけ!!）

「うぐっ！」

　そ、それは……。

　確かにそうかもしれん。

（そもそも、キレて先にひかりを手放したのは貴様だろうに!!）

「し、仕方ないだろ！　ひかりの命が少しずつ消えてく感覚に、ずっと触れてなんかいられるか!!　同じ状況でお前はそれができるのかよ!!」

（そ、それは……）

　今度はエレノアが言葉を詰まらせた。

　おれとエレノアは、互いにあの時のことを言いあった。

　そうでもしなければ──感情を止められなかった。

　正直──どっちが悪くてもいい。

　どっちが気づくべきかなんて、どうでもいい。




　──ひかりが、生きている。




　今のおれとエレノアには、それだけが大事で。

　罵ののしり合いも、ノロケみたいなものだった。

　そんな二人の夫婦喧嘩げんか。

　それは、ヘレネーがスッと手を差し出したことで止められた。

「お二人とも。それは後にして、まずはひかりちゃんを──」

　微笑ほほえみながらそう言うヘレネー。

　見れば、ヘレネーの向こうでイオも苦笑していた。

「そうだ！　こいつとのやりとりなんてどうでもいい！　まずはひかりだ!!」

（その通りだ！　貴様と言い合いなどしている暇はない。まずはひかりを何とかするのだ!!）

「わかってる──ひかりはまだ生きてるんだよな？　なら、これだ!!」

　おれは異次元倉庫を開き、魔法の玉を取り出す。

　それを押しつけるように、ひかりを包んでいる布に押し当てた。

　すぐに治癒の光が広がって──全てひかりに吸い込まれていく。

「……どうだ!?」

（……いや、ダメみたいだ）

　はやるおれに、エレノアは溜息ためいきを吐つきながらそう言った。

　ナナの両腕さえ、何ごともなく治してしまった魔法の玉だったが、ひかりには効かなかった。

　ひかりは未いまだに折れたままで、消えかかった命の灯は全く回復したように見えない。

（──…）

「どう思う、エレノア？」

（何かが……足りんのではないか）

「何か？」

（ああ。というか、何かもっと根本的なものが欠けているように感じる）

　推測と断言の間くらいの温度感で、エレノアが感じたことを伝えてくる。

　同じ魔剣。

　しかも、母親。

　さっき、ひかりの命がまだ繫がっていると感じたのもエレノアなら。

　おれよりエレノアの方がダイレクトに何かを感じられているはずだ。

「あっ！」

　その時、急にイオが声を上げた。

「どうした、イオ？」

「あ、はい。ちょっと待ってください」

　イオはそう言うと、自分の服を弄まさぐった。

　何かを探すように──服の中の「入り込み」そうな場所を念入りに重点的に探した。

　そして……。

「あった！」

　そう言って彼女が差し出したのは──ひかりのかけら。

「カケルさんを止めようとした時、カケルさんからポロッと落ちてきたひかりちゃんです」

「そういえば、イオはさっきその力を使っていたな」

「はい！　あの時はとにかく無我夢中で……今の今まで失念しちゃってましたけど──たぶんこれなんじゃないですか？　足りてなかったものって」

「そうかもな。ありがとなイオ」

　そう言ってイオの頭を撫なでる。

　するとイオは「えへへ」と蕩とろけるような笑顔を浮かべた。

「どうだエレノア」

　一呼吸置いて、エレノアに尋ねる。

（……やってみよう）

　返答が断言じゃなかったことが気になったが、現状、エレノア以上にひかりのことがわかる──感じられるやつはいない。

　おれはエレノアを信じて、イオから受け取ったひかりのかけらを渡そうとした。

「──…」

（どうした）

「冷たい」

（当然だろう。きさ──我らとの戦いで、そのかけらに籠こもっていた力を使い果たしたのだ）

「そう、だな」

　エレノアの言葉に、おれは小さく頷うなずいた。

　ひかりのかけらを触っていると……なぜか、心がざわっとする。

　イオから受け取ったかけらの冷たさからは特にそれが感じられて──どうにも不吉な想像が頭を過よぎって止まなかった。

（何をしている、早く渡せ）

「ああ……」

　おれは頷き、ひかりの復活を願うと、かけらをヘレネーが持った包みの中に入れた。

　改めて、エレノアが試す。

　ひかりの──声なき声を聞く。

「……どうだ？」

（いくらか足りない部分は補われた気がするが……まだ、足りんようだ）

「まだ足りないだって？　ヘレネー、どうだ？」

「はい……あの場にあるひかり様は、全て集めて参りましたが」

　表情を曇らせながらも、取りこぼしはないと言い切るヘレネー。

　彼女がそう言うのなら間違いない。

　ヘレネーは大事な状況でミスをしたり、噓うそをついたりするような女じゃない。

　なら──

（待て！）


「──っ！　どうした!?」



（力が……、ひかりの力が急速に萎しぼんでいく）

「なんだと!?」

（力を失ったかけらの方に残っていた力が流れ込んだ。全体に力が薄まって状態が悪化している）

「さっき渡したかけらに、残っていた力が吸収されちまったってことか!?」

「え!?　ひ、ひょっとして、私が戦闘の時にひかりちゃんの力を使っちゃったからですか!?」

　おれの言葉を聞いたイオが大慌てした。

「いや、あれはひかりの意思だ。イオのせいじゃない」

「そ、そうでしょうか……」

　泣きそうな、上ずった声で応じるイオ。

　彼女を宥なだめるこの一瞬のうちにも、ひかりの力は失われていっている。

「どうすればいいエレノア！」

（いったん、力を全部返してもらうぞ！）

「え？」

　おれの返事を待たずに、エレノアはおれの中に残っていた魔剣の力を全部取り上げた。

　おれがエレノアの力を使う時、引き出した漆黒のオーラを全て使い切ることはほとんどない。

　使い切れなかった分は、おれがエレノアの耐性を持っていることもあって、普段から身体の中に残して、いつでも使えるようにしている。

　考え方としては、銀行でお金を下ろす時と一緒だ。

　少し余分に下ろして、余った時はそのまま財布に残して生活費にする。

　わざわざＡＴＭなどに持っていって、口座に入れ直したりすることは少ない。

　それと同じで、おれの身体の中にはほんの少しだけ、エレノアの力が残っていた。

　喩たとえるなら、小銭程度しかなかったが、エレノアはそれさえも完全に吸い上げた。

　そして、自身からも生み出せるだけの力を吐き出す。

「うっ──」

「はぅ……」


「──ッ！」



　今までに類を見ない、濃密な力だった。

　近くにいるヘレネーやイオ、デルフィナはもちろん、少し離れたところにいたナナでさえ、眉まゆを顰ひそめるほど強い力。

　そんな力を、エレノアはひかりを包むのに使った。

　ヘレネーの手から、ひかりが浮かび上がる。

　それは漆黒のオーラに包まれると、布だけが炎上して、一瞬で燃え尽きた。

　そして、オーラは残ったひかりだけを、完全に包み込んだ。




　──完全なる「黒」い玉。




　全ての光を吸い込む「無」のような黒。

　漆黒よりも更に限界まで純化された「純黒」。

　自らのオーラで、ひかりを「黒い玉」に包み込んだエレノアは、

（……ふぅ）

　珍しく、はっきりと安堵あんどしたような声を漏もらした。

「……どうだ？」

（これで当面は大丈夫だ。今ある「魔剣」の力は維持できる）

「魔剣の力、か……」

（うむ。ひかりは何があっても我が守る──全力で）

「……頼んだ」

（頼まれるまでもない。我はひかりの母なのだぞ？）

「そうか──そうだったな」

　今までエレノアのことがこんなに頼もしく思えたことはなかった。

　おれがふっと息を吐くと、他のみんなも一様にホッとした表情を浮かべた。

（──だが、この状態では、我は戦えん）

「問題ない。そのままひかりを守っていてくれ。後のことはおれがやる」

（……頼んだ）

　微笑みながらおれの言葉を真似まねたエレノアに、軽くデコピンして──

「そういえば」

　おれはイオの方を向いた。

「な、なんですか、カケルさん!?」

　また慌て始めたイオの頭に手を置いて、尋ねる。

「あのひかりのかけら、おれから落ちてきたものなんだよな？」

「え？　──は、はい。そうです!!」

「それを組み合わせても、エレノアはまだ足りないと言った。それに、ヘレネーはあの場所にあったひかりを全部集めてくれたと言った……つまり、それが意味するのは」

「アウラ様のところにもかけらがある、ということでしょう」

　ヘレネーがおれの言葉を引き継ぐように言った。

「そういうことになるな。……デルフィナ。アウラはリカのところに向かったんだったな？」

「その通りですわ」

「ふむ。さすがにまだリカの国までは辿たどりついてないだろうから、ワープの羽根は使えんな」

　おれはそう呟つぶやくと、視線だけで周りをぐるっと見回した。

「足で追いつくしかない、か。カランバはこっちの方向だったな？」

「はい」

　答えるヘレネーに軽くキスすると、エレノアに向き直る。

「エレノア。お前はゆっくり来た方がいいな？」

（うむ）

　本当に余裕がないようで、エレノアはそう言って素直に頷いた。

　多分、黒いオーラという名の真綿で包くるんだ繊細な卵を大事に抱えてるような状態なんだろう。

　急いで動けば壊してしまうに違いない。

「おれが先に行く。みんなはエレノアを守って、後から慎重にやってきてくれ」

　それだけ言うと、おれはデルフィナが乗ってきた馬車に注意してエレノアを置いた。

　ちょっと気に掛かるところはあるが、おれしか持てない以上、こうするしかない。

「……頼んだぞ」

（……うむ）

　エレノアと頷きあい、おれはアウラを追いかけるべく、地を蹴けって走り出した。
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　馬車に残してきたのは、地上最大級の戦力。

　最強の剣士ナナ。

　最高の魔法使いイオ。

　加えて、ヘレネーとデルフィナの頭脳コンビ。

　更には──不死の聖女メリッサもいる。

　エレノアを守るのに、これ以上ないというくらい盤石な布陣だ。

　そして何より、エレノアは、何があってもひかりを守る。

　一度は失くしてしまったと思った愛娘まなむすめ。

　それが救えるとわかれば、何があろうとも守り通す。

　おれならそうする。

　ゆえに、エレノアも間違いなくそうする。

　だから、おれは安心して二人を残すと、アウラを追い、一直線に大地を駆け抜けていった。

　景色が飛ぶような速さで後ろに流れていく。

　もはや光の速さと言っても過言でないほど──かつてないくらいの速さで駆け抜けた。

「あれだな」

　ぐるっと追い抜くと、爆弾が炸裂さくれつしたかのような土煙を上げて急ブレーキ。

　列の先頭に回り込む。

「「「カケル様!!」」」

　複数の奴隷兵が、おれを見て声を上げた。

　ニキたち第一小隊を除いた奴隷兵たちは全員陣形を組んで、アウラを守りながら進んでいた。

　おれが現れたことで、全員一斉に足を止めたが、その視線には安堵あんどと警戒の両方があった。

「心配するな、おれなら大丈夫だ。それよりここまでご苦労だった。後でねぎらってやる」

　落ち着いておれがそう言うと、全員嬉うれしそうに顔を綻ほころばせて嬌声を上げた。

　おれは改めて運ばれていたアウラに向き直る。

「戻ったのか」

　恐らく二重の意味でそう聞いてくるアウラ。

「ああ。ちょっとだけ遠回りしたけどな」

「残念だ。あの時のお前の方が好みだったよ。人間の身で魔王に相応ふさわしい力を発露して──」

「そんなこと、今はどうでもいいだろ」

　おれはアウラが語る言葉をバッサリと遮さえぎった。

　おれがここに来たのは、アウラと世間話をするためじゃない。

　今はそんなことに付き合っている余裕はない。

「喫緊きっきんの用件は一つ。お前が持ってるものを返してもらいに来た」

「私が……持っているものだと？」

「そうだ。ひかりのかけらだ。お前が砕いた時、服かどこかに入り込んだはずだ」

「魔剣のかけらが？」

　どういうことだ？　と言わんばかりに首を傾かしげるアウラ。

　だが、訝いぶかしみながらもアウラは自身の服を弄まさぐると、ピンポイントでかけらを取り出した。

「──これか」

「やっぱりお前のところにあったんだな」

「……どうやら、そのようだ」

　ひかりのかけらを持ったまま、それを見つめて数秒。アウラは得心顔で頷うなずいた。

「なるほど。娘は死んでいなかったのか。そして──このかけらがなければ復活させられんということか」

「まあ、そんなとこだ。いいからさっさとそれを渡せ」

「……ふっ」

「なんだ、その笑いは」

「貴重な情報を提供してくれたことに感謝しよう。そうか。これがあれば──」

　おれは地面を蹴けると、一瞬でアウラの懐ふところに踏み込んだ。

　ひかりのかけらを持つ彼女の手を摑つかみ、ぐっと力を込める。

「──ッ!?」

　アウラは顔を痛苦に歪ゆがませると、思わずかけらを取り落とした。

　それをすかさずキャッチする。

「悪いな」

　ひかりのかけらを異次元倉庫──いや、自分の手で大切に持っておく。

「もう、油断はしない」

「油断？」

　そこで、アウラの表情が急変した。

　憤怒に染まり、顔色は赤を通り越してドス黒く染まった。

「油断がなければ敵かなうと言うのか。──この、魔王に！」

　パリン、とガラスが割れるような音がした。

　瞬間、アウラの力が一気に膨らんだ。

　封じられていた何かが、たった今解放されたような感じだ。

　奴隷兵たちが一斉に武器を構え、その夥おびただしい怒気に反応したが。

「それがどうした」

　おれはアウラを思い切り蹴り上げてから、

「随分頑丈みたいだな。ならこれくらい大丈夫だろ」

　ぐるっと回転を加えて殴りつけ、地面に叩き落とした。

「何日か寝てろ」

　今の一瞬で──アウラは地中深くに叩たたき込まれていた。

　遙はるか奧に伸びる底の見えない大穴……その最下部に埋まっていた。

「悪い。しばらくここでアウラを見張っていてくれ」

「「「はい！」」」

　奴隷兵たちはそれを呆気あっけにとられたように見ていたが……すぐに気合いの入った声で返事した。

　頼もしい返事におれは笑みを返すと、一転、今来た道を駆け戻った。

　最後のひかりのかけらを持ったまま全力疾走。行きよりも速い速度で駆け戻った。

　おれの行く手を邪魔する存在は──魔王アウラ以上の障害は、この地上には存在しない。

　おれはあっという間に、エレノア──みんなのところに戻ってきた。

「カケルさん！」

　最初に駆け寄ってきたのはイオだった。

　彼女は駆け戻るおれの姿を見つけると、泣きそうな目で見つめ、視線で尋ねてきた。

　おれは否定したが、ひかりの力を使って、状況を悪化させたという負い目があるんだろう。

　そんなのはまったくの見当違いで、今回の一件は全部おれの責任なのだが。

　とはいえ、イオが気にしてしまうのもわからなくはない。

　そんなイオに、おれは持って帰ってきたひかりのかけらを見せた。

「ほら、取り返してきたぞ」

「本当によかったです！　ありがとうございます、カケルさん!!」

　イオと言葉を交わしつつも、一刻を争う事態は変わっていない。

　おれはイオ以外の女たちのことはひとまずスルーして、

「エレノア！」

（うむ、早速取りかかるぞ！）

　馬車の上に乗せたエレノアを持ち上げた。

　エレノアは即座にひかりを包んでいた純黒の玉を解いた。

　純黒から漆黒へ──黒い色が徐々に薄まっていき、再び折れたひかりが見えてきた。

　おれは息をするのも忘れて──最後のかけらをそこに加える。

　その、瞬間。

　加えたひかりのかけらから、植物の萌芽のように、ものすごい勢いで何かがあふれ出した。

　あふれ出したものは、加えたかけらだけでなく、ひかり魔剣全体を覆おおおうとした。

「油断しないと言った!!」

　おれはそれを摑むと、全力で地面に叩きつける。

　そして、火種をもみ消すように、靴でぐりっと踏みつけた。

（今のはなんだ）

「最後のかけらを取り戻した時に、アウラが悪あがきしてたからな。何かしかけてくることもあるかと思っていたが、まさか本気で仕込んでくるとはな」

（先に始末してから戻ってこい。馬鹿者が）

「ひかりは弱ってるんだ。一にも二にも持ち帰るのが先だった。それに──」

（……ふむ）

「こんなの、あとでいくらでもどうにでもできるだろ？」

　おれがそう言うと、エレノアは無言で納得してくれた。

　今度こそ、ひかりのかけらを本体の魔剣に重ねる。

　ぴたりと、まるでパズルのようにピースが綺麗きれいにはまった。

「どうだ？」

（──揃そろった）

　エレノアが言う。

　それを聞いておれがようやくホッとした──のも束の間。

（……足りぬ）

「足りない!?　ひかりは全部揃ったはずだろ!?」

（いや。力が──足りぬのだ）

「今加えたかけらにも、力を持っていかれたって言うのか？」

（そうではない。器は揃った。……だが、まだそれを甦らせるための力は失われたままだ）

「どういうことだ、わかりやすく言え！」

（シンプルに言うなら──輸血が必要だという意味だ）

　おれの要求に、人間を例に喩たとえて説明してくれたエレノア。

　わかりやすいが、魔剣にとって血に当たるものが何なのかわからない。

「その『血』とは何を指すんだ？」

（だから、力だと言っているだろう）

「魔剣の力か？　それなら、さっきみたいにお前のを出して渡せばいいだろ！」

（確かに我の力を与えられなくはない。ただ、元より我とひかりの力は違う。渡しすぎると、我が魔力がひかりを乗っ取ってしまうことになりかねない）

「なら……どうすればいい？」

　聞きながら、おれはイライラしてきた。

　ようやくかたちが揃ったひかり。それが治せないという苛立いらだちだ。

（うむ。我だけでなく──貴様と我の力を混合すれば、ひかりの力と同質のものになろう）

「おれと……お前の？」

（何を驚いている。ひかりは貴様と我の娘ではないか）

「そうだ──そうだったな!!」

　エレノアの言う通りだった。

　何を驚いたんだ、さっきのおれは。

　そうだ。

　ひかりはおれとエレノアの娘だ。

　それなら、エレノアの力だけじゃ復活できないのは当たり前だ。

　むしろおれとエレノアの力を混ぜて渡すというのも納得できる。

「よし、そうとわかればすぐやるぞ！」

（うむ）

　おれは渾身こんしんの力でエレノアを握り直した。

　周りで見ている女たちには詳細はわからないはずだが、おれが何かしようとしていることは全員理解してくれていた。さっき以上の真剣な表情で見守ってくれている。

　おれは深呼吸を一つ──エレノアから力を引き出した。

　エレノアの力を引き出して、一旦いったんおれの力として扱う。

　外から見てもわかりやすく、なじみの深い黒衣として纏まとってみた。

　そこに──おれ由来の力を混ぜて、普段握っていたひかりの力を思い出しつつ、調合する。

（……それだ！）

「よし」

　たった今調合した力をひかりに注そそいだ。

　ズン！　と渦巻きに吸い込まれるような衝撃が全身を襲った。

　それに伴って起こる──猛烈な虚脱感。

　まるで全ての力が持っていかれるかのようだ。

　それだけに、直感的にわかった。

　ひかりが今、いかに力を失っているかということが。

　だからこそ、おれは吸われるままに任せた。

　力を惜しみなく、少しも出し惜しみせず、全てひかりに注いだ。

「主!!」

　ナナが叫んだ。

　彼女だけが、そのことを理解したようだった。

　ほんの一瞬で──おれがひかりに全ての力を持っていかれかけていることを。

　だが、もちろん無視した。

　おれは更にエレノアからも力を引っ張り出そうとした。

（……む、わ、我も、もう──）

「黙れッッ。ひかりは──おれたち、ふたり、の、娘、だろうがッッ!!」

　力をほとんど持っていかれたがゆえの、搾しぼり出すような声。


（…………!!）



　弱まりかけていた──おれに片寄りかけていた力が……元に戻った。

　それどころか、おれに対して「もっと出せないのか？」と逆に力で問いかけてくる。

「カケル様！」

「カケルさん!?」

　ヘレネーとイオが叫ぶ声が聞こえた。

　大事なところだ。それも無視した。

「わかるな……もっとだ──エレノア」

（言われ、なくとも……貴様こそ、手を抜くんじゃないぞ!!）

　ズズゥン！　と再び更なる衝撃。

　調合したばかりの力を、貪欲どんよくにひかりが吸い込んでいく。

　乾いた身体の中に、即座にエレノアの力が大量に流れ込んできた。

　極度の渇きでひりついた喉のどに流れ込む大量の水──それは嚥下えんげすることさえ難しい。

　ただ。

　それでも、呑のみ下すしかない。

　呑み下して、自分からもそれ以上の水を出して──調合して、送り、込むしかない。


「もっと……もっとよこせぇぇぇえええッッッ！」




（うおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!）



　多分初めて聞く、エレノアの絶叫。

　振り切ったエレノアの感情。

　なだれ込んでくる力。

　それを受け止め、混ぜて、ひかりに渡す。

　身体のあっちこっちが裂けて、目からも血が流れる。

　それでも、おれたちは続けた。

　なぜなら、この、力全てが──ひかりのものに、なっていると知っているからだ!!




　そして──




（……あれ？　おとー、さん、おかーさん？）

　おれたちの耳に、ひかりの──鈴のように愛らしい声が聞こえてきた。
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「ひかり！」

（ひかり！　大丈夫なのか!?）

（……え、えっと？）

　おれとエレノアが激しい疲労感に耐えながら、鬼気迫るように名前を呼んだことに対して、ひかりはどこか状況を把握し切れていないような、そんなとぼけた反応をした。

（……あっ、そっか。むむむ）

（ひかり、元に戻ったのか？　人の姿には戻れるのか？）

（うん！　おかーさん、ちょっと待ってて）

　ひかりはそう言うと、今までと変わらない感じで人間の姿に戻った。

　一見、エレノアそっくりの見た目。

　何も変わらない──今までとまったく同じひかり。

　それを見て、おれは心の底からホッとした──。

「ひかりちゃん！」
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　横から呼び掛けて、ひかりに抱きついたのはイオだった。

　あまりの勢いで、ひかりを押し倒すかたちになってしまった。

「ひゃ、ひゃあ!?　い、イオお姉ちゃん？　どうしたの？」

「ごめんね、ひかりちゃんごめんね！　私、ひかりちゃんを殺しちゃうところだったよ……」

「あっ……ううん。あれはひかりがしたかったことだから、イオお姉ちゃんはわるくないよ」

「うん……でもごめんね……。よかったあ……」

　ひかりを抱きしめたまま嬉うれし泣きするイオ。

　イオ以外の皆も、飛びつくほどの勢いではなかったものの、一様にホッとした、嬉しそうな笑みを見せた。

　おれも心底ホッとした。

　本当に、本当によかった。

（……果たして、本当によかったと言えるのか）

　そんなところで、突如冷水をぶっかけるような言葉を投げつけてくるエレノア。

「何を言ってるんだ。ひかりが元に戻ったんだ。よかったに決まってる」

（そちらの話ではない）

「だったら何の話だ？」

（貴様のことだ、もうわかっているだろう）

「いや。悪いがお前が何を言ってるのかさっぱりわからん。ちゃんと説明してくれ」

（馬鹿者。我は──貴様と我の力が混ざり合ったその弊害について言っているのだ。まさか、気づいていないわけではあるまいな？）

「まったく。何か問題あるのか、それ」

　エレノアの前で手をひらひら振りながら答える。

（ええい、わからんなら、人の話は最後までちゃんと聞け！　……いいか、貴様の力は、もう我を手にしていなければ使えんのだぞ）

　珍しく、叱しかるような口調でそう告げるエレノア。

　だが。

　それについてならわかっていた。

　もうとっくに感じていたことだ。

　ひかりが戻ったとホッとした瞬間にはなぜかもうそう感じていて、そうだと理解できていて。

　でもひかりが帰ってくるならしょうがない。

　もし違う何かを失うことになったとしても──それを惜しむことは、たぶんない。

　力がなくなった理由は、実際のところよくわからない。

　７７７倍を始めとする、くじ引き由来の全能力。

　それらは、今ではエレノアを持っていなければ使えなくなってしまった。

　エレノアを手放したら、おれはこの世界にやって来る前の、ただの人間になってしまう。

　でもそれは、エレノアに言われなくてももうわかっていて、受け入れていたことだった。

「おとーさん！」

　イオからやっとの思いで解放されたひかりは、今度はおれに飛びついてきた。

　全力で飛び込んできた愛娘まなむすめを、おれはしっかり抱きとめる。

「ごめんねおとーさん、それにおかーさんも。ひかり、心配かけちゃったね……」

「もういいさ。ひかりが治ったんなら」

（うむ。何も問題はないな）

　さっきまでの口喧嘩が噓うそのように、おれとエレノアは言葉を揃そろえた。

「そっか……それならいいんだけど。それとね、ひかりね、こんどのことで、なんかちょっと強くなったみたいなの」

（ほう？）

「おとーさんとおかーさんがね、なんだかひかりのここに──」

　ひかりはちょっと身体を引くと、自分の胸に両手を当てて。

「いるみたいなの。前よりもおとーさんとおかーさんの娘って感じがする」

（そうか。まあ、もう一度産んだようなものだったしな）

「あ、そっか。えへへ……ひかり幸せ者だね。おとーさんおかーさんに二度産んでもらえて」

（うむ、我の娘だ。世界一の幸せ者に決まっている）

「うん！」

　ひかりは大きく頷うなずくと、天真爛漫てんしんらんまんな笑顔を見せてくれた。

「そうだ！　おーちゃん！　ちゃんといる？」

　ひかりはそこでそう言って、オリビア──じゃなくてチビドラゴンを呼び出した。

　チビドラゴン姿のオリビアは、みーみー鳴きながらひかりに飛びついた。

　じゃれ合うひかりとチビドラゴン。

　見慣れた微笑ほほえましい姿に、おれは思わず目を細めた。

「なあ、エレノア」

（うむ？　なんだ）

「何か、問題あるのか？」

　それは、さっきのエレノアの詰問に対する、揺るぎないおれの答えだった。

（……ないな）

　魔剣姿のエレノア。

　人でない姿をしていても、彼女もまた、ひかりの姿に眼を細めているのがわかった。

　そう、これでいいんだ。何も問題はない。

「……と、言うがな」

　おれはにやりと口角を片方だけつり上げた。

「むしろ、お前こそいいのかって話なんだが」

（むっ？　どういうことだ）

「なんだ、気づいてなかったのか？」

（……何の話だ？）

　繰り返し問うと、エレノアの口調に戸惑いの色が混ざる。

　おれはにやりとしたまま、エレノアを地面に突き立てた。

「論より証拠──か。おい、デルフィナ」

「はい。何か御用がおありですか」

「前にお前はエレノアを持って暴走したことがあったな……もう一度持ってみろ」

「あら、よろしいのですか？」

「ああ。こいつに現実を突きつけてやらなきゃな」

「なるほど、わかりましたわ」

　具体的なことは何一つわからないはずなのに、デルフィナはフッと柔和に微笑むと、地面に突き立てたエレノアの柄を握った。

　そして──引き抜こうとする、が。

「あらあら、抜けませんわ」

「そんなに深く突き刺したわけじゃないぞ、ほら」

　おれはデルフィナの手の甲越しにエレノアを握って、軽く引き抜いた。

　そして、手を離す。

「ひゃっ!?　……お、重いですわ」

「と、いうわけだ」

　おれは笑いながらエレノアにデコピンした。

「お前こそ、もうおれ以外の誰にも持てなくなったぞ？　ひかりと同じようにな」

（なっ──!?）

　どうやらエレノアは本当に気づいてなかったようで、「ガーン」といった様子で絶句した。

「あれ？　そうなのおとーさん」

　こっちのやりとりを聞きつけたひかりが、チビドラゴンを抱っこしながら戻ってきた。

「ああ、みんなも試していいぞ」

「わかりました。それでは──」

「うむ。主のご命令とあれば」

　おれに言われて、ヘレネーやナナが次々に近づくと、エレノアの柄を握った。

　ニキや奴隷兵たち──果てはメリッサまでその列に加わった。

　だが、動かない。

　あくまで自重のみで軽く地面に刺さっているエレノアだが、誰一人として引き抜けなかった。

「な。言った通りだろ？」

（むむむ……）

「何がむむむだ」

　チリーン、と今度は普通のデコピン。

　周りにまた澄んだ綺麗きれいな音が響き渡った。

「よかったな。これで身持ちの堅い人妻になれて」

（……なっ!?　そ、そんなふうに言うのはやめろ!!）

「別にいいだろ。実際その通りじゃないか。なあ、おかーさんよ？」

（──っ!!）

　エレノアはとても文字では言い表せないような、悔しそうな唸うなり声を上げた。

　人間の姿だったら、恐らく地団駄じだんだの一つも踏んでいたに違いない。

「さて──」

　おれは改めてサクッとエレノアを引き抜くと、持ちやすいように握り直した。

　前に比べて、より深く手に馴染なじむようになったと感じるエレノア。

　本人には言わないが、持っていると妙な安心感を覚えるようになった。

「あとは、アウラだな」

（そうだな。ひとつ叩いてやるとするか）

「叩く、か。そうだな。今のアウラが素直におれを受け入れるとは思えんからな」

（どうする？　抵抗できないように組み敷いて、傅かしずくまで徹底的に乱暴してやるか？）

「それはお前の趣味だろ──まあとりあえず会ってみよう。会えばあとはどうにでもなるだろ」

（そうか。まあ、それもそうかもしれんな）

　根拠を聞かれると困るが、もはやおれは、アウラ──魔王に負ける気はしなかった。

　それはたぶんエレノアも同じで、おれたちは全く同じ考えを共有していた。

「また、戦うんだね」

「ああ」

「わかった。おーちゃん戻って。ひかり、今度こそ頑張るね」

「いや、ひかりは無理しなくていいんじゃないかな。病み上がりだし、今回は休んでても、な」

　おれがそう言うと、ひかりが唇を尖とがらせる。

「どうしてひかりは戦っちゃだめなの？」

「いやいや、別にダメだと言ってるわけじゃないんだ。ただ今日は──怪我けがから回復してすぐだから、休んでた方がいいなって。なっ？」

「大丈夫！　ひかりもう元気だから!!」

「だがな……」

「どうしても……だめ？」

「うっ」

　上目遣うわめづかいで縋すがってくるひかり。

　正直、おれはアウラとの戦いにひかりを連れていきたくなかった。

　それは、まあ……軽くトラウマになったからだと言ってもいい。

　他のヤツ相手なら全く問題ないんだが、アウラとはなあ……。

「ひかり様」

　その時、ヘレネーがひかりに手招きすると、近づいてきたひかりにしゃがんで耳打ちした。

「ん？　なるほどなるほど……うん、わかった。そうする！」

　ひかりはニコニコ顔で頷くと、またおれのところまで戻ってきた。

　一方、ヘレネーは微笑みを湛えたまま佇たたずんでいる。

　なぜかわからないが、ゾッとした。

　そして、次の瞬間。

「おとーさん、どうしてもダメ？」

「そうだな……」

「わかった。もういい。ひかりのお願いを聞いてくれないおとーさんなんてだいっきらい！」


「──っ！」



　刹那せつな。

　ガーン、と。

　今まで生きてきた中で一、二を争うほどの衝撃がおれを襲った。

　そうしておれは……せっかくひかりが戻ってきてくれたのに、再び目の前が真っ白になってしまったのだった。
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（えへへ……）

　魔剣の姿に戻ったひかりは、嬉うれしそうにホクホク笑っていた。

　結局おれは──置いていく方が心配だと判断して、ひかりを連れていくことにした。

　決してひかりに嫌われたくなくて連れていくことにしたわけじゃない──絶対にだ。

（調子はどうだ、ひかりよ）

（ばっちりだよ！　今度こそアウラお姉ちゃんにもまけないから!!）

（その意気だ。今度は殺すつもりでやるがいい。あやつに魔剣の強さを見せつけてやるのだ）

（うん！　ぜったいそうするよ、おかーさん!!）

　傍かたわらでは、いつものようにエレノアがひかりに「魔剣のなんたるか」を伝授していた。

　毎度の如ごとく、端から見てると英才教育を施しているようでもあるが、アウラには一度ひかりをやられているからか、エレノアの口調にも若干のブチ切れ感があった。

「あまり変なことを教えるなよ」

（そんなことは言われなくともわかっている）

　本当か？

　この安請け合いもちょっと怖いんだが……まあいいか。

　エレノアとひかりのことはひとまず置いておいて、おれはそれ以外の女たちと向き合った。

　魔境までついてきてくれたヘレネー、イオ。

　アウラをおれから必死に逃そうと努力してくれたナナに、ニキたち奴隷兵。

　更には、おれが自我を取り戻すために動いてくれたデルフィナにメリッサ。

　そんなみんなをぐるっと見回して。

「ありがとう、助かった」

　おれは心から礼を言った。

　女たちはそれを聞くと、揃そろってはにかんだ。

　特にイオはストレートに感情が表に出るタイプだから、おれの「ありがとう」を聞いた瞬間、まるで大輪の花が咲いたかのようにパアァと明るく微笑ほほえんだ。

　一方、その対極にいるのがヘレネーで、彼女は優雅に小さく口角を上げてみせるに留まった。

「いよいよ最終段階ですね」

「ああ、後はアウラだけだ」

「私たちも、ご一緒した方がよいでしょうか？」

　そこでヘレネーがそう尋ねた。

　他のみんなも、おれをまっすぐに見つめる。

　カケル様がお望みとあらば──必要とあらば──どこまででも。

　そんな感じの顔をみんなしていた。

「いや、いい。ここはおれだけで行く」

「でもカケルさん、相手は魔王ですよ？　それなら、私たちも一緒にいた方が──」

「……あなた、意外に鈍いですわね」

　それでも、親切心から同行を申し出るイオに、デルフィナは溜息ためいきを一つ吐つくと、静かに突っ込んだ。

「え？　に、鈍いって……何がですか？」

「カケル様は先ほど、ひかり様の最後のかけらを取り戻してこられた。それはつまり、もはやカケル様が既に魔王を圧倒できるということですわ」

「そ、それはそうかもしれませんけど……でも、万が一の保険ってことも」

「確かにその可能性まで否定するものではありませんが……いい加減そろそろ気づきなさいな。カケル様が魔王を圧倒された後、あなたはどうされると思いますの？」

「圧倒したあと……あっ!?」

　イオはそこまで言われてようやくそのことに気づいたように、ハッとした表情を浮かべると、幼さの残る顔を真まっ赤かに染めた。

「そう。お仕置きタイムが始まるのよ」

（くく。お楽しみタイムの間違いではないか？）

　みんなには聞こえないが、エレノアが堪こらえきれずにツッコミを入れた。

　まあ、どっちも正しいな。

「そっか……そうですよね。ごめんなさいカケルさん。私、全然気づかなくて」

「いや、いい」

　おれはそう言って、イオに近づくと、軽くキスをした。

「恐らく、今回の冒険はここまでだが──楽しめたか？」


「──っ！　はい！　今回も最高の冒険でした!!」



「そうか。また連れてくからな。楽しみにしてろ」

「はいっ!!」

　満面の笑みを浮かべるイオ。

　すっかり満足げな顔だ。

「ナナも──まだ戦いたいかもしれんが、今回はさすがにあれで満足してくれ」

　今度はナナとも向き直った。

　手を引いて抱き寄せて、強め──乱暴なキスをする。

　ナナはとにかく「戦いたい」女だ。

　元々の約束では、魔王を連れてきて彼女と戦わせるという話だったが、事態が急変したせいで、おれと戦うことになった。

「──はっ。異論ありません。此度こたびの戦いは生涯の想おもい出でとなりました」

「生涯を語るにはまだ早い。機会があったらいつでも組んでやるから、更に強くなっておけ」

「はっ!!」

　そうして、イオとナナにしたように、女たち一人一人に声をかけてキスをしていく。

　最後は、ヘレネーにした。

　無言で抱き寄せて、他の誰よりも長いキスをする。

　いつにも増して血の匂いがする彼女は、力を抜くと、身体全体をおれに預けた。

「ありがとう。助かった」

　おれは「何が」とは言わなかった。

　そんなこと、言わなくてもわかりきっているからだ。

　おれも。

　ヘレネーも。

　そして──ここにいる全員が。

　この「ありがとう」の意味を正しく理解していた。

「いい機会ですので、これを機に、今後はひかり様の味方をさせていただきますね」

「お手柔らかに頼む」

　さっきの「おとーさんだいっきらい」がまだ耳元で木霊こだましていた。

　これはこれで──頻繁に使われるとアウラの件以上にトラウマになりそうだ。

　ひかりにものすごくやっかいなブレーンがついちまった、と、おれは苦笑いを禁じ得ない。

　そうして。

　一通りみんなにお礼を言ったあと。

　おれはワープの羽根を取り出して、アウラのいる場所に飛んだ。




　アウラを地中深く叩たたき込んだ大穴。

　その周りを、残った奴隷兵たちが護衛していた。

　おれは奴隷兵たちにもキスすると、全員撤退させた。

　ここから先は、魔王との戦い。

　実際、戦うとしたら、相当ハードなものになる。

　正直──誰だとしても、いたら巻き込まれて死ぬだけだ。

　魔王と渡りあえる力を持つのは、せいぜいナナとイオくらい。

　その二人も、今回は置いてきた。

　そして、巻き込まないよう全員撤退させた直後、穴の中からアウラが飛び出してきた。

　タイミング的に、奴隷兵たちがいなくなったのを見計らって出てきたのは間違いない。

「みんなが撤収するまで待っててくれたのか。魔王なのに随分気が利きくな」

「そうではない。誤って巻き込んだ誰かが死んで、また誰かが自我を失うと面倒なのでな」

　一瞬、アウラにまだ人の心が残っているのかと期待したが、どうやらそうではないらしい。

　完全に利己的な理由を告げるアウラ。

　その表情に人としての感情は窺うかがえない。

「一つ聞きたい。お前はアウラなのか？」

「……そうだ。私はアウラ、魔王アウラ」

「そうじゃない。おれが知りたいのは、おれが知ってるアウラと同一人物なのかってことだ」

「アウラ・トリデカ・コモトリアのことを言っているのであれば、記憶なら全て持っていると言っておこう。魔王になったことで、物心つく前──恐らく人であった頃のアウラであれば、思い出すことのできなかった記憶さえ甦よみがえったほどだ」

「ほう」

　それはそれですごい話だ。

「だが、アウラとしての感情は消えている。そういう意味では、最早お前の知っているアウラではないな」

「元のアウラは消えたのか」

「言っただろう、記憶としては残っている」

　アウラはそう言うとフッと笑った。

「お前を愛するがゆえに苦悩し、他の女たちに負けぬよう、何かせねばと懊悩おうのうしていた日々。そんな記憶も、その中には残っているが」

「その記憶があるのと、感情があるのとでは、何が違うんだ？」

「記憶に感情はない。ただ情報として残っているだけだ。いくら参照できたところで、まるで他人の人生を描いた小説でも読んでいる気分だよ」

「そうか」

　頷うなずくおれ。

　一呼吸置いて、今度はアウラが聞いてきた。

「それで、わざわざもう一度私のところに来た用はなんだ。娘の復讐ふくしゅう──ではないようだが」

　アウラはおれが持っているひかりをチラリと一瞥いちべつしてそう言った。

「おいおい。大事な娘に手を出しておいてその言い草か？　人を傷つけておいて、助かったから罪はない、なんてのが通じるなら、世の中に正義の味方はいらねえんだよ」

「その娘が元に戻った以上、責められる原因も最早存在しないだろう。それ以上何を望む？」

　ひかりが治った──助かったからと言って、普通なら恨みが消えるわけじゃない。

　なのに、アウラはそんなことさえ理解できないといった返事を返した。

　やっぱり、こいつはもうかつてのアウラじゃないのか。

　頭の片隅でそんなことを思いながらも、おれはコキコキと首を鳴らした。

「ふむ。先刻からのおかしな質問に、意味のわからぬ言い草……そうか。お前は私に人としての感情を取り戻させようと思ってここに来たのだな？」

「ん？」

　ぼんやり頭の中でこのあとのことを考えていると、魔王アウラがおかしなことを言い始めた。

「かつて情を交わした女の心を、なんとしても取り戻す。そういうことなのだろう？　止めておけ」

「おい、誰がそんなこと言った？　勝手に誤解するな。正直な話、そんなことどうでもいい」

「なに？」

　バッサリおれが斬きり捨てると、アウラは驚き、目を見開いた。

「だいたい人の心なんて、後からいくらでも変わるもんだ。こいつなんか──」

　エレノアにチリーンとデコピンした。

（いたっ！　いきなり何をする!!）

「出会った時と比べたら──今ではもう、全くと言っていいほど別人だぞ」

「──魔剣、か？」

（噓うそをつくな！　我は変わってなどおらん!!）

「いいから認めておけよ、『おかーさん』？」

（む、むむむ……）

　それを言われたら──って感じの表情で言葉に詰まるエレノア。

「だから──正直、今お前の心がどうなっていようと関係ない。ただ、記憶が残ってんなら、もう一度おれの女にしてやろうと思った。だからまたここに来た。そんだけの話だ」

「何、だと……？」

　ぽかんとした感じで絶句するアウラ。

　──この男は、一体何を言っているんだ？

　テレパシーがなくても、彼女が思っていることは手に取るようにわかった。
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「ば、馬鹿なことを……。そんなおかしな目的のために私に会いに来たというのか」

「そう思うか。だとしたら、お前の方こそ、あの時どんな目的があったというんだ」

「なに？」

　おれにそう聞き返されたアウラは、一瞬怪訝けげんな表情を浮かべた。

「目的、だと？」

「ああ。お前はエレノアに対して『一緒に来い』と言った。エレノアを連れていったところで何をするつもりだったんだ？」

「……」

　アウラは俯うつむくと、ぐっと口を噤つぐんだ。

「まさか……何も考えてなかったのか？」

「そ、そんなわけないだろう。私は魔王だ、魔王は……そう、下等生物を統すべて、ゆくゆくは世界を全て手中にするつもりなのだ」

「おいおい、そんな簡単なことでいいのか？　だったら、もうほぼ叶かなってるんじゃないのか」

「……なんだと？」

　顔を上げ、また戸惑うような表情を見せるアウラ。

　魔王になった彼女は、元の彼女とは違い、今まで威厳のようなものを感じさせていた。

　その威厳はしかし、少しずつ消えていっているように思えた。

　まるで魔王としての仮面を必死になって剝はがされないように努力している──そんなふうに見えて楽しいし、結構クるものがあった。

「ほ、ほぼ叶っているだって？」

「魔王アウラ。お前はもともと王様なんだから、魔王だろうがなんだろうが、まずはそのままコモトリアの王に戻って君臨して、せいぜい人間どもを従えればいい。お前の言う下等生物は人間も入ってるんだろ？」

「お、お前……そんなことを唆そそのかしていいのか？」

「逆に、それのどこが悪いんだ」

　おれが真顔でそう言うと、アウラはあぜんとした。

（くくく。いくら魔王でも、こんな表情を見せてしまっては形なしだな）

　楽しげなエレノアをスルーして、更にアウラに言う。

「なんだったら手伝ってやろうか。コモトリアからの、魔王による世界統一」

「本気か？　私が世を統べるまでには、大量の人間を屠ほふることになるのだぞ」

「知るか。邪魔立てするなら生まれてきた勇者だって殺してやるさ」

「……」

「おいおい、お前こそ、何を迷うことがある？　それが魔王としての自然だろ？」

「迷ってなどいない。ただ、普通の人間がなぜそんなふうに思えるか不思議に思っただけだ」

「いや、だってな」

　おれはひかりをかざしつつ、エレノアにデコピンした。

（いたっ）

「お前の夢物語とほぼ同じ中身を、おれは毎日頭の中で聞いてるからな。子供の教育に熱心なエレノアおかーさんが、いつもひかりに『魔剣としての矜恃きょうじ』を教え込んでるもんでね」

「っ……」

　そこでハッとするアウラ。

　記憶はあるから、エレノアとひかりが「やっていたこと」を覚えてたみたいだ。

「エレノアが常々ひかりに教えてることと、お前が魔王としてやろうとしてたことって、本質的に同じだろ？」

「……」

「人間じゃない生き物が自分らしく生きたいように生きる。そう考えりゃ何もおかしくねぇ」

「……」

「そのためにお前が大虐殺を始めたとして、そんなのやられる方が悪い。弱いからな」

（ついでに補足してやろうか。いい女じゃないのが悪い）

　エレノアはいつものようにくつくつと、楽しげに喉のどを鳴らして笑いながらそう言った。

「そうだな」

　エレノアの言う通りだと思ったおれは、小さく頷うなずいた。

　死ぬほど強ければ魔王を倒せるだろうし、いい女だったらおれが助ける。

　だが、そのどっちでもないんじゃしょうがない。

「ってわけだ。本当に恐怖政治をするつもりなら手伝うぞ」

「な、なんて男だ……お、お前こそ、真のま──」

「うん？」

「いや！　そんなことをしたところでお前に何のメリットがある!?　お前の目的は何だ!?」

「おれの目的？　だから、そんなの最初から決まってるだろ」

「なに？」

「お前を魔王にして、魔王を抱く」


「………………」



　アウラはこの日一番の、呆気あっけに取られた顔をした。

「お前──本気の本気で、馬鹿なのか？」

　口にしている以上に──心の底から呆あきれてそう思っていることが伝わってくる。

「……と、いうかだ」

「え？」

「今更だが、もう抱いてもいいんじゃないのかって思えてきた」

「──な、何!?」

「だってよ、おれはお前をもう、望み通り魔王にしてやったんだから、まずは一旦そこを精算すべきじゃないか？　世界統一はそのあとだ──もちろん別料金になるがな!!」


「──ッ！」



「そうだ。もう魔王にしてやったんだから、少なくとも一回分は遠慮することないよな？」

　おれはニィと笑って一歩踏み出した。

　反射的にアウラが一歩後ずさる。

（くくく。我も貴様が何を言っているかはわからん。だが、いいぞ。せっかくだ。乱暴に行け。魔王様をドロドロに陵辱りょうじょくしてやるのだ）

　エレノアもすっかりノリノリだった。

　ひかりを殺されかけた鬱憤うっぷんを前向きに晴らす意味も兼ねているんだろう。

（なんだったら我も手伝うぞ。極限までの快感と極限までの痛みを三秒ごとに交代して与えれば、普通の人間はそれだけで壊れる──果たして魔王はどうかな？）

（えぇ!?　それってホントなの、おかーさん？）

（うむ。今から実演してやるから、ちゃんと見ているのだぞ）

（うん、わかった！）

　邪気しかなくてノリノリのエレノア、まったく邪気がなくてノリノリのひかり。

　魔剣の母娘はいつも通りだった。

　実際に実演させるかどうかは──このあとの流れということにしておこう。

　おれはエレノアを止めるために、軽めにデコピンをしつつ、アウラに迫る。

「いいか、もう観念しろ。魔王だろうがなんだろうが、人生諦あきらめが肝心だ」

「ば、馬鹿を言うな！　私は誰もが恐れる魔王なのだぞ!?」

「そんなものおれは恐れないが？　そもそも魔王を抱きたいから、お前を魔王にしたんだぞ？」

「そ、そんな約束は、まだ人だった時に、別人格のアウラがしたことだ。魔王である私がしたものではない!!」

「だったら、ひかりを壊したのはお前がしたことだから、ちゃんと責任取れよな？」

「うっ、それは……。そ、そうだ、娘が──母と娘が見ている前で、お前は私にそんなことをするのか？　教育上よくないぞ」

（ひかり、弟か妹がほしいな？）

　だが、アウラが最後の頼みと縋すがったひかりは、無邪気にそんなことを言ってみせた。

「だってさ」

「うっ……」

　迫るおれ。

　じりじりと後ずさるアウラ。


「──っ！」



　追い詰められたアウラは、ついに限界に達すると、身を翻ひるがえして大空に向かって飛び上がった。

　魔王の力の一つ──飛行能力。

　だが、飛んで逃げることなど織り込み済みだ。

（逃がすなよ）

「もちろんだ」

　低く呟つぶやくエレノアを、グッと握り締める。

　ひかりを助けた後、力を振るうときは、意識して彼女を強く握るようになった。

　それによって力を解放すると、おれも空を飛んでアウラの後を追いかけた。

　逃げるアウラ──追いかけるおれ。

　身一つのアウラ──黒衣を纏まとうおれ。

　まるで二筋の流星が、空を切り裂いて飛んでいく。

「……く、来るな！　来るなと言っている!!」

　焦あせったアウラは、くるっと身を翻すと、おれの方を向き、飛び続けながら──手をかざして何かを放ってきた。

　ずしりとした重量感のあるそれを、エレノアを振って斬きり払う。

　斬るには斬れたが、ビリビリと手が痺しびれた。

「なんだ、今のは？」

（魔力弾だな。純粋に魔力だけをかたちにして撃ち出したものだ）

「へえ、さすが魔王だな。ただの魔力弾だけでこの威力か」

　例外はあるが、大抵の場合、魔力弾は魔法より威力が弱くなりがちだ。

　それでも、アウラが放ったそれは、弾くだけでおれの手を痺れさせた。

　やっぱり魔王は違うな、と、少し感心しながら更に追いかける。

（えへへ）

「どうした、ひかり？」

（うん、おとーさんとお空を飛ぶの、たのしいなって！）

「そういえば、こうやって一緒に飛ぶのは初めてだったか」

　おれは記憶を探ってみた。

　オリビアに乗っての飛行は何回かあったが、純粋に自分の力だけでひかりと一緒に飛ぶのは、これが初めてかもしれなかった。

　当たり前のように一緒に飛んでアウラを追いかけていたが──やっぱり初めてみたいだな。

　今更ながら、一緒に空を飛べたことに感謝した。

（ねえねえおとーさん、ひかりの力でもとべる？）

「もちろんだ。やってみるか？」

（うん！）

（おい、ひかりを失望させるなよ）

「わかっている」

　親馬鹿が過ぎるエレノアにそう返事を返しつつ、おれは飛ぶために使う力をエレノアのものからひかりものに切り替えた。

　エレノアとひかりの力はまったく同じ系統のもの。

　だから、エレノアでできることは理論上ひかりでもできる。

　今回も、実際にやってみると──できた。

（わああ!?　なんだかおかーさんよりもはやいかもー？）

（ほう？）

「ひかりの力だからな！　この力で一気に追いつくぞ!!」

（うん！）

　おれはひかりにそう言うと、更に速度を上げて、一気にアウラを追いかけた。

　地上百メートルくらいの上空で、音速の壁を突破しつつアウラに迫る。

　アウラは焦った様子で両手を交互に突き出しながら、連続で魔力弾を放ってきた。

　エレノアとひかりの二刀流で、それを次々と斬り払う。

　無数の魔力弾は、ちょっと手を痺れさせるものだったが、おれは気にせず更に迫った。

「だから来るなと!!」

　ずっと追われ続けて痺れを切らしたアウラは、空中で急ブレーキをかけると、Ｕターンしてこっちに向かって飛んできた。

　音速同士の交差。

　打ち合うアウラの腕とおれの魔剣。

　金属音。そして空気の爆発音が響き渡る。

　空中で、何度も交差しながら打ちあった。

　超音速でぶつかりあう──交錯する一瞬と一瞬。

　そんな中、アウラが徐々に落ち着きを取り戻していくのがわかった。

　──魔王。

　あらゆる生物を超越する、この世界における「究極生物」と言ってもいい存在。

　改めて──その力は圧倒的だった。

　それは、これまで何をしても折れるどころか刃こぼれ一つしなかった魔剣のひかりを軽々とへし折ったほどのもの。

　その力を、アウラは落ち着きとともに取り戻しつつあった。

　そして──空が割れた。

　超音速でぶつかって、打ち合っての競せりあい。

　おれはエレノア。

　アウラはその右腕で。

　激しく競りあいながら、至近距離で顔を突きあわせる。

「まったく、信じられないが」

「信じられないって、何がだ」

「それほどの力があるのに、どうしてそれを有用に使おうとしない」

「何を言ってる」

　おれは魔剣に力を込めた。

　アウラも同じようにする。

　互いに互いを弾はじき飛ばして、引きあうようにまたぶつかる。

「力なら使ってるぞ。いちばん有用なことにな」

「どんなことだ？」

「世界中のいい女を、おれのものにするために」

「そんな無駄な──それに女だけだと!?」

「当たり前だ。男になんかみじんも興味ねえ」

　打ち合うたびに、おれは高まっていっていた。

　腹の底から沸き上がる、ぐつぐつとした感情。

　それを余さずアウラにぶつけた。

　アウラにぶつけて、アウラと何度も何度も打ち合った。

「お前は本当に権力や宝に興味はないのか？」

「そんものどうでもいい──今はお前が欲しいだけだ」

「どうしてそこまでして私を望む？　なぜだ。魔王だからか？」

「違う」

「さっきは魔王を抱きたいと言っていたはずだが？」

「間違えるな。ただの魔王に興味はない。魔王になったアウラに興味があるんだ」

「その二つの違いも意味もわからないが……いいだろう。ならば私を倒してそうするといい」

「はは！　随分わかりやすくなったじゃねえか。もちろんそうするッ!!　言われなくてもな」

　おれはますます昂たかぶった。

　私が欲しければ倒してみろ。

　今までの問答よりも、遙はるかに話がわかりやすくなった。

　二振りの魔剣を握り締め、アウラに向かって斬りかかる。

「呆れたな。あそこから更に強くなるのか」

「最高にいい女が目の前にいるんだ。いくらでも強くなってやる」


「──っ！」



　アウラが少し赤面した。

　同時に迎撃・反撃が激しさを増した。

　少しは心を開いてくれたようだが、だからといって手心など、望むべくもない。

　いい、いいぞ。

「実にいい女だ、アウラ!!」

「一応、光栄だと、言っておくかっ!!」

（ねえ、おかーさん。なんだかアウラお姉ちゃんが……）

（うむ、そのようだな。しかしまあ、よいではないか）

（うん、そうだね！　今のおとーさん、すっごくかっこいいし）

（それだけじゃないぞ。この流れ、我は知っている）

（この流れって？）

（期待していていいぞ、ひかり）

（……？）

　おれがアウラと激戦を繰り広げる横で、エレノアとひかりが何かごちゃごちゃ言っていたが、あいにく耳にはほとんど入ってこなかった。

　剣と腕が激しく打ちあう。

　強大な膂力りょりょくを持った拳こぶしを躱かわしつつ、アウラを地面に向かって蹴けり落とす。

　そのまま急降下して追いかけて、エレノアの切っ先を真まっ直すぐ突き出した。

　着地したアウラは即反応して、揃そろえた指先をエレノアの切っ先と突き合わせた。

　力が拮抗きっこうして、押し合う体勢になる──が、おれはその勢いを受け流して、今度はひかりを握った拳で裏拳を放った。

　頰ほおに裏拳を食らったアウラが、不意によろめいた。

　そのよろめいたところを摑つかんで、顔を強引ごういんにこちらに向けて唇を奪う。

「ふふふ……やるじゃないか」

　キスが解かれた。

　そう言って笑うアウラと打ち合って、今度は魔剣を弾かれると、ガードがこじ開けられた。

　無防備になったおれの懐ふところに潜り込んできたアウラが、今度は唇を奪ってきた。

　一転、奇妙な光景になった。

　おれたちは殴り合いを始めた。

　競り合いながら、勝った方が相手の唇を一回奪う。

　殴り勝って、唇を奪う。

　逆にやられて、唇を奪われる。

　荒々しさ極きわまれりの──拳と唇の応酬。

　最後に殴り倒して、起き上がれなくなったアウラは。

　仰向あおむけに倒れながらも、笑顔でおれを見上げてきた。

　そのままおれは……彼女の上に覆おおい被かぶさった。





☆






（ふふ、これでもう、間違いないな）

（まちがいないって、なにが？　さっきの話？）

　すっかり蚊帳の外に置かれたエレノア母娘は、まるで他人事のような感じで観戦していた。

　目の前のやりとりを見てエレノアが訳知り顔で呟つぶやいたところを、ひかりが聞き返す。

（うむ、さっきの話だ）

（おかーさん、さっき知ってるっていってたけど、何を知ってるの？）

（決まってる。ひかりが産まれた時の話さ）

（私が？）

　不思議がるひかり。

　自分が生まれた時のことと、おとーさんの今の戦いと、何の関係があるんだろうと訝いぶかしんだ。

（いいか。ひかりを身ごもった時の話ではない。ひかりを産んだ時の話だ）

（えっと……？）

（その時と同じ。こいつは滾たぎる力を荒々しくぶつけた。あの時は我に──そして今は魔王に）

（……それじゃ!?）

　ハッとするひかり。

　直前に、カケルに「おねだり」した台詞せりふが脳裏のうりに甦よみがえった。

　──ひかり、弟か妹がほしいな。

（本当に!?　本当に本当？）

（十中八九、な）

　エレノアはハッキリそう肯定して、カケルとアウラを眺めた。

　そして──改めてひかりの母親として確信する。




　魔剣の娘は魔剣。

　魔王の子も、きっと魔王になるはずだと。
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　誰もいない荒野で、アウラと一緒に仰向あおむけに寝転んで空を見上げていた。

　いつの間にかすっかり日が暮れて、満天の星空になっていた。

　事が済んだあとのアウラが、ようやく腹を割ったように口を開く。

「もう、隠すものも全部なくなったから……正直に言おうか」

「ん？」

「魔王になって最初に誘おうと思ったのは──本当はカケルだった」

「……へえ」

　ひかりを折った直前の話か。

「その割には、お前……エレノアのことを誘ってなかったか」

「エレノアを誘えばカケルもついてきてくれると思った。直接だと断られるかもしれないけど、彼女が私を受け入れたら、カケルもついてくると思った。彼女がいないカケルは考えられない。カケルがいない彼女も考えられない。なら、まだエレノアに声を掛ける方が勝算があると思った」

「ふむ」

「でも、断られて。二人に……カケルに振り向いてほしくて、魔王の私は、次に二人の希望を壊すことにした。その結果が──これ」

「なるほど」

　あの行動の裏に、そんな考えがあったのか。

「それじゃ、おれも正直に言うか」

「え？」

「お前が魔王になった瞬間、その場で押し倒したくなった」

「ええっ!?」

「美しかった。だから、一瞬で理解した。今まで会った女の中で一番強いってことをな。比類無き強さ。それだけでお前は美しい」

「そ、そう……ありがとう」

　アウラはそう言うと、照れたように顔を背そむけた。

　それでも、耳の付け根まではっきり赤くなっているのがわかる。

「せっかくだから……もう一つ、正直に伝えておこうかな」

「おう、なんだ」

「エレノアを誘った理由には、嫉妬しっともあったかもしれない」

「嫉妬？」

「いつも貴方の一番近くにいて──一人だけ子供まで作っていて」

　ひかりのことか。

　確かにひかりは可愛かわいい。

　世界一、いや宇宙一──いや歴史上一可愛い。

　そんなひかりを娘に持つエレノアにアウラが嫉妬するのも……うん、当然だな。

「だからこそ、誘って──一緒に世界を取ったあと……壊したかったのかもしれない。壊して、壊して、壊して──最後にカケルにこう聞くんだ。私魔王とエレノア魔剣、どっちがいい？　って」

　アウラは少しだけ口角を上げてそう言うと、ふっと微笑ほほえんだ。

　それは本音なのか、魔王ならではの冗談ジョークなのか。

　ピロートークにしては内容が絶望的すぎるが、腹を割って話せるようになったアウラとは、前に比べてぐっと距離が近くなったように感じた。

　その結果──魔王になったアウラとも、このままいつまでもずっと話していられそうな……そんな気分になっていた。

（……おい、こやつは別に腹を割ったわけではないだろう）

　ふと、エレノアが会話に割り込んできた。

「腹を割ったわけじゃない、ってどういうことだ？」

　おれがエレノアに返事をすると、アウラは一瞬きょとんとしたが、すぐにそれがエレノアに向けられたものだとわかったのか、納得顔になった。

（貴様──気づいていないのか？）

「だから、何にだ」

（やつは最早ただの魔王ではない。確実に変わっているぞ……いや、戻ったと言うべきか？）

「変わる？　戻る？」

（決まっているだろう。元のアウラに、だ）

「……お、おぅ？」

　一呼吸間を空けて、おれは身体を起こすと、傍そばにいたアウラを見下ろした。

　おれに視線を向けられたアウラも身体を起こす。

　キョトンと不思議そうな表情で、こっちを見上げてきた。

　そんなアウラと目と目が合う。

　しばらくの間無言で見つめ合った。

　やがてアウラは顔を微かすかに赤らめると、ちょっとだけ恥ずかしそうに。

「な、なに？」

　と聞いた。

「お前……戻った、のか？」

「戻った？」

「前のアウラに戻ったのか、って聞いてるんだ」

「ええ？　……えっと、どう、なのかな？」

　アウラ本人は、そう言うと不思議そうに首を傾かしげた。

　エレノアに指摘されて、そういう目でアウラを見つめ続けたが……確かにそうかもしれない。

　アウラは、限りなく前のアウラに戻っているようだった。

（貴様は相変わらず鈍いな）

「お前こそ、いつ気づいたんだ」

（貴様らが始める直前だ）

「噓うそだろ？」

（おかーさんの言ってるの、ほんとだよ。ひかりも気づいてたよ！）

「マジか……」

　ひかりまでそんなことを言った。

　だったら……本当なんだろうな。

　おれは顎あごに手をやると、その時のことを思い出す。

「うーん、わからん」

「何がわからないの？」

　横からアウラが尋ねてきた。

「エレノアとひかりが、おれがお前を抱く前に、お前はもう戻ってきてたって言ってるんだが、思い出してもわからないんだ。今ならまあ──うん。戻ってきたかもしれないと思うんだが」

「……そう」

　アウラはそう言って俯うつむくと、少しだけ嬉うれしそうに口元を綻ほころばせた。

「なんで嬉しそうなんだ？」

「え？　そ、それは……」

　言い淀よどむアウラ。

（乙女心だ、バカもの）

「ん？」

（あのタイミングでわからなかったということは、貴様が昔のアウラか魔王アウラか関係なく抱きたいと思ったと言っているようなものだ。やつはそこが嬉しいのだろうよ）

「目の前の女がいい女なら、戻るも戻らないも──それこそ誰が相手だって関係ないだろ」

（いいから、喜んでいる本人に余計なことを言うなよ。それは野暮やぼってもんだ）

　……言われなくても。

　未いまだにチラチラおれを見て、嬉しそうに見えるアウラに水を差すこともない。

　おれはそのまま、それには触れないことにした。




　そうして、しばらくして。

　元に戻りつつあったアウラが、また口を開いた。

「そうだ。あの……ひかりちゃんと、話をさせてくれないか」

「ひかりと？　ああ、ひかりがいいならいいぞ。ひかり？」

（うん！　もちろんいいよ!!）

　ひかりはアウラの希望に元気よく応じると、魔剣から人間の姿に戻った。

　存在感が圧倒的な魔剣から、宇宙一可愛らしい女の子の姿に。

「なあに、アウラお姉ちゃん」

「──ごめんなさい!!」

　アウラはひかりの姿が顕現するなり、やにわに膝ひざを突いて土下座した。

「お、およよ？　おねーちゃん!?」

　これにはひかりも盛大に焦あせった。

　目をぐるぐるさせると、おれの方を見て助けを求める。

「おとーさん、ど、どうしよう」

「……」

　だが、おれは何も言わなかった。

　ここはおれが口を挟むべきところじゃない。

　何が正解かはわからないが……そこだけははっきりしていた。

「本当にごめんなさい。私はあなたに酷ひどいことをしてしまった」

「あわわわわわ……も、もういいよおねーちゃん!!」

「許して、くれるのか？」

　アウラは両手両膝を大地に突いたまま、顔だけ上げてひかりを見る。

「もちろんだよ！　それにひかり、最初からおねーちゃんのこと、おこってなんかないよ？」

「……怒って、ない？」

　必死にひかりに許しを乞うアウラ。

　そうして、望み通り許しを得たはずが……その一方で、最初から怒ってないというひかりの言葉に、不思議そうに首を傾かしげた。

「うん。だって、ひかりがおれちゃったのは──ひかりが弱かったからだよ」

「そ、それは──」

「もしひかりがおかーさんみたいなすごい魔剣だったら、誰にも折られなかったはずだもん。だから、ひかりが弱かっただけ。アウラおねーちゃんはわるくないよ！」

「え、えっと……？」

「ふっ、ははっ」

　おれは思わず吹きだした。

　そして笑った。

「アウラ、安心しろ。ひかりは噓は言わない。それは本音だ」

　おれはアウラを起こしつつ、教えてやった。

「エレノアはいつもひかりに『魔剣とはこうあるべきだ』って教え込んでるからな。ひかりは宇宙一可愛いが……、ただ可愛いだけの女の子じゃないんだ」

「そう、だったのか」

　アウラがその言葉を嚙かみしめる。

　そして、ひかりの頭をごしごし撫なでると、すぐに顔を上げて言った。

「わかった。でも、約束する」

「約束？」

「二度と同じ過あやまちを繰り返さないために、私は魔王の力を封印する」

「え……？　それって？」

「魔王の力は、時に強すぎるから。使うなら、力じゃなくて──智力だけ。それ以外はただの人と変わらない、普通の力を使う。魔王の力を使うのは、それに類する力を持つ者相手だけ」

「おねーちゃんは、ほんとにそれでいいの？」

　小首を傾げて尋ねるひかりだったが、すぐに、ぱぁっと顔を綻ほころばせる。

「それって、おとーさんだけにしか魔王の力はつかわないってことだよね!?　ナナさんでも、おとーさんにはまだ追いつけないし！　おとーさんってすごいもんね!!」

　アウラの言葉に、おれを持ち上げられたと感じたひかりが嬉しそうにはしゃぐ。

　その一方で、おれは即座にアウラの言葉を否定した。

「それはもったいないな。使えよ」

「え？　でも……そんなことをしたら」

「おれがいる」

「えっ……」

「もしお前が魔王の力を間違ったことに使っても──何かやらかしても。おれがいる」

「カケル様が……？」

「おれは強いお前が好きだ。だから力を持て。強いままでいろ。それでもしお前が間違ったら、またぶん殴ってキスして止めてやる。……それで問題ないだろ？」

「カケル様が……止めてくれる」

　ひかりを折ったことがよほど堪こたえたのか、自身の手を握ったり開いたりしながら、アウラが小さな声でそう呟つぶやく。

「任せろ」

　だから、端的に肯定した。

「……わかりました」

　すると、アウラはにこりと微笑んで。

「だったら、使います。ちゃんと使います。カケル様がいてくださる間は。そうしていつか、カケル様がいらっしゃらなくなってしまったら……その時は、封印します」

「ああ。好きにしろよ」

「はい。せっかくお墨付きも頂きましたし、強い私が好きだと聞くこともできましたから……この後は期待に応えつつ、私のやりたいことをしたいと思います。まずは、新たに魔王の国としてコモトリアを手に入れようかと思うのですが、どうでしょうか」

「おう、やってみろ」

　おれがにやりと笑って頷うなずくと、アウラは嬉しそうに笑った。





☆






　魔王の力を存分に発揮したアウラの強さは圧倒的だった。

　アウラ・トリデカ・コモトリアとしてではなく、魔王アウラとして現れた彼女は──今では魔王であると明かし、国をもらうと宣言した。

　そして、同時に、全ての王族・貴族の排除を明言した。

　それらを排除し、魔王である自分に全ての権力を集中させるということだ。

　文字通り──独裁。

　全てのことを魔王が決めるという体制作りの布石だった。

　魔王アウラは、過日、元のアウラに戻ったと思われたが、それは微妙に間違っていた。

　確かに、カケルへの気持ちは戻った。

　人としての感情も、いくらか戻った。

　人としての優しさなども──戻ったといえば戻った。

　だが。

　そこにいるのは、確かにアウラ。

　しかし、かつてコモトリア王女だったアウラではない。

　一度は魔王に堕おち──カケルによって人としての一部を覚醒かくせいさせられた──不思議な存在。

　これまでには存在しなかった、魔王であり、人でもある……初めての魔王。

　その判断基準は冷酷なほどに明確で、コモトリア王室に何ら思い入れがなくなったアウラは、自身が国を統治するのに邪魔な王族や貴族の排除を、全く躊躇ちゅうちょなく行っていった。

　当然、残った王族たちは激しく反発した。

　国のあちこちから王族貴族が挙兵して、打倒魔王を旗印に立ち上がった。

　それは、ピーク時には十万にも及ぶという軍勢になった。

　それでも──十万を超える兵力であっても、アウラに傷一つつけることはできなかった。

　アウラは自ら反乱軍のところに赴くと、単身、それを全て潰つぶしていった。

　その戦いは極きわめて一方的だった。

　それでも、虐殺、と呼ばれるものにはならなかった。

　魔王の圧倒的な力は……一方的な戦いを生み出した。

　いや、それは戦いとさえ言えないものだった。

　アウラの身体には、傷一つつけられることはなかった。

　しかし──反乱軍にも、死者は一人も出なかった。

　アウラの持つ圧倒的すぎる力は、一対十万であっても手加減することを可能にした。

　アウラの前に立った兵士は、全員きっちりと一撃で全治数ヶ月の重傷を負わされた。

　一方で、死者は一人も出なかった。

　アウラが駆け抜けるところ、誰もが地に倒れ、苦悶くもんに呻うめいた。

　それでも、死者だけは出なかった。

　そして……時が経たつにつれ、そのことが徐々に知れ渡っていった。

　すると、指揮官のみならず、兵たちでさえもその意味を理解した。

　一対十万なのにもかかわらず、死者は一人も出ていない。

　圧倒的な力で手加減されていることくらい、誰にでも理解できる。

　国中が、人の心を持つ魔王アウラの力に戦慄せんりつした。

　最初に見限ったのは、一般兵だった。

　後世の人間とは違い、この時代の雑兵ぞうひょうは、死ぬことをさほど恐れてはいない。

　というのも、雑兵は大抵貧しい農民で、戦争中に死ねば補償金で残された家族がそれなりに食べていけるからだ。

　そうは言っても、この戦いに勝ち目がないのは誰の目にも明らかだった。

　しかも──殺してもらえない。

　戦い続けても、一般兵は重傷を負うだけの未来しか残されていない。

　戦死を遂げて家族に金を残すことも敵わず、戦勝の恩恵も、与あずかることは期待できない。

　残った未来は、重傷を負って報酬も得られず、苦しい生活を強いられるという現実だけ。

　まさにそれは、骨折り損のくたびれ儲もうけそのものだった。

　ゆえに。

　まず、理念やそういったものとは無縁の、一般兵から逃げ出した。

　皮肉にも、アウラに一撃で重傷を負わされた者は、逃げ出すくらいならなんとかできた。

　アウラが、それができるよう、計算して傷を負わせていたからだ。

　当然、アウラは逃げ出す者を追撃しようとはしなかった。

　むしろ、逃亡兵を捕らえようとする王族・貴族側の追っ手から、脱走兵を逃すことさえした。

　逃げれば軽く。

　残れば、重く。

　そんな噂うわさが兵たちの間で広がり始めると──。

　ピークは十万もあった反乱軍が、気づけば三千程度の小勢になっていた。

　最早、勝負あった。

　アウラは、誰一人殺さなかった。

　国民を殲滅せんめつしたりはしなかった。

　逃亡した十万の一般兵は、魔王アウラの恐ろしさと、初手で逃げることの大切さ。

　その二つを吹聴ふいちょうして回った。

　そうして──逃亡兵が行く先々でそう言って回った結果。

　抵抗する者たちは、街を経るごとに少なくなり。

　結果、アウラは、一滴の血も流すことなく、コモトリアを手に入れた。




　それはまさに──戦史の常識を覆す一大事。

　これが、歴史家が後世に噓つき呼ばわりされるようになった「アウラの国盗り」の顚末てんまつであった。
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　大陸某所。

　結城カケルが知らない場所で、五人の女たちが集まっていた。

　コモトリアを手に入れたばかりのコモトリア王、魔王アウラ。

　アイギナ王国総理王大臣、セレーネ・ミ・アイギナ。

　シラクーザ双女王、理のフィオナ。

　カランバ王国女王、リカ・カランバ。

　そして、それら四人を招集した──メルクーリ王女、テレシアの双花。

　ヘレネー・テレシア・メルクーリ。

　円卓が置かれた広い部屋で、五人は向き合って等間隔で座っていた。

　その背後には、各国精鋭の部下、護衛が控えている。

　唯一アウラだけ、魔王ゆえ部下を連れず、単身ここに来ていた。

「まずは、揃そろってここにご参集頂きましたこと、心より感謝いたします。本日みなさんをお招きしたのは、二つの議題についてお話ししたいと思ったためです」

　ヘレネーは、いつも通り穏やかな微笑ほほえみを湛たたえると、にこやかに開会を宣言した。

「その前にまず確認を。今回お集まり頂いたみなさんは──皆心の底からカケル様を想おもい、慕っていらっしゃるということで、お間違いありませんでしょうか」

「……何を、今更」

　開会早々、突然おかしなことを尋ねるヘレネーに、リカが困惑した様子で鼻白はなじろむ。

「ここにいる誰もが、カケルがいなければこの位置にいない。いえ、この位置どころか、最早この世にいなかった者さえいるでしょう」

「うん。ショウがいなかったらあたし、たぶん今ごろもう磔はりつけとかにされてると思う」

「私も──マリといっしょにあの戦いに巻き込まれて、どうなっていたか」

「──」「……」

　これほど高い身分にいる女たちが──全員、次々にそれぞれの言葉で想いを答えていく。

　唯一、アウラだけは何も言わなかったが、目を閉じたまま頷うなずくことで同意を示していた。

「それで──カケルを慕う私たちを一堂に集めて、あなたは何をしようというのかしら？　今こそカケルの下もとに集つどって、世界を一つにしようとでも呼びかけるつもりなの？」

「いいえ。あいにくそうではありません。むしろ逆だと言えるでしょうか」

　挑発するようなリカの言葉を、ヘレネーはバッサリ否定した。

　それどころか、やりたいことは真逆だと宣言する。

　この場に臨席する者の中で、政治力トップ２なのは、この二人。

　セレーネには、政治力はもちろん皆無。

　フィオナは人たらしではあるが、政治力は食堂の看板娘時代からほとんど変わっていない。

　アウラは、魔王として力こそ最強だが、魔王に政治力は必要ない。

　ゆえに、今、互いに見つめあい、視線を逸らさない二人に少し居心地の悪さを感じつつも、どんな話であれ、結局はこの二人を中心に進められていくのだと、誰もが内心そう思っていた。

「私が提案するのは──シンプルに言うと〝永久非停戦〟とでもいうべきもの」

　──〝永久非停戦〟

　突如ヘレネーの口から発せられた耳慣れない言葉に、ヘレネーを除いた四人が言葉を失う。

　セレーネ、フィオナ、アウラ。

　この三人は「こいつヘレネーは何を言ってるんだ？」と、完全に理解できないという顔でヘレネーを見た。

　一方。

　唯一、リカだけは少し違っていた。

　彼女は、目を見開いて驚いていた。

　それも、トップ２らしく、ヘレネーの提案を理解したうえで驚いていた。

「なるほど。あなたは世界を──常時戦争状態に、置きたいというのね？」

「はい。いかがでしょう？」

　ヘレネーがニコリと微笑む。微笑みながら改めてカケルに恋する権力者の少女たちに尋ねる。

　尋ねられたリカは、顎あごに指を当てて思案し。

　アウラは目を瞑つむったまま、肯定も否定もせず。

　セレーネは、ヘレネーの言っている意味が全くわからないように辺りをキョロキョロした。

「ええ……？　そんなの絶対おかしいですよ……」

　そして、セレーネの視線がフィオナに至ったところで、彼女はようやく戸惑いの声を上げた。

「やっと平和な世界を望めるようになったのに、ずっと戦争状態にするなんて──」

　フィオナの指摘は極きわめてもっともなものだった。

　庶民的な感覚が残るフィオナからしてみれば、戦争なんて、百害あって一利ない。

　だからこそ、自分が権力側に立った以上、決して起こしてはいけないと思っているし、賛成もできない。

「ええ、その通りですね？」

　フィオナに半ば非難するかのような口ぶりで問われても、ヘレネーは微笑みを絶やさない。

　それどころか。

「ところで──みなさんはありませんか？　カケル様に『いい女』だと仰おっしゃって頂いた経験が」

　悪戯いたずらっぽく口元を隠しながら、彼女は改めて笑顔で皆にそんなことを尋ねた。

「え──？」

　場に一つ、大きなどよめきが訪れる。

　ヘレネーが尋ねたことは、そのくらい突拍子もないことだった。

　それでも、その問いはこの場にいる誰もが経験していることで──。

　そのため、円卓を囲っていた五人の表情が、一瞬和らいだ。

　各々思い思いに記憶を遡さかのぼると、頰ほおを桜色に染め……春めいた空気が部屋に充満する。

「……ちょ、ちょっと待ってください!!」

　その中で、一番最初に我に返ったのは、やはりフィオナだった。

「そのこととさっきの話に何の関係があるんですか!?　戦争するかどうかの話じゃ──」

　ヘレネーの腕を取ってぐいぐい引っ張ると、そう尋ねるフィオナ。

　そんな彼女の鼻を、横から無表情のリカが突いた。

「あなたこそ──まだわからないの？」


「え、えぇ……？」



　ますます困惑するフィオナを見て、溜息ためいきを一つ吐つくと、改めてリカが説明する。

「ヘレネーが言ってることは、彼女自身が戦争殺し合いを望んでるってことじゃない。まずそのことを明確にしておくわ」

「え──？　でも、彼女はさっき〝永久非停戦〟って」

「その後、こうも言っていたでしょう？　『カケルにいい女って言われたことはないか』って」

「は、はい……」

「そこから考えて。ここにいる子たちはみんなカケルのことを想ってて──世界は今平和になりつつあって──私たちはそんな世界をある程度自由にできる。……となると、ヘレネーは誰の意図を汲んで、何をしようとしていると思う？」

「あっ──!?　ひょっとしてカケルさんの!?」

「正解よ。意図というよりは──希望だと思うけど」

　リカは微かすかに表情を綻ほころばせると、ヘレネーに視線を送り、続きを説明するよう促した。

「今回のことで──私たちが一つに纏まとまることで、確かに世界は平和になりました」

　リカの視線を受けて、ヘレネーが語り出す。

　それは、そうだ。確かにそう。

　フィオナはこくこく頷きながら、ごくりと唾つばを呑のむと、続くヘレネーの言葉を待つ。

「ただ、その結果生まれた平穏で私たちが馴なれ合うことを──カケル様はよしとされるでしょうか」

　ヘレネーの問題提起に対して大きく頷いて賛意を示すと、リカが自身の言葉で続けた。

「そうね。彼なら、いつだって競い合い、高め合うことを望むはずだわ。そうじゃない？」

「なるほど──だからこその〝永久非停戦〟」

　ここに来てようやくヘレネーの提言に合点がいったのか、フィオナも腕を組んで頷いた。

「そうです。カケル様のおかげで──カケル様のお力で、私たちは近づきすぎてしまった。本来、私たちの立場は──関わりのかたちは、そうではないはず」

「そう。だから……私たちは戻る必要がある。カケルの期待に応こたえるために。これからも──カケルに愛し続けてもらうために」

「確かに、カケルさんに失望されたり、愛してもらえなくなっちゃうくらいなら、死んだ方がマシですよね。となると、ここは賛成せざるを得ない、のかな……？　けど──」

　ヘレネーが語り、リカが補足し、フィオナが納得しかける。

　そんな流れになってきたところで──黙ってキョロキョロしながら三人のやりとりを聞いていたセレーネが声を上げた。

「で、でも、そんなことをしたら、人がたくさん死んじゃわない？　それはいいの？」

　セレーネは、ここでも「わからないから誰か教えて！」といった口調で尋ねる。

　カケルの件では確かにそうかも、と思いながらも、フィオナも引っかかっていた疑問。

「私も、そこが疑問だったんです」

　代わりにそれを尋ねてくれたセレーナに、フィオナが感謝するように優しく微笑んだ。

「人は──死ぬでしょうね。でも、それが何か？」

　一方、ニコニコと微笑みを絶やさずにヘレネーが言う。

「確かに戦争は愚かかもしれないが──戦争には世界を発展させてきた側面もある」

　アウラが静かに言葉を繫つなぐ。それは戦時の指導者が戦後必ず口にする言葉。

「そんなの詭弁きべんですよ！」

　抗議するフィオナ。

　その耳元で、一転、ヘレネーが冷たい言葉で言い放った。

「でしたら、貴方の国は敗北を──蹂躙じゅうりんを黙って受け入れればいい。敢あえて申し上げますが、世界には私たち以外にも国があるのですよ。内乱だってある。いつだって戦争は起こりうる。今日にも、明日にも。私は必要があれば、いつだって貴方の国に攻め入ることも厭いといません」

「そ、そんな……」

「じ、実際もしそうなったら、さすがに戦わないわけにはいかないよね……でも、どうしよう。あたしバカだし……」

　ヘレネーの言葉に隠されたプレッシャーに、フィオナとセレーネがしゅんとした。

「ヘレネー、あまり二人をいじめないの」

　二人をフォローするかのように、ここでもう一度リカが口を開いた。

「ヘレネーは『必要があれば』と言ったでしょう。第一、戦うといってもいろんな方法がある。そのいい例がデルフィナ。商人でありながら、領土を手中に収め、我が世の春を楽しんでる。彼女の戦場は『経済』。血を流す戦いじゃない。他にも知略、戦略。戦い方にはいろいろある」

「敢えて外に敵を持ってみることもあるんじゃないか。例えば、魔境に攻め入ってみるとか。傷つく者もいるかもしれないが、得られる地下資源によっては等価以上になるかもしれない」

　リカの言葉に、アウラもそう言って補足した。

「え……」「ふぇ？」

　もし、戦争をするとしても。

　人死にの出ない……少なくて済む方法がある。

　そう教えられた二人が、ポカンと口を開けたままリカを見る。

「そもそも私たちが戦う必要があるのは、カケルが退屈しないため。私たちが、切磋琢磨して、いい女で居続けるため。だったら──使うのは、力でも、頭でも、何でもいいということよ」

「そっか……そうですよね」

「なるほどなるほど。要するに、何でもありってことだね」

　笑顔でぶんぶん頷くフィオナとセレーネ。

「そう安心させておいて、後ろから攻めてくるのがヘレネーだから。せいぜい気をつけて」

　すっかり安心しきった二人に、リカが背後からそう声を掛けた。





☆






「……と、いうことで、〝永久非停戦〟ですが」

「私は賛成。いろいろな意味でヘレネーたちと鎬しのぎを削る、刺激的な毎日になりそうだし」

　真っ先に賛意を示したのは、文字通り政治力トップ２の一方、リカ。

「ふふ……油断されると、私もリカさんのように、薔薇ばらの園を作るかもしれませんよ？」

「どうぞどうぞ。目利めききがあって、一朝一夕でできると思えるなら、ね」

「私も賛成だ」

　次の賛成者は、意外にもアウラだった。

「私は──魔王になって、誰よりも強くなった瞬間、カケル様に抱きたいと思ってもらえた。だったら、誰よりも強くありたい。あいにく私に足りないものもたくさんあるが、おかげで、唯一無二のものも手に入れられた。戦争上等。いつでも掛かってきてほしい」

「わ、私も賛成、かな？」

　アウラに続いて、三人目におずおずと手を挙げたのは──フィオナ。

「拒否しても巻き込まれそうですし……四人で組んで戦いを挑まれても困っちゃいますから。それに──もちろんカケルさんにも愛されたいですし。できればお手柔らかにお願いします」

　そう言ってフィオナは拝むように両手を合わせた。

　残るは一人。

　セレーネ一人。

　そんなセレーネは、

「あたしだってショウに愛されたい！　でも、それには……賛成、反対、どっちがいいの？　あたし、バカだからまだよくわからない。教えて、せんせー」

　疑問を素直に口にするセレーネに。

「あらあら」「まったく」「答えは一つ」「敢えて言うなら、そっちが正解？」などなど、それぞれ口々に言いつつも。

　誰よりも聡さとい女たちの答えは。




「──もちろん〝賛成〟を選ぶのが正解ですよ？」





☆






　この日。

　めでたく彼女たちの間で、〝永久非停戦〟が決議された。

　非停戦に当たって、彼女たちの取り決めは、二つ。

「手段は問わない。方法も問わない。時に人死にも厭わない。ただ一つだけ条件をつけるなら。カケルが興味を示すほど──意味のある戦いを目指し、仕掛けること」

　今日から、彼女たちにとって緊張感に満ちた日々が始まる。

　それは結果的にカケルを喜ばせ、国と国の関係を促進し、あるいは衰退させ。

　知略、謀略、力を駆使して勝利を目指す彼女たちを、一層輝かせた。





☆






「そういえばヘレネー様、もう一つ議題があるって、最初に言ってませんでした？」

　フィオナが小首を傾かしげて尋ねる。

「はい。確かにもう一つありますわ」

「なんだか怖いですけど……〝永久非停戦〟以上に怖い話が出てきたらどうしよう」

「それについては、ご心配なさらないでください」

　ヘレネーはコホン、と一つ咳払せきばらいをすると、三度全員を見回してから、言った。

「耳ざとい方は関心があるかもしれませんが──一点だけ。〝子を身ごもった相手には、絶対手を出さない〟。そういう取り決めを、皆様と交わしたいのです」

「「「「異議無し」」」」

　こちらは綺麗きれいに、ぴったりと声が揃った。

　ひかりの一件を知っている四人の女たちは、まったく迷いなく即答したのだった。
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　屋敷の寝室。

　キングサイズよりも更に大きなベッドの上。

　カーテンから漏もれる日差ひざしを受けながら、おれはオルティアと身体を寄せ合っていた。

　オルティアはシルクのドレスを纏まとって、おれの腕に抱かれている。

「──♪」

　昨夜から、彼女はずっと上機嫌だった。

　顔に笑顔を絶やさず、何がなくても全身を擦りつけてくる、大型犬みたいな愛情表現をしてきていた。

「機嫌がいいな」

「そう？」

「ああ、かなりよさげだ。何かいいことでもあったのか？」

「そうね。それはきっと──今回出番がなかったからだわ」

「出番がないと嬉うれしくなるのか？」

「もちろん。今回、魔王の攻略に当たって知識を求められなかったでしょう？」

「ああ」

「更に、終わった後の安らぎのために女として使ってくれた。それが嬉しいの」

「そうか」

　オルティア。

　巷では──大賢者オルティアと呼ばれている女。

　過去の世界で出会った、数百年を生き、多くの知識を有している聡さとい女。

　彼女はこの数百年間ずっと「大賢者」として周りの人間たちから知識を求められ続けてきた。

「人間は、『できること』と『したいこと』が一致しない生き物なのよ」

　一瞬だけ大賢者の聡い空気に戻り、おれの疑問に答えるかのような台詞せりふでそう告げる。

　おれはそんな彼女の唇を奪うと、その聡い空気を追い払った。

『私はオルティア、ただのオルティア』

　出会った時からそう名乗ってきた彼女は、大賢者として求められることに飽き飽きしていた。

　大賢者ではなく、ただの女として求められたいオルティア。

　それを理解しているおれは、ほとんどの場合そう接している。

　もちろん、今回の魔王の一件もそうだった。

「なるほどな。ちなみに、もしおれが今回オルティアに頼ろうとしてたらどうだったんだ？」
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「もちろん、私はそれに答えてしまったでしょうね。不快さで眉間みけんに深い皺しわを刻みながら」

「そうか。頼らなくて正解だったな。だが、もし頼ってたら何て答えてたのかも気になる」

「え？」

「おれに魔王の攻略を求められてたら、お前は何て答えてたのか、知りたい」

「カケル……」

「もう全部終わった。大賢者の知識に縋すがりたいわけじゃない。寝物語に聞きたいだけだ」

「あっ……」

　一瞬曇りかけたオルティアの顔は、おれのその言葉に、すぐに嬉しさで上書きされた。

　オルティアは完全に行為を終えてくつろぐ女の顔になった。

　大賢者としての知識を寝物語として無意味に消費されることが、特に嬉しかったみたいだ。

　一種のプレイ。極きわめて贅沢なプレイだ。

　それは無意味に万札を燃やして「どうだ明るくなったろう」と辺りを照らすのと同じこと。

　オルティアはその後もすごく喜ぶと、おれにますます身体を押しつけながら、大賢者でなくただの女の口調で話した。

「……魔王は、完全に不老不死なの。何をどうやっても殺せないわ」

「へえ。そうだったのか。何をどうやってもか？」

　突然のオルティアの暴露に、おれはちょっと驚いた。

　今更ながらによく戦ったものだと思う。

「傷を負ってもすぐに治る。どこか欠けても即座に再生する。もし切断されたとしても一秒もたたないうちにつくの」

「すげえな。魔王ってそんなに強かったのか」

「そう。だから、倒すためには、本来方法を知らないといけない。例えば──」

　婉然えんぜんと微笑みながら、あくまで寝物語の口調で言うオルティア。

「四肢を引きちぎって、世界の四隅に隔離」

　ただ、その内容は、寝物語にしてはいささかハードだった。

「へえ？」

「引きちぎった四肢を消滅させれば、残ったところから再生が始まってしまう。斬きり落として引き離せば、肉体はそれが戻るのを待つから再生しない」

「なるほど。そういう弱点があったのか」

「もしくは、心臓を抉えぐりだして延々と刻む。魔王は心臓を抉られても死なないけど、心臓の再生は他の部位に比べて力を多く消耗するから。続ければ弱らせることができる」

「確かに理に適かなってるな」

「あと──これは現実的じゃないかもしれないけど。魔法が暴虐を重ねるにつれて、魔王の天敵たる勇者が生まれると言われているの。もし世界の人間の半分を殺したりすれば、魔王を圧倒できる勇者がすぐに現れるかも」

「世界の半分か。よし、いざとなったら男を皆殺しにしよう」

　軽口で相づちを打って、オルティアの語る寝物語を楽しむ。

　実際のところ、魔王アウラもおれの女になった今となっては、滅ぼす必要もつもりもない。

　大賢者としてのオルティアの知識は、最早、完全に無用。

　この場で雑談のネタとして、ただ消費されていくだけだ。

　オルティアはそのことが本当に嬉しいようだ。

　その証拠に、話が終わっても、変わらずずっとにこにこしていた。

　忌まわしい知識という名の記憶を、無価値に次々と火にくべて焼却していく。

　そんなすがすがしさが、彼女の表情からは窺うかがえた。

　そうして。

　全く役に立たない魔王の倒し方を一通り話した後、オルティアは更に強く、身体をおれに押しつけてきた。

　その柔らかさ。

　伝わってくる温ぬくもり。

　鼻腔をくすぐる芳しい香り。

　おれはそれにムラムラして、このままもう一度押し倒そうとした──。

「アウラさんが、少し羨うらやましい」

「──羨ましい？」

　と、すんでのところで動きを止めた。

　腕の中で小さく零こぼす彼女を見つめる。

「だって──カケルに生まれ変わらせてもらえたもの。カケルのためだけの存在に」

「ふむ？」

「魔王ほどの存在を、ただの女にしてしまえるのは、この世でカケルしかいないでしょう？　他の誰にできるというの？」

「もし──他のヤツが大賢者様にそれをしたいと問うたらどうする？」

「無理。カケルに頼むか、カケルになるしかない……そう答えるしかないでしょうね」

　おれのふざけた問いに乗るように、オルティアはちょっとだけおどけて言った。

「そういうものか」

「ええ。本当、羨ましい……」

　少しだけ寂さびしげな表情をするオルティア。

「そうなれるってわかってたら、私が魔王を目指したのに」

「やめとけ。大賢者の次は魔王って称号が一生離れなくなるぞ」

「それもそうね。やめておいて正解」

　オルティアはそう言って少し身じろぎすると、もうとっくにゼロの距離をさらに狭せばめるべく身体をくっつけてきた。

　生まれ変わり、か。

　なるほどな。

　要するに、オルティアは完全に大賢者じゃなくなりたいんだな。

　おれの前では、大賢者でなく、ただの女でいられる。

　そのことを彼女は心の底から嬉しいと思ってる。

　それでも──その世界から、ただの一歩でも外に出れば。

　やっぱり、ただのオルティアではいられない。

　大賢者オルティアとして見られるしかないってことだ。

（くくく、人間だなあ）

　何がだ？

（人間というものはな、幸せの存在を知らずにいる時は不幸や停滞を受け入れることができるが、少しでも幸せを知れば、後は際限なく欲求をエスカレートさせてしまう生き物なのだ）

　なるほど。

　つまり、おれの前だけじゃなくて、常に「ただのオルティア」でいたくなったってことか。

「……じゃあ書き換えるか」

「え？」

「とにかくお前は大賢者だと思われるのが嫌なんだろ？」

「え、ええ。そうだけど……」

「だったら、オルティアという名前を聞いて、誰もかもが別の何か──そうだな。例えば、『女』的な何かを思うような世界にすればいいってことだ」

「簡単そうに言うけど──そう簡単じゃないわ」

「だが、言うほど難しい話でもない」

「本当に？」

「ああ。大衆が持つイメージなんて、ちょっとしたことで簡単に書き換えられるもんだ。ちょっとした事件があっただけで、本来肯定的だった言葉や、意味のなかった言葉が、容易に悪意を持たされたりな」

　言いながら、おれは頭の中で青写真を描いていく。

　必要なこと。

　やるべきこと。

　それによって変わること。

　それを一通り頭の中でシミュレートして、かたちにしていく。

「念のために聞いておくが」

「え？」

「どんなことがあっても後悔は──…いや、違うな」

　おれは言いかけた言葉を途中で切って、ふと笑った。

「何がどうなったって、お前はおれの女だ。そこは変わらないんだから、後悔する可能性になんて触れておく必要ないだろ」

「……ええ、もちろん」

　オルティアは一瞬だけ目を見開いて驚いたが、すぐにそれ以上に嬉しそうな顔をして、おれに更に寄り添ってきた。

　おれは彼女を抱き留めたまま、ワープの羽根を取り出す。

　それを使って、デルフィナ商会のデルフィナの部屋に飛んだ。

　豪奢な調度品があしらわれた執務室の中で、デルフィナはちょうど書類の処理をしていた。

　ワープの羽根のことは知っていても、名前のイメージを変えるのに、どうしてデルフィナのところに？　って感じで驚くオルティア。

「あら、これはこれはカケル様、それに、オルティア様」

　デルフィナは書類を書いていた手を止めると、座ったまま執務机越しにおれたちを見上げてきた。

「今日はどんなご用件ですの？」

「デルフィナ、お前──娼館しょうかんとかやってるか？」

「娼館ですか？　娼館といいますのは、要するに、殿方に娼婦を供する、あの……？」

「そう。それだ」

「え、ええ……まあ、間接的には」

「そうか。だったら大規模にやりたいことがある、頼めるか？」

「もちろん、できますとも。ただ──お金次第ではありますが」

　デルフィナはそう言うと、不敵に笑った。

　相変わらずブレない、商人として極めて正しい答え。

　やっぱり──いい女だ。

「いいか。世界の娼館で、一番人気の娼婦たちを全員『オルティア』って名前にしたいんだ」

「は、はあ……。そ、それだけですか？」

「それだけだ」

「でしたら、もちろん造作もありませんわ。突然真顔でいらっしゃって、娼館についてなんて尋ねられるものですから、よほど無理難題を出されるものだと身構えてしまいましたわ」

「か、カケル……、それは……？」

「おれのやろうとしてることがわかるか？　これで、半年もしないうちに『オルティア』って名前は最高級の娼婦──のことを指す代名詞に変わる」

「あっ……」

「でもカケル様。本当によろしいんですか？　失礼ですが、後悔など──」

「構わん。名前がどうなろうが、どのみちおれの女なんだ。後悔なんてさせると思うか？」

「……カケル!!」

　感極かんきわまった様子のオルティアが、突然おれにしがみついた。

　ぎゅっと──これまでで一番強く、全力でしがみついてきた。

「これで──捨てていいの？　大賢者であることを、捨てていい？」

「ああ」

「これから先、ずっと、ただの女でいていいの？　誰の問いにも答える必要なくなるの？」

「そうだ。もう、オルティアと聞いて大賢者を思い浮かべるヤツはいなくなる。好きにしろ」

「ありがとう……」

　オルティアはおれの腕の中で、涙ぐみながらお礼を言ってきた。




　結局。大衆は実に影響されやすく。

　数百年間続いたオルティア＝大賢者というイメージは、あっという間にトップ娼婦の代名詞に取って代わられた。

　そしてオルティアは、より憑つき物が落ちたかのように、おれの女として侍はべるようになった。
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「各地の娼館しょうかんで──特に『身体を売らない娼婦』を中心に、オルティアの名前を名乗らせる流れが進んでいるようです」

　デルフィナの商館。

　彼女の部屋で、おれはいつも通りソファーに座って報告を受けていた。

　オルティアの件についての経過報告だ。

　予想通りの展開に、最初は「なるほどな」って感じで話を聞いていたが、ここに来て「ん？」と疑問に思った。

「身体を売らない娼婦ってどういうことだ？　そんなものがあるのか？」

「はい。いわゆる『格』のためにそのようなことをしている娼婦は、至るところにおりますわ。希少価値狙い、とでもいいましょうか」

「ふむ」

「誰でも抱ける娼婦……お金さえ積めば抱ける娼婦。それらはただそれだけで価値がそこそこのものになってしまいますから」

「ああ、なるほどな。会いに行けるアイドルよりも、会えないアイドルってことか」

「アイ、ドル──という言葉の意味はよくわかりませんが、きっとそのようなものですわ」

　おれは頷うなずき、納得した。

「とにかく、よくやってくれた」

　そうして、デルフィナを労ねぎらった。

「本当は世界中の娼婦が『オルティア』と名乗ることを彼女は望んでいたかもしれませんが」

「そこはしょうがない。名乗りたいヤツに名乗らせることはできても、名乗りたくないヤツに強制することはできないからな。だいたい──今はまだ『大賢者オルティア』のイメージが強すぎる」

　おれがそう言うと、デルフィナは深く頷いた。

「ええ、それを上書きするには、どこかで『オルティア』を名乗る娼婦の神格化……ブレイクスルーとなるポイントが必要でしょう」

「そうだな」

「それについても既にいくつか種になりそうなものを仕込んでおきましたから。なるべく早く、オルティア＝大賢者のイメージを消してみせますわ」

「ああ。頼んだぞ」

　オルティアの件は、たぶんもうこれで大丈夫だ。

　デルフィナに任せておけば間違いない。後は首尾よくやってくれるだろう。

　……と、思ったのだが。

　おれに報告を終えたデルフィナの顔には、微かすかに浮かない色があった。

　パッと見、普段と変わらないが、よく見ると僅わずかに違う。

「何か、悩みごとでもあるのか？」

「え？」

「いいから言ってみろ」

「……」

　デルフィナは一瞬驚き、それから静かに微笑すると、おれを見つめた。

「なぜ、そのように思われたのです？」

「なぜも何も、明らかに普段とは様子が違うだろ」

「……」

　再び驚くデルフィナ。

　さっきよりも長い間目を見開いてから、今度は「ふっ」と声を出して笑った。

「参りましたわ。てっきり、かまかけかと思っていましたのに」

「お前相手にそんな無駄なことはしない。……で？　どうしたんだ」

「そう、ですわね……」

　頰ほおに手を当てて、思案顔をするデルフィナ。

　その表情は、さっきの浮かない顔はどこへやら。なぜか楽しげにも見えた。

「金の話か」

「……ええ」

　一呼吸おいて、ますます楽しげに言う。

「お金と言えば……お金の話ですわね」

「なんだ、バカでかい赤字にでも見舞われたのか」

「まさか。──むしろ、逆ですわ」

「逆だって？」

「ええ。最近儲もうかって儲かって仕方がありませんの。おかげさまでアウラ様が魔王になられたことを先に知ることができましたから、魔王がコモトリアを獲りにいく際の過程で、儲けられそうだと考えられるものには全て手を出して稼がせて頂きましたわ。アウラ様の払いは驚くくらいよいものでしたが──コモトリアによくあれほどのお金があったものです」

「ほう。相変わらずやるじゃないか」

「商売は情報が命。せっかくカケル様から唯一無二の情報を頂きましたから。活いかさないとバチが当たりますわ」

「おれからすると、情報をやったつもりはないんだがな」

「お金儲かねもうけのネタは、日常の会話の中にこそ、潜んでいることが多いのですわ」

「なるほどな」

　おれは感心して頷いた。

　そういう見方ができるからこそ、デルフィナは今までこれほど儲けてこられたんだろうな。




　そして。

　デルフィナは──そこで一旦いったん会話を止めた。

　つまり、今の話の中に、彼女の悩みがあるってことだ。

　彼女は、儲かりすぎていると言った。

「……ああ」

　おれはピンと来た。

　というか、思い出した。

「そうすると、アウラはもちろんだが、オルティアのせい、ということにもなりそうだな」

「ええ。そういうことにもなりますわ」

　おれの言葉に、デルフィナはにやり、と悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

　オルティアのせい──それはおれが、オルティアの一番の望みを叶かなえてやったこと。

　その一方で、デルフィナにも望みがある。

　それは、自分の財産ごと、おれに買い取られたいというものだ。

　その約束は大分前からしてあった。

　しかし、今の今まで果たされずにきた。

　果たしていないにもかかわらず、おれはデルフィナの力を借りてオルティアの望みを叶えた。

　その結果、謝礼は巨額になって──ますますデルフィナが財産ごと買われる日は遠のいた。

　デルフィナからすれば、面白おもしろくないと考えるのも当然だな。





☆






「金か」

　おれはワープの羽根で屋敷に戻ってきた。

（くくく。貴様のハーレム人生にとって最大のピンチだな？）

　屋敷に戻るなり、エレノアがものすごく愉たのしげな声色こわいろでからかってきた。

「まあな」

　普段なら、一喝してデコピンの一発でもくれてやるが、最大のピンチ、という点においてはまさにエレノアの言う通りだった。

　デルフィナの望みは、ものすごくシンプルで。

　要するに──金だ。

　ただただ、金があればいい。

　デルフィナの総資産と同じ金を用意できれば、問題は一挙に解決する。

　わざわざ言うまでもなく、ものすごく簡単だ。

　だが、簡単なだけに……ものすごく難しくもある。

　なぜならそれには裏技などが一切いっさい使えないからだ。

　デルフィナが望んでいるのは、あくまで自分ごと買われること。

　言い方を変えれば──札束さつたばで叩たたかれて負けるってことだ。

　だから、彼女の願いを叶えるには、満額きっちり揃そろえなきゃならん。

　時々ちょこちょこ使っている、何でも半額にするチートも使えない。

（それで──どうする？　宝くじでも買うか？）

「お前を質にでも入れるのはどうだ」

（くくく。それを売るなんてとんでもない！）

「きっと一度手にしたら捨てられもしないんだろうな。恐ろしいヤツだ」

　エレノアといつもの軽口合戦をしながら考える。

　金を──デルフィナの資産と同じ額を揃える方法。

　何かないものか──

「……あっ」

（どうした。何か名案でも思いついたのか？）

「ああ。デルフィナがヒントをくれてたみたいだ」

（ほう？　……ということは、結局さっきのは高度なイチャイチャをしていただけか）

「かもしれん」

　おれはちょっとだけ苦笑いすると、もう一度ワープの羽根を取り出して飛んだ。
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　コモトリア王都──魔王城。

　かつてそこにあったはずの王宮は、ちょっと前に来た時とはまるで違う見た目になっていた。

　一目見て禍々まがまがしく、黒を基調にしたものになっている。

　そして、これもアウラの力か──都そのものは晴れ渡っているのに、魔王城の上には雷雲が轟とどろき、ひっきりなしに城に稲妻を落としていた。

（これはこれは。これもデルフィナに発注して改造させたというのか）

「そうかもしれないな」

（ここに我が加われば、もっと楽しくなるかもしれん。一つ寝返ってくるとするか）

「やめとけ。今度こそアウラを本気でぶっ壊す気か」

（くくく、貴様がそう言うならしょうがない。些いささか不本意だが、貴様の元で我慢してやるか）

　そんなことを言いつつも、エレノアは実に愉しげに笑った。

　そこで、ワープの羽根を使おうとしたが──飛べなかった。

　魔王城は初めてだから、ワープの羽根が発動しないんだろう。

　しょうがないから歩いて中に入った。

　城門をくぐると、そこそこ広い庭があった。

　庭から建物へと繫つながる道の両側は、巨大な石像の列に守られている。

　石像は左右五体ずつ、ずらっと並んでいた。

　かなりの威圧感だ。

　そうして、道の半分くらいまで来ると、石像の目が一斉に光って動き出し、こっちを向いた。

「シンニュウシャダ」

「シンニュウシャダァァ！」

　そう言って一斉に襲いかかってくる。

「なるほど、こう来るのか。ゲームみたいだな」

（第一関門はお人形か。ふむ、様式美というものをよくわかっている）

「アウラがやらせたのか、デルフィナの提案なのかが知りたいところだ」

（うむ。こんなにわかっている場所なら、ひかりを留学に出してもいいかもしれん）

　エレノアと世間話のようなことを話しながら、片手で石像を砕いていく。

　意外にも俊敏で、見た目通りパワフル。

　体の硬さも、大理石を上回るほどある。

　通常の冒険者とか兵士なら大分手間取るだろうなと思いつつ、次々と砕いていく。

　十体全部砕くと、手入れの行き届いた綺麗きれいな庭は砕けた石で見るも無惨むざんな光景になっていた。

「カケル様！」

　その時。

　城のてっぺん。

　開いたままの窓から、アウラが飛び降りてきた。

　身一つで飛んできたアウラは、綺麗に滑空すると、おれの前に着地する。

「よう。来たぜ」

「すみませんカケル様。来られるとわかっていたら、像を止めておいたのですが」

「別にいいさ。それより、全部砕いちまったが、よかったか？」

「はい。それは大丈夫です」

　そう言うなり、アウラの身体からエレノアのものに似た黒い波動が吹きだした。

　その波動が──砕かれた石像を包み込む。

　すると砕けて散らばっていた石が、あっという間に元通り修復──再生されていく。

「なるほど、魔王の力があれば、いくらでも修復されるのか」

「その通りです。それよりも、さあ中へ」

「ああ」

　アウラに連れられて、おれは魔王城の中に入った。
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　魔王の城は中も暗くて、禍々まがまがしさ全開の内装だった。

　人間の姿は全く見えず、代わりに様々な石像があちこちに飾られていた。

「こいつらも動くのか？」

「はい、私の許可を得ていない侵入者は、全て自動的に排除するように命令してあります」

「へえ。それにしても随分禍々しくなったな、この城。全部デルフィナが提案したのか？」

「いえ……魔王になってから、こういう雰囲気が落ち着くようになって……」

　先導するアウラが恥じらうように答える。

　その恥じらいと、城の禍々しさとのギャップが、ちょっと面白おもしろかった。

　そうして、アウラの案内で無人の城を進み、玉座の間までやってきた。

「普段、私はここにいます」

「なるほど。他に人間はいないのか？」

「はい、全員追い出しました」

（魔王とはいえ、取り入ろうとする命知らずもいたのではないのか？）

　たぶんエレノアは、かつてそういうことをさんざん経験してきたんだろう。

「──と、エレノアは言ってるが、どうなんだ？」

「ああ、確かにそういう者もいました。例えば『このままでは地方の諸侯たちは納得しない。でも私なら宥なだめられる──』みたいなことを言ってきたり」

「ありがちだな……」

「そういう連中は、納得しなかったら全員殺すまでだと言って追い出しました」

「いいな。魔王らしい」

　おれはそう言ってフッと笑った。

　おれが知らないところで、何気に魔王ムーブを楽しんでいるアウラ。

　前よりずっと、らしく生きてるみたいで何よりだ。

「それで、カケル様。今日はどのようなご用が？」

「ああ、実は聞きたいことがあってな。この城、デルフィナに頼んで建ててもらったんだろ？」

「はい。特に外装部分や石像などを彼女にはお願いしました。魔王の波動で性質を変えたり、特殊能力を付与したりすることは私でも容易にできますが、建物そのものを一から作るのは、さすがに手間ですから」

「かなり金も払ったと聞くが」

「はい。それはもう、かなり」

「そんな金、いったいどこにあったんだ？　コモトリアはそんな余裕なかっただろ？」

「ああ、そのことなら……魔境です」

　おれの問いに、アウラはサラッとそう答えた。

「魔境？」

「はい。昔の魔王が貯め込んでいた黄金を持ってきたのです。それで払いました」

「魔境にそんなものがあったのか」

「一部だけではありますが、持って帰ることができましたので」

「……ん？　一部だけしか持って帰れないのか？　どうしてだ」

「えっと──それは実際に見て頂いた方がわかりやすいと思います」

「なるほど」

　おれはアウラの答えに、ふむ、と頷うなずいて。

　すぐにアウラとともに魔境に向かうことにした。
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　色が反転した世界の中で、おれはアウラと肩を並べて空を飛んでいた。

　アウラは普通に魔王の力で、おれはエレノアの力で。

　二人とも「黒」の力で空を飛んでいた。

「……にしても、あっさり開けられたな。それも魔王の力か？」

「はい。でも実は力の強さとは関係なくて、鍵かぎみたいなものを持っているだけです。魔王なら、魔境への扉は簡単に開きます」

「なるほど。アウラはこっち側を活用するつもりはあるのか？」

「いえ。さすがに住みにくいですし──」

　そこまで言って、一瞬ちらとおれの様子を窺うかがうアウラ。

「それに──こちらには、カケル様がいませんので」

「別にこっちにいても会いに来るぞ。魔境の扉くらい、おれでも開けられるからな」

「さすがカケル様。人間には、そうおいそれと開けられるようなものではないのに」

（うむ。我の力あってこそだな。せいぜい敬うがよいぞ）

　チリーン、とエレノアに軽くデコピンする。

　それを見たアウラがくすりと笑った。

「カケル様と魔剣との関係も、歴代の魔王が見たら卒倒するでしょうね」

「そうなのか？」

「ええ。かつて一人、魔剣エレノアを手にした魔王がいました。しかし、やっぱりエレノアの支配には抗あらがえず、大幅に寿命を縮める結果になったと」

「そうなのか？」

　エレノアに聞いてみると、彼女は得意げな顔で。

（そうだな。結局二百年も持たなかったか。まあ、あやつ程度ではな。我を持つには分不相応だったのだ）

「不老不死のはずの魔王が、二百年で死んだ、か」

　何がすごくて何がすごくないのか、いまいちよくわからないな。

「以前の私は、その観点からもカケル様と魔剣エレノアの関係に興味がありました。魔剣を完全に御して、子供まで作った二人のことが。だから貴方たちを手に入れたかったみたいです」

「なるほど」

　そういう経緯があったのか。

　アウラは前にエレノアの件で『嫉妬もあったかもしれない』と言っていたが、それは戻ってきたアウラとしての心境で、実際、魔王としてはそっちの方が重要だったのかもしれない。

「ってことは、今のアウラには昔の魔王の記憶があるのか？」

「ええと、記憶……というのとはちょっと違います。知識と言った方が近いかもしれません」

「へえ」

「歴代魔王がしてきたことを、全て舞台下から劇として見ていたような、そんな感じの知識のかたちで持っています。だから、魔王たちの心境もある程度はわかるのです」

「なるほど。面白いな、魔王ってのは。他にも何か面白い話はないか？」

　肩を並べて飛びながら、アウラに魔王のことを尋ねていく。

　今のアウラは、魔王になったばかりの頃とは違い、どんどん昔のアウラに戻っていっているような気がするが──魔王城みたいな場所が落ち着くとか、過去の魔王の知識を持ってるとか、一見昔のアウラなのに、色々と変わったところがあるのが面白かった。




「──着きました。ここです」

　その後もいろいろと話しているうちに、どうやら目的地に着いたみたいだ。

　アウラは緩ゆるやかに減速して、滑るように着地する。

　おれも同じようにして、アウラの横に降り立った。

　衝撃は殺していたが、大地に足を着くと──ガツン、という鈍い音がした。

　相変わらず、魔境の地面はむやみに硬かった。

　一方。

　アウラと降りたそこには、文字通り山ほどの黄金が積まれていた。

　インゴット状の金塊が、規則正しく山のように積み上げられている。

　そしてその金塊は──この世界において、不思議と反転していない黄金色だった。

「なるほど、この金塊が魔王城の原資ってわけか」

「はい。……ですが」

　アウラはそう言って眩まばゆく光る山に近づく。

　そして、力いっぱい金塊の山を殴りつけた。

　魔王の力。

　恐らくは、本気に近い一撃。

　辺り一面に衝撃波が拡散した。

　同時に、一番外側にあったほんの一部の金塊の端だけが、衝撃波によって崩れ落ちた。

　反面──それ以外の金塊は、全くびくともしなかった。

「このように、魔王の全力を以もってしても使えるのは一部なのです。大半は削れもしません」

「なるほど。ぱっと見インゴットに見えて──実際はまさに、金の塊ってわけだ」

「ええ。私の方でもいろいろと試してはみましたが、魔王の力でさえどうしようもありませんでした。ですから、諦あきらめて崩れ落ちた部分だけを拾って使っています」

「ふむ。よくわかった」

　説明してくれるアウラの言葉を聞きながら、おれは改めて周りを見回した。

　衝撃波で崩れた金塊の一部──つまりアウラが実際に手にして使える部分は全体のほんの一部だけだが、それでも悪くない話だ。

　なんといっても、原資はゼロで済むからな。

　おれはインゴットの山に近づくと、手を伸ばしてコンコン、と中指の関節でノックする。

「この魔境に存在する他のものと同じように、力任せで砕くのはほぼ不可能に思えます」

「そうみたいだな」

　おれは金の山をノックしながら、少し考えた。

「それで──どうだ、エレノア？」

（何がだ）

「決まってる。お前にこれは叩き割れるかって話だ」

（つまらんことを聞くな。我に斬きれぬものはない……貴様と一緒ならな）

　なぜか、最後の辺りがものすごく小声だった。

　普通だったら「え？　なんて？」って聞き返すのがお約束なんだろうが、残念ながらおれは全能力７７７倍が戻って、難聴キャラにはなれずにいた。

　そういうことで、エレノアの呟つぶやきもはっきり聞き取れたが、武士の情けでスルーしてやった。

「よし。アウラ」

「はい」

「この金の山をぶち壊したら、黄金の一部をもらうぞ──いいな？」

「もちろんです。魔境なのに魔王私でも壊せないのですから……これはもう採れた者の物です」

　魔王持ち主の許可が出たから、おれは早速エレノアを構えた。

　深呼吸する。

　心の底で金塊の山と向き合った。

　そのまま精神を集中して、力をエレノアに集める。

　心・技・体。

　全てが極限まで高まった瞬間──一閃！

『ギャアアアアアアア！』

　まるで生き物が上げる悲鳴のような声を出して、金の山の一つが真っ二つに割れた。

「え？　えぇ!?　……も、もしかして」

　驚いて絶叫するアウラを置いて、おれはつかつかと黄金の山に近づいた。

　そして、アウラがさっき放った衝撃波爆風でもほぼ削れなかった山から、たった今取れた金塊を手にする。

「す、すごい！」

　アウラは、目を丸くして驚愕きょうがくした。





☆






　デルフィナ商会の中庭。

　おれはワープの羽根を使って、魔境から持ち帰った黄金をそこに積み上げた。

　眩い光を放つ金塊が山のように積み上げられていくさまに、誰もがざわめいていた。

　普段金塊を見慣れているデルフィナの部下たちでさえ、規格外の量を目にして驚く。

　恐らく、これほどの量の金塊を一カ所に並べたのは、人類史上初めてかもしれない。

　周りの連中がざわめくのも当然だ。

　そんな中、デルフィナが颯爽と現れた。

　普段なかなか驚かない彼女も、おれが積み上げた大量の金塊を目まの当あたりにすると、さすがに一瞬びくりと身体を強こわばらせた。

　それでもすぐに我に返り、おれのところにやってくるデルフィナ。

「カケル様、これは一体……」

「足りるか？」

「え？」

「この金塊があれば、お前ごと買うのに足りるか？」

「あっ……」

　普段の彼女ならすぐに気づいただろうが、外でありながら、空を覆おおい、天を突くほどの金塊の山──そのインパクトに一瞬思考停止してしまったようだ。

　そして、おれの言葉でようやく理解した──ここにある金塊は、全て彼女を買うためのものだと。

　刹那せつな。

　様々な感情が、彼女の顔に一気に去来したように見えた。

　世界中ほぼ全ての富が存在する場所を知り、自身の富と比べて、その何割を束たばねなければ、カケルが自身を買うことはできない、と嘆息していたデルフィナ。

　世界における富の総量は変わらない。

　ゆえに、デルフィナが稼げば稼ぐほど──天秤てんびんを戻すのは難しくなる。

　そして、それは今──最早買われることを望むデルフィナ自身さえ、不可能だと思うような金額に達していた。

　なのに。

　自分が存在を知らない、この金塊の出どころはどこだ？

　そもそもこの金塊で私は買えるのか、どうなのか。

　などなど。

　デルフィナの表情からは、そんな質問が浮かび上がっては消えていっているように見えた。




　──そして。




　ひと通り、考えが纏まとまったところで。

　デルフィナは──おれの前で跪ひざまずいた。

　淑しとやかに。

　まるで貞淑な妻のように。

　おれに跪いて、三つ指をついた。

「……」

　おれはそのまま少し待ってみたが……言葉はなかった。

　たぶん、この後もないだろう。

　ふと。

　彼女の肩が小刻みに震えていることに気づいた。

　しゃがみ込んで、あごを摘まんで顔を上げさせると。

　デルフィナが感極かんきわまった様子で涙しているのが見えた。

「行くぞ」

「──はい!!」

　おれはデルフィナの膝に腕を回して抱き上げると、ワープの羽根で即座に寝室へ連れ込んだ。




　そして──。
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「──最近、ナナ先生の様子がおかしいの」

「ん？」

　屋敷のリビングで、セレーネが口を開くなりそんなことを言った。

「おかしいって、どこがだ？」

「えっと……よくわかんない」

　だが、自分から言い出した割に、セレーネの答えは要領を得ない。

「よくわかんないってどういうことだ。おかしいところがあるからそう思ったんじゃないのか？」

「……ごめん、あたしバカだから」

　改めておれが尋ねると、うまく説明できないセレーネはすっかりしゅんとしてしまった。

　セレーネは、アイギナの一件以降、無根拠な自信がすっかりなりをひそめてこうなった。

　ことあるごとに「あたしバカだから」を口癖に、周りに教えを請うようになった。

　その言葉通り、セレーネは「ある一面から見ると」他の女たちに比べて賢くない。

　口が先に出るタイプでもない。

　だが、知らないことを知らないと素直に言えて、そのうえ、知っている者には立場を問わず素直に教えを請うことのできる素直さがある。

　ここは逆に、他の女たちにはないものだ。

「うまく言えないけど……何か普段の先生と違うの。どこかわからないけど、何かが違うの」

「ふむ」

　セレーネはさっきまでナナに訓練をつけてもらっていたはずだ。

　うまく言えないが、その時に何か違和感を覚えることがあったんだろう。

　つまりは「女の勘」みたいなものか。

「それで……ショウ、何か知らない？」

「知らないな。ちょっと様子を見てみるか。ナナはどこだ？」

「今はたぶん、他のみんなの訓練をつけてると思うけど──」

「練兵場か」

　おれは頷うなずき、ワープの羽根を取り出すと、セレーネごと練兵場に飛んだ。

　屋敷と奴隷兵たちの生活する別館の間にある巨大な敷地。

　主に彼女たちが日夜訓練に使っているそこには、学校の朝礼台みたいなものを置いてあった。

　更に、その上にはおれ専用の椅子いすがあって、今回おれはそこに飛んだ。

　広い敷地には、セレーネの言葉通り、ナナも奴隷兵たちも揃そろっていた。

　一瞬、おれが現れたことで奴隷兵たちの隊列が乱れたが、すぐに持ち直すと訓練に専念した。

　そうして、おれはセレーネと一緒にしばらく目の前で展開される訓練の様子を眺めた。

「……なるほど。確かにちょっとおかしいな」

「でしょう？」

「とは言っても、見た目は普通なんだが……」

　何も考えずに見れば、いつもと同じように訓練をしているようにしか感じられない。

　だが──どこかに違和感がある。

　そして、その違和感の元は……ナナだった。

　ナナの「気」が、普段とはちょっと違った。

　いつもピリッとして、引き締まっているはずのナナの「気」が、僅わずかに弛緩しかんしている。

　わかりやすく言うと「気が抜けて」いるのだ。

　逆に言うと、セレーネはよく気づいたなというレベルだったが、いつも一緒に訓練しているから、気がつきやすかったのかもしれない。

「微かすかに気が抜けているな──。何かあったのか？」

「わかんない。ショウも知らないの？」

「ああ」

「どうしよう。他に誰か事情を知ってそうな人いるかな？」

　おれが知らないと答えると、セレーネは、すぐにキョロキョロと答えを持っていそうな人を探し始めた。

　彼女の美点の一つ。

　わからないことは、わかる人に、わかるまで聞く。

　答えのないことを自分の中で悩み続けるくらいなら、答えを持つ人を探して尋ねる。

　おれも早速それに倣ならってみることにした。

「ナナ」

　声を上げて、ナナを呼んだ。

　奴隷兵の訓練はそのままに、ナナがこっちを振り向いた。

　そして、おれたちのところまで駆けつけると、流れるような所作で片かた膝ひざを突く。

「お呼びでしょうか、主」

「ちょっと聞きたいことがあるんだが」

「はっ」

　ナナは一度立ち上がり、すぅと手を挙げると、何か符丁のようなジェスチャーをした。

　すると、それまで一糸乱れず訓練していた奴隷兵たちが手を止めて、休憩モードに入った。

　そうしてから、ナナは改めて膝を突いて頭を下げた。

　傍かたわらでは、一連の流れを見ていたセレーネが目を白黒させていた。

　さすがに、おれが本人に直接聞くとは思っていなかったのだろう。

「すぐ他人に意見を聞けるお前は賢い。その意見に耳を傾けられる度量があるのもいいことだ。だが、本人に直接聞けるのなら、本人に聞いた方が早い時もある」

「たしかに、それはそうだね」

　おれがそう言うと、セレーネはいつも通り素直に頷いた。

「その上で、今回はおれが直接尋ねる。お前は何も言うな」

「うん、わかった」

　理由も問わずセレーネが頷く。

　おれのことを完全に信じているのだ。

　素直なところがとてもいい。あとで可愛かわいがってやろう。

　だが、今はナナだ。

　おれは目の前で膝を突いて頭を下げるナナに向かって語りかけた。

「セレーネから相談を受けてな。しばらくお前をアイギナ預かりにしたいと思う。アイギナの貴族として、土地を一つ治めてもらおうかと思うんだが……どうだ？」

「──!?」

　セレーネが横で息を呑のむのが伝わってきた。

　そんなの聞いてない、という顔をしている。

　言ってないから当たり前だ。

　ただ、驚いてはいたものの、それでも口を挟まないで、おれの言いつけ通り黙っていた。

「……仰せのままに」

　頭を下げたままのナナには、当然、おれとセレーネの表情のやりとりは見えていない。

　結局、一呼吸だけの間が空いて、ナナはおれの提案を受け入れた。

「ふむ」

　なるほど、確かにこれはおかしい。

　セレーネが口を開かなかったことを褒める前に、ナナへの強烈な違和感に惑う。

　もちろん、ナナがおれの命令を受け入れたことがおかしいんじゃない。

　そうじゃなくて──戦場ではないところに送り込まれるのに、それでもまったくナナの気心が揺らいでいないのがおかしかった。

　ナナは一種のバーサーカーだ。バトルジャンキーだ。

　どんな死地であろうが、命じられれば眉まゆ一つ動かさず──むしろ喜び勇んでそこに向かうが、戦いとは関係のない命令になると、一転可愛く拗すねる一面もある。

　だからおかしい。これはおかしい。

（試してみるか？）

「ああ」

　おれはその提案に応こたえると、エレノアを抜き放って──無言のまま斬きりかかった。


「──っ！」



　ナナがハッとして飛び退く。

「な、何をする主」

　そう問いかける反応もおかしかった。

　おかしい、これは絶対におかしい。

「おかしい。おかしいぞ、ナナ!!」

「え？　でもナナ先生はちゃんと避けたよ？」

　ナナへの質問じゃないからだろう。

　そこでようやくセレーネが口を開く。

「そうじゃない。そうじゃないんだセレーネ」

　斬りかかる時、おれはそんなに速い動きをしてなかった。

　ナナに突然斬りかかるのも、今回が初めてじゃなかった。

　この程度の距離。

　この程度の速さ。

　ナナなら、余裕で反応して打ち合えたはずだ。

　なのに、飛び退く。

　後ろに、飛び退く。

　これは本来バーサーカー──バトルジャンキーのナナにはあり得ない行為だ。

　おれがそう言うと、セレーネも「確かに」といった様子でぶんぶん頷く。

「どうした。どこか悪いのか？」

「いえ……それは」

　おれに言われて（セレーネにも同意されて）ようやくナナも自身の変調に気づいたようだ。

　手を動かすと、腰の辺りを触る。

　今更抜いても意味がないとわかっているのか、剣は抜かなかった。

「……わたし、は」

　そうしてから。

　ナナはゆっくり言葉を選ぶように──おれの質問に訥々と答えた。

「満足してしまった、の、かもしれません」

「満足？」

「はい、主とのあの戦い──恐らく、もう二度と実現しないであろう激戦でした」

「……ふむ」

　それはナナの言う通りかもしれない。

　おれがあそこまでブチ切れることは……たぶんもう、この先──ありえない。

　あんなに簡単に一線を超えてしまったのは、全く心の準備なしにひかりが折られたからだ。

　二度とひかりは折らせないし、もし万一、同じようなレベルのことが起こったとしても──人間は同じことで同じショックは受けないものだ。

　何があろうと、もはやナナたち──おれの女に無差別で襲いかかるようなことはもう起きん。

　無言のおれを見て、それが、ナナの言葉を肯定しているのだということが伝わると、ナナはどこか寂さびしそうな……自嘲じちょう気味な笑みを浮かべて言った。

「申し訳ない、主。このような無様な姿を……。私はもう、主には相応ふさわしくない。ゆえに主の命に従い、アイギナに向かおうと思う」

　今まで見たことがないほどに落ち込んでいるナナ。

　おれはそんなナナには敢あえて声を掛けず、横にいたセレーネに尋ねた。

「どう思う、セレーネ」

「え!?　あ、あたし？　そ、そんなのわからないよ……あたしバカだから」

「バカでもいい。ナナにとってどうするのがいいと思ってるか、言うだけ言ってみろ」

「う、うん。わかった。えっとね……ずっと強い敵と戦えるようにすればいいと思う」

「例えば？」

「ショウの次に強くておっきな相手だと──世界とか？」

「世界、か」

　おうむ返しに呟つぶやく。

　セレーネの口から飛び出してきたのは、常識的に考えると、普通は出てこない言葉だった。

「うん、世界！　世界中と戦えばいいんじゃないかな。それでもショウほど強い相手じゃないけど……いくらかマシじゃない？」

（ふむ。こやつ、自らも王のくせして、ナナに世界と戦えと言う。面白おもしろい）

「そうだな」

　エレノアの言葉におれは頷くと、セレーネを抱き寄せて唇を奪った。

「な、何!?　どうしたのショウ？」

「ご褒美だ」

「え？」

「ナイスアイディアだ、ってことだ」

「世界が……相手？」

　呆然ぼうぜんとするナナを前に、おれは顎あごに手を当てて考える。

　そうだ。

　セレーネの言う通り、ナナに戦場を用意してやろう。

　突拍子もないアホみたいな戦場を──世界を。

「奴隷兵、全員来い」

　おれが声を上げて呼ぶと、休憩しているふりをしながらこっちの成り行きを見ていた奴隷兵が一斉に立ち上がって向かってきた。

　二百名全員、綺麗きれいにナナの後ろに整列する。

「今日から、お前たちは常にナナと一緒に行動しろ」

　奴隷兵たちがざわつく。

「心配するな。大きな戦いを前に、常時ナナの指揮下に入れということだけだ。誰一人おれの女であることは変わらん」

　そう補足すると、ざわついていた奴隷兵たちが少し静かになった。

「ナナ様の指揮下に入るのはわかりました。ただ、いったい誰と戦うんですか？」

　奴隷兵の一人が尋ねる。

「誰だと思う？」

　隣にいたセレーネに質問を丸投げした。

「え？　そ、その……世界、かな？」

　セレーネがどこか照れながら答えた。

「で、ですが、今この世界では戦争が──」

　追いすがる奴隷兵に、今度はおれが直接答えた。

「心配するな。この先も戦争は終わらん。──悪いヤツらが暗躍してるからな」

　そう言って、おれはにやりと凶悪に笑ってみせた。

　ヘレネーが五大国の首脳を集めたことは、既におれの耳にも入ってきている。

　何をしようとしているのか正確にはわからないが、ヘレネーの考えることなら、大体察しがつく。

　おれは、今度はナナの方を向いて言った。

「ナナ」

「……は、はい」

「これからはこいつらを連れて戦い続けろ。あらゆる戦場でだ」

「あらゆる戦場……」

「たぶん近いうちに世界中が戦場になる。お前はそこを奴隷兵たちを引き連れて渡り歩け──そして」

　一拍置きつつ、まっすぐナナを見つめて。

「一戦も負けるな」


「──っ！」



　ナナが息を呑のんだ。

「一戦も……」

「そうだ。いいか。おれのために戦え。自分のために戦え。奴隷兵たちのために戦え。そしておれに誓え。世界を全部屈服させるまで、絶対負けないってな」

「……」

　おれは朝礼台を降りると、ナナの前に立った。

「一瞬の煌きらめきを見せることは誰でもできる。だが、永い人生の中で一生涯輝き続けることができた人間は、未いまだかつて存在してない」

　歴史を紐解ひもといても、どんな英雄でも偉人でも、結局は人生に山あり谷ありだ。

「命令だ、お前が最初の、生涯勝ち続けた女になれ」


「──っ！」



　ナナは息を呑んだ。

　そして──表情が戻った。

　あの強いナナ・カノーに。

「はっ！　主のご命令、しかと」

　おれに跪ひざまずくナナ。

　言葉に力があった。気が──魂が輝いているように見えた。

　奴隷兵二百人を率いて、生涯負けなし。

　のちに世界を屈服させて凱旋がいせんすることになるナナの伝説は──ここから始まったのだった。
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（──まったく、退屈にもほどがある）

　夜の屋敷。

　月夜が一望できるリビングサロン。

　おれがミウをもふもふしつつ、ミウ人形の給仕を受けていると、エレノアがいきなりそんなことを言い出した。

「……なんだ、退屈って」

　もふられていたミウが、おれの言葉に一瞬ビクッとしたが、そんなミウに「お前に言ったんじゃないから気にするな」と伝えてから、おれは改めて意識をエレノアに向けた。

（言葉通りだ。最近刺激がなくてつまらんと言っている）

　おれに意識を向けられたエレノアは、改めて吐き捨てるようにそう言った。

「刺激だと？」

　だが、おれにはエレノアの言っていることがわからない。

　おれはふてくされているようにも見えるエレノアの言葉の続きを待った。

（貴様はここ最近、女たちの願いばかり叶かなえているではないか）

「……まあ、言われてみるとそうかもな」

　エレノアの指摘に、小首を傾かしげて考える。

　オルティアに始まって、デルフィナ──そしてナナ。

　最近、特に強い願望──普通の連中とは違う願望を持っている女たちの願いを叶えていった。

　もちろん、その三人だけじゃなく、ヘレネーを始めとする女王・王女たちも何か企たくらんでるみたいだったから、それをフォローすべく、こっそり陰で動いたりもした。

　そう考えると、確かにエレノアの言う通り、ここ最近おれはずっと女たちの願いを叶えることに注力していたかもしれない。

　──ただ。

「それのどこが悪いんだ？」

（別に悪いとは言ってない。……ただ、退屈なだけだ）

　おれの頭の中でエレノアがぷいと顔を背そむける。

「なるほど」

（我は刺激がほしいのだ。貴様もこれだけ時間があるなら、新しい冒険やいい女の新規開拓でもしてみろ。退屈すぎて死にそうだ!!）

「ふむ……そうだな」

　正直な話、エレノアがここまで言うのは珍しい。

　冒険に一区切りついて、よほど不満が溜たまっているのかもしれない。

　ただ、新規開拓といっても、冒険は今のところ一段落したし、いい女だっていたら抱くし、抱きたくなるが、どこにでもいるわけじゃないし、探せばすぐに見つかるものでもない。

　だから、そう簡単な話じゃないんだ──そう、おれは結論づけた。

（おい貴様、ナナにはあんなことを言っておいて、自分はどうなのだ！　あやつと同じように気が抜けているのではないか？）

　だが、さすがにその言葉は刺さった。

　ナナにああ言って、自分だけ気が抜けたままではいられない。

　おれが改めて頭を回転させ始めると、エレノアは満足げに追い打ちを掛けるように言った。

（ふん、ようやく頭を動かし始めたか。もしこの先も今の状態が続くなら、娘を連れて実家に帰らせてもらうところだったぞ。性格の不一致というやつだ）

　そこまでか。

　頭の中でエレノアが腰に手を当てて胸を反らし、笑うのが見える。

「そいつは怖いな」

　おれはそう軽口を叩きながらも、ここで一発、気合いを入れ直すことを決意した。




「カケルさん！」

　ちょうどそれと時を合わせるように、突然ドアが開くとイオが部屋に飛び込んできた。

　おれがミウをもふもふしているのにも構わず、彼女はツカツカと足早に近づいてくる。

「どうした」

「カケルさん、魔境を開くことって──私にもできますか？」

「なんだ、藪やぶから棒に」

「あの後、少しだけ休んだら、また魔境に行きたくてたまらなくなっちゃったんです。考えてみたら、あの場所、まだ全然歩き回ったり探索したりできてなかったですから」

「そう言われてみると、確かにそうだな」

　イオの指摘通り、アウラの件では、魔境に入ってすぐ戻ってきたようなものだ。

　アウラを魔王にするという目標は達成できたものの、イオの一番の目的である「冒険」は、大サービスして及第点といったところ。やり残してきたことの方がもちろん多い。

　そう考えると、冒険好きなイオがすぐにまた行きたくなるのは当然だった。

「そんなことでいいなら、言ってくれれば、おれがいつだって開いてやるぞ」

「ありがとうございますカケルさん！　でも、できることなら次は私が自分で開いて、今度はアグネたちも連れていってあげたいんです」

「なるほど」

　仲良しだけで行く冒険──女子会みたいなもんか。

　まあイオがそう言うなら、おれは関わるべきじゃないんだろうな。

　イオにもイオの世界がある。

　だから、おれは考えた。

「それにしても、魔境への扉か。要は次元を切り開く力や技がほしいってことだな？」


「次元を、切り開く？……？　よくわかりませんが、それで魔境を開けるんですか？」



「ああ。あそこは明らかに違う次元だからな。くじ引きのところと同じで──」

　……。

「？　どうしたんですか、カケルさん」

「……」

　あいにくおれは、横でキョトンとした表情を見せるイオの質問には答えなかった。

　違うことで、頭がいっぱいになっていたからだ。

　今までずっとスルーしていたこと。

　そして、すごく大事なことなのに、今の今まで完全に忘れていたことを思い出したからだ。




　くじ引き所。




　あの店も、この世界とは違う次元にある。

　おれがやってきた世界とこの世界との狭間はざま──エレノアがこの世界で唯一人間になれる場所。

　完全に別世界。違う次元だ。

　そして──そこを自由に行き来できるおれは。

　ひょっとして、元々次元を切り裂く能力を持っているんじゃないのか？




　──過去の世界でも、魔境でも。

　おれはここぞという時に、全力で次元の扉を開いてきた。

　そして、その力を徐々に自分のものにして──魔境の壊せなかった壁も壊せるようになった。

「か、カケルさん？」

　すっかり黙り込んでしまったおれに、もう一度おずおずとイオが話しかけてきた。

「……エレノア」

　だが、おれはそれも無視して、敢あえてエレノアに語りかけた。

（なんだ？）

「どうやら、退屈を忘れられる場所がありそうだ。賭かけではあるが──行ってみるか？」

（ほう）

　尋ねられたエレノアの語気がいつにも増して愉たのしげなものに変わる。

（くくく。……うむ。やはり貴様はそういう顔の方が似合う）

「そうか。それでどうだ？　行くか？」

（無論だ。我はどこまででも貴様に付き合ってやろう）

「よし。ならばひかりも呼ぼう。ミウ！」

「……は、はい」

　おれの言葉に、ミウはすぐにもふもふモードからメイドモードにジョブチェンジした。

　そして、ほとんど間を置かずにドアが開くと、人形ミウがひかりを連れてきた。

「おとーさん、呼んだ？」

「ああ。ちょっとひかりの力が必要になったんだ」

「ひかりの？　ひかり、魔剣になればいいの？」

「ああ」

「わかったー！」

　ひかりは無邪気に頷うなずくと、魔剣の姿に変わった。

　エレノアとひかり。

　おれは母娘の魔剣をしっかり握り締めた。

　そして、状況を呑み込めずにきょとんとしているイオの方を向く。

「イオ。お前の言葉にヒントをもらった。あとで冒険に連れてってやる」


「──っ！　本当ですか!?」



「ああ。その前に準備するから、少し待ってろ」

「はい!!」

「エレノア」

（うむ？）

「預けるぞ」

　そう言ってから、おれはそっと目を閉じて、心の中で念じた。




　今まで──一度も考えなかったこと。

　最初に説明こそされたが、その後一度も考えもしなかったこと。

　その場所のことを念じた。

　すると、目を閉じているのにもかかわらず、全身が光に包まれていくのがわかった。

　たぶん、期待通り──だから、おれはそのまま止まらず念じ続けた。




　すると。

（ほう……？）

（わ、わ、わわわ!?　こ、ここどこ!?）

　エレノアとひかりがそれぞれ驚いたような声を上げた。

　その声を聞いて、おれも目を開いた。

　そこは──見慣れた商店街だった。

　もちろん、最初にくじ引きをした商店街だ。

（おとーさん、ここってもしかして!?）

「説明はあとだ。時間が少ない」

（え？　あっうん！）

　そう言うと、ひかりは素直に黙ってくれた。

（……随分とキツいようだな？）

「わかるのか」

（うむ、我が貴様を徐々に浸食していくのがわかる。ここでは貴様はただの人間に戻っているようだな）

「ああ、そうみたいだ」

　エレノアを手にして、初めて、魔剣が心を浸食している感触を味わった。

　７７７倍で抵抗があった時には感じていなかったそれを、感じ始めた。

　が。

「返せ、エレノア」

（うむ）

　おれの声かけにエレノアが応じると、その感触はすぅ、と消えていった。

　どうやら、一つ目の賭けは成功らしい。

　ひかりの一件で限界を超えた力を出したおれは──ある意味、エレノアと「融合」した。

　おれの力はエレノアの方に移り、エレノアを握っていないと力が出せないようになった。

　そこで今回、力をエレノアに預けて現実に戻ってきた。

　戻ってきてから、エレノアに力を返してもらった。

　エレノアとひかりを握り締める。

　感触を、確かめてみる。

「いけそうだな」

（うむ）

（いつもとかわらないよ？）

　応じる母娘の魔剣。




　人々が行き交う商店街。

　おれは二振りの魔剣を構えた。

　スマホを構えておれを撮ったり、ひそひそ何か言い合う人間が大勢いた。

　それらを一切いっさい無視して、エレノアとひかりを光速で振り抜く。




　そのまま、二つ目の賭け。

　もし現実世界に戻ってきても、あっちとの扉は開けるのか。

　結果を先に言うと──その賭けも、成功だった。




「──カ、カケルさん!?」




　扉を開くと、すぐに驚くイオの顔が見えた。

　おれは魔剣を下ろして、手を差し伸べる。

　そうしておいてから、にやりと笑う。




「来い、新しい冒険だ」





「──っ！　はい！」















　ここは、一つの終わりの場所。

　そして、また新たな始まりの場所。




　次元の壁を切り裂ける以上、冒険はどこまでも。

　どこまでも、いつまでも、続いていけるものだった。
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